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第8編観 光

第
一
章
霧
島
屋
久
国
立
公
園 

牧
園
町
は
観
光
の
町
で
あ
り
、

昭

和

九

年(

一
九
三
四)

三
月 

十
六
日
、
雲
仙
や
瀬
戸
内
海
と
と
も
に
指
定
さ
れ
た
、
わ
が
国
最 

初
の
国
立
公
園
で
あ
り
、
霧
島
国
立
公
園
と
称
し
た
。

こ
の
国
立 

公
園
は
、
能
児
島
県

側
は

霧

島

町•

牧

園

町•

栗
野
町
、
宮
崎
県 

側

は

え

び

の

市•

小

林

市•

都
城
市
の
一
部
に
わ
た
る
地
域
で
、
 

両
県
に
ま
た
が
る
東
西
ニ
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

面
積
二
万
二
四
七 

へ
ク
タ
ー
ル
に
及
ん
で
い
る
。

ま
た
、

昭

和

三

十

九

年(

一
九
六 

四)

三
月
十
六
日
、
桜

島
•

錦

江

湾•

佐

多

岬•

屋
久
島
ま
で
含 

め
て
、
霧
島
屋
久
国
立
公
園
と
改
称
さ
れ
、

そ
の
総
面
積
は
、

五 

万
四
八
三
三
へ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
た
。

霧
島
山
は
、
わ
が
国
南
端
の
高
峰
で
あ
り
、
洋
上
は
る
か
見
渡 

す
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
有
史
以
前
、
南
方
民
族
が 

北
上
移
住
し
て
き
た
時
の
、

目
標
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
も
推
測 

さ
れ
る
。

そ
し
て
、

ま
ず
そ
の
周
辺
、

い
わ

ゆ
る
薩
摩•

大
隅
の 

地
に
定
着
し
、

こ
こ
を
根
拠
地
と
し
て
、
原
住
狩
猟
民
族
を
圧
迫 

し
、

あ
る
い
は
同
化
し
、
更
に
中
央
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
。

比
較
的
狭
い
区 

域
内
に
、

主
峰
韓 

国
岳
を
は
じ
め
と 

し
て
、

二
三
座
の 

典
型
的
な
群
状
火 

山
が
あ
り
、
爆
裂 

火
口
八
、

火
口
湖 

一
 
0

を
数
え
、

コ 

ニ
ー
デ
型•

ホ
マ 

—
テ

型
.

ト
ロ
イ 

デ
型
と
、

い
ろ
い 

ろ
な
形
の
火
山
が 

聳
立
す
る
中
に
、

満
々
と
蒼
色
の
水
を
た
た
え
た
湖
沼
の
美
が
、
更
に
神
秘
さ
を
加

え
、

山
群
の
中
腹
八〇

O

メ
ー
ト
ル
付
近
の
緑
林
、

赤
松
林
の
中 

か
ら
、
白
煙
を
噴
き
上
げ
る
数
多
く
の
温
泉
群
の
湯
煙
は
、

霞
か 

雲
か
と
見
ま
ご
う
ば
か
り
、

そ
の
恵
ま
れ
た
景
観
、

自
然
美
は
世 

界
で
も
ま
れ
で
あ
り
、

登
山
の
人
々
の
目
に
、
強
い
印
象
と
喜
び 

を
与
え
て
い
る
。

霧 島 山
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第1章 霧島屋久国立公園

ま
た
、
霧
島
は
、
そ
の
恵
ま
れ
た
自
然
の
景
観
だ
け
で
な
く
、
 

ミ

ヤ

マ
キ
リ

シ

マ•

ノ

カ

イ
ド
ウ•

イ
ワ
カ
ガ
ミ
な
ど
の
高
山
植 

物
か
ら
、

珍
し
い
昆
虫
類
、
鳥
類
な
ど
、
貴
重
な
学
術
資
料
も
多 

い
。
各
学
会
の
研
究
者
、
文
人
、
歌
人
ら
も
相
次
い
で
訪
れ
、

そ 

の
名
声
が
高
く
、

天
然
記
念
物
も
多
い
。

し
か
し
、

中
央
か
ら
離
れ
た
へ
き
遠
の
地
で
、

観
光
的
に
は
よ 

そ
に
立
ち
後
れ
て
い
た
が
、
近
年
、
観

光

ブ

ー

ム

の

波

に

乗

っ 

て
、
施
設
も
整
え
ら
れ
、
道
路
も
整
備
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、

昭 

和
三
十
四
年
、
道
路
公
団
に
よ
る
有
料
道
路
が
、

林
田
温
泉
〜
高 

千
穂
河
原
間
に
開
設
さ
れ
、

更
に
同
三
十
六
年
十
一
月
に
、
南
北 

霧
島
道
路
を
つ
な
ぐ
中
央
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
完
工
し
、

え
び
の
〜 

小
林
間
が
接
続
す
る
に
至
り
、
が
ぜ
ん
、
霧
島
観
光
地
と
し
て
脚 

光
を
あ
び
、

ま
た
、

翌
四
十
七
年
、
鹿
児
島
空
港
の
開
設
と
と
も 

に
、
訪
れ
る
観
光
客
の
数
は
、
年
々
大
幅
に
増
加
の
一
途
を
た
ど 

っ
て
い
る
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
牧

園
•

霧
島
の
地
元
も
、
宿
泊 

施
設
、
そ
の
他
観
光
客
誘
致
の
た
め
専
念
し
て
お
り
、

温
泉
ボ
ー 

リ
ン
グ
の
白
煙
が
高
く
噴
き
上
が
り
、
そ
の
に
ぎ
わ
い
ぶ
り
は
昔 

日
の
比
で
は
な
い
。

道
路
公
団
の
有
料
道
路
も
、

昭
和
六
十
年
十
二
月
一
日
で
、

無 

料
開
放
さ
れ
、

一
般
県
道
と
な
っ
た
。

〔参
考
〕

観
光
姉
妹
町
の
盟
約

景
勝
の
地
と
し
て
、

昭
和
九
年
に
霧
島
国
立
公
園
と
同
時
に
指 

定
さ
れ
た
。

長

崎

県

の

雲

仙

国

立

公

園

の

地

元
で

あ

る

小

浜

町 

と
、
霧

島

町•

牧
園
町
は
、

昭
和
四
十
四
年
九
月
十
八
日
に
、
観 

光
姉
妹
町
と
し
て
、

盟
約
の
提
携
を
し
た
。

そ
の
動
機
は
、
霧

島
•

雲
仙
共
に
景
勝
地
と
し
て
、

昭
和
九
年 

三
月
十
六
日
、

わ
が
国
で
最
初
の
国
立
公
園
と
し
て
指
定
さ
れ
て 

お
り
、

「
今
後
、

観
光
の
将
来
性
と
公
益
性
を
正
し
く
見
つ
め
、
 

九
州
の
北
と
南
か
ら
、

お
互
い
に
理
解
と
親
善
を
深
め
、
相
協
力 

し
て
観
光
開
発
に
努
め
、
広

域

観

光

圏

完

成

の

推

進

力

に

な

ろ 

う
」
と
い
う
こ
と
で
、

明
治
か
ら
一
〇
〇
年
に
当
た
る
昭
和
四
十 

四
年
に
提
携
し
た
。

そ
れ
以
降
、
三
町
交
替
で
定
例
会
を
開
き
、
 

親
善
を
深
め
て
い
る
。

次
に
観
光
面
か
ら
み
た
霧
島
の
自
然
を
紹
介
し
よ
う
。

一
 

植
 

物

南
国
の
特
徴
と
し
て
、

山
々
の
山
腹
は
昼
な
お
暗
い
常
緑
照
葉
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光第8編観

樹
を
主
と
す
る
天
然
林
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
有
名
な
ミ
ヤ
マ
キ
リ 

シ
マ
を
は
じ
め
、

天
然
記
念
物
の
ノ
カ
イ
ド
ウ
、

そ
の
ほ
か
特
殊 

な
植
物
が
多
く
、

登
山
中
に
そ
れ
ら
の
生
態
を
十
分
に
観
賞
す
る 

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
霧
島
は
、
垂
直
的
に
は
標
高
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
か
ら 

は
じ
ま
り
、

最
高
は
韓
国
岳
の
一
七
〇
〇
ニ
ー
一
メ
ー
ト
ル
の
間
を 

占
め
て
い
る
。
気
温
が
温
暖
で
、
降
雨
量
が
多
い
こ
と
と
、
火
山 

の
中
腹
以
下
は
、
火
山
砂
礫
が
安
定
し
て
、
適
潤
な
風
化
土
壌
と 

な
り
、

植
物
の
生
育
に
適
す
る
た
め
、

合
わ
せ
て
ニ
ニ
ハ
科
、

五 

一
 〇

層
、

一
二
五
〇
種
も
の
多
く
の
種
類
が
生
育
し
て
い
る
。
 

1

山

ろ

く

地

帯(

標
高
五0
O

〜
ハO

〇

メ

ー
ト
ル) 

町
営
牧
園
牧
場
か
ら
霧
島
温
泉
の
林
田
付
近
に
か
け
て
の
地
帯 

で
、
常
緑
照
葉
樹
が
よ
く
繁
茂
し
、
暖
帯
多
雨
林
の
典
型
的
な
林 

相
を
示
し
、

蔓
性
植
物
や
着
生
植
物
も
よ
く
発
達
し
て
い
る
。
 

主
な
樹
種
と
し
て
は
、
常

緑

広

葉

樹
の
イ
チ
イ
ガ
シ•

ウ
ラ
ジ 

ロ

ガ

シ•

ア
カ
ガ
シ

・
タ

ブ•

ホ

ソ

バ

タ

ブ•

イ

ス

ノ

キ•

ヤ
ブ 

ツ

バ

キ•

ヤ

ブ

ニ

ッ
ケ

イ•

サ

カ

キ•

ヒ

サ

カ

キ•

コ
ジ
イ
・
ィ 

タ

ジ

ィ•

ア
オ
キ
な
ど
が
多
い
。

ま
た
、
落
葉
広
葉
樹
で
は
、

ミ 

ズ

キ
•

ク

マ
ノ

ミ

ズ
キ•

ハ
リ
ギ
リ•

イ

ヌ

シ

デ•

ア

カ

シ

デ• 

ミ
ズ
メ 
•

ヤ

マ

ザ

ク

ラ•

ホ
オ
ノ
キ
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
一

部
に
は
、
針

葉

樹

の

イ

ヌ

マ

キ•

イ
ヌ
ガ
ヤ•

カ
ヤ•

ク

ロ

マ

ツ

・
 

ア
カ
マ
ツ
も
混
生
し
、
峰
通
り
で
は
、

ア

カ

マ

ツ•

モ
ミ
な
ど
が 

優
生
樹
と
し
て
繁
茂
し
て
い
る
。

2

山

腹

地

帯
(

標
高
ハ
〇
〇
〜
一
ニ
〇
〇
メ
ー
ト
ル) 

こ
の
地
帯
は
、

モ
ミ
を
優
生
樹
と
す
る
下
帯
と
、

ア
カ
マ
ツ
を 

優
生
樹
と
す
る
上
帯
と
に
区
別
さ
れ
る
。

下
帯
は
、

モ
ミ
の
ほ
か
に
ア
カ
ガ
シ•

タ

ブ•

ヤ

ブ

ニ

ッ

ケ
 

イ
•

シ

ロ

ダ

モ•

カ
ク
レ
ミ
ノ
が
多
い
。

そ
し
て
、

上
帯
で
は
、
 

ア
カ
マ
ツ
の
ほ
か
に
ツ
ガ•

イ

チ

イ•

ブ

ナ
•

ミ

ズ

ナ

ラ•

カ
エ 

デ
•

ヤ

マ

ザ

ク

ラ•

ハ
リ
ギ
リ•

シ

キ

ミ•

ハ
イ
ノ
キ
な
ど
の
広 

葉
樹
が
多
く
、
秋

に

は

カ

エ

デ•

ア

カ

シ

デ•

ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の 

落
葉
広
葉
樹
が
美
し
く
紅
葉
し
て
、
南
国
で
は
珍
し
い
ほ
ど
の
美 

観
を
呈
す
る
。
特
に
こ
の
地
帯
は
、

天
然
の
ま
ま
に
保
存
さ
れ
て 

い
る
点
で
、
優
れ
た
美
を
有
し
て
い
る
。

3

大
浪
池
—
韓

国

岳

付

近(

標
高
二
二
〇
〇
〜
一
七
〇
〇
メ

—
ト
ル)

こ
の
地
帯
で
は
、

モ

ミ•

ッ

ガ•

ハ
リ
モ
ミ•

ブ

ナ
•

ミ
ズ
ナ 

ラ
•

オ
オ
ガ
メ 

ノ

キ•

ッ
ク

バ
ネ
ウ

ッ
ギ•

ヒ
メ
ャ

シ
ャ

ブ
シ• 

ナ

ナ

カ

マ

ド•

ノ
リ
ウ
ッ
ギ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
が
多
い
。

そ
し 

て
、
高
度
を
増
す
に
従
っ
て
、
ド
ウ

ダ

ン

ツ

ッ

ジ•

ミ
ツ
バ
ッ
ツ
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ジ
•

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が
多
く
、
草
本
と
し
て
は
、

ス

ス

キ•

ツ 

ク

シ

セ

リ•

イ

タ

ド

リ•

オ

ト

ギ

リ

ソ

ウ•

マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
な
ど 

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、

ス
ズ
タ
ケ
も
樹
下
に
群
落
を
な
し 

て
い
る
。

霧
島
山
系
の
植
生
は
、

地
形
の
変
化
が
激
し
く
非
常
に
複
雑
な 

森
林
構
成
と
な
っ
て
お
り
、

主
な
群
落
は
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ 

る
。

⑴

ウ

ラ

ジ

ロ

ガ

シ•

サ
カ
キ
群
落

ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
を
主
体
と
し
て
、

ホ

ソ

バ

タ

ブ•

ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ 

イ
•

ャ

ブ

ツ

バ

キ•

サ
カ
キ
の
優
占
度
の
多
い
林
分
で
、

五
〇
〇 

メ
ー
ト
ル
か
ら
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
湿
地
や
、
適
湿
の
腐
植
土
の 

多
い
谷
間
に
み
ら
れ
る
。

⑵

ア

カ

マ

ツ•

ヤ
マ
ツ
ッ
ジ
群
落

ア
カ
マ
ツ
を
優
占
種
と
し
て
、

ソ

ヨ

ゴ•

ネ

ジ

キ•

ヤ
マ
ッ
ツ 

ジ
な
ど
が
強
く
結
び
つ
き
、
尾

根

部

の

日

当

た

り

の

よ

い

乾

燥 

地
、

岩
角
地
又
は
尾
根
の
突
出
部
で
、
標
高
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か 

ら
一
〇
〇0

メ
ー
ト
ル
の
間
に
み
ら
れ
る
。

⑶

ッ

ガ•

ハ
イ
ノ
キ
群
落

ツ
ガ
を
優
占
種
と
し
て
、

ハ
イ
ノ
キ•

シ

キ

ミ•

ヒ
メ
シ
ャ
ラ 

を
多
く
含
む
林
分
で
、
尾
根
の
土
壌
の
深
い
中
陰
又
は
陽
地
で
、

や
や
乾
燥
し
て
い
る
標
高
ハ
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
ニ
〇
〇
メ
ー 

ト
ル
の
地
帯
に
み
ら
れ
る
。

⑷

ブ

ナ
•

ス
ズ
タ
ケ
群
落

ブ
ナ
を
優
占
種
と
し
て
、

ミ

ズ

ナ

ラ•

リ

ョ

ウ

ブ•

コ 

ハ
ク
ウ 

ン

ボ

ク•

コ
ミ
ネ
カ
エ
デ•

ナ
ッ
ッ
バ
キ
を
含
む
林
分
で
、
林
床 

は
ス
ズ
タ
ケ
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
尾
根
の
土
壌
が
多
く
、

比
較
的 

ゆ
る
や
か
な
傾
斜
面
又
は
上
部
の
尾
根
に
か
け
て
、

標
高
一
〇
〇 

0

メ
ー
ト
ル
か
ら
一
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
地
に
み
ら
れ
る
。
 

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ 

あ
ま
り
に
も
有
名
な
こ
の
ツ
ッ
ジ
は
、
 

新

燃

岳-

中
岳
を
中
心
と
し
て
、
火
山
山
頂
の
草
原
一
帯
に
分
布 

し
て
い
て
、

五
月
中
旬
か
ら
六
月
初
旬
に
か
け
て
、

紅
•

紫
色
と 

り
ど
り
の
ジ
ュ
ウ
タ
ン
を
敷
い
た
よ
う
な
装
い
と
な
り
、

ハ
イ
カ 

—
で
に
ぎ
わ
う
。

「
花
を
愛
す
る
心
は
、

平
和
を
愛
す
る
心
」

と 

い
わ
れ
る
。

か
つ
て
、N
H
K

主

唱

で

「
郷

土

の

誇

り

と

す

る 

花
」
を
広
く
全
国
か
ら
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
霧

島

山

に

最

も

多
 

い
、

か
れ
ん
な
花
を
開
く
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が
、
郷

土

の

花
(

県 

花)

と
し
て
、

昭

和

二

十

九

年(

一
九
五
四)

三
月
二
十
二
日
に 

決
定
し
た
。

足
も
と
に
芝
の
は
う
よ
う
に
七
〜
ハ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
芽
立 

ち
し
て
い
る
の
が
、

そ
の
ツ
ッ
ジ
で
あ
る
。
大
浪
池
か
ら
韓
国
岳
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の

頂

上

付

近

に

か

け

て

も

よ

く

繁

茂

し

て

い

る

。

花

に

は

赤• 

白
•

赤
紫
な
ど
が
あ
り
、
開
花
時
の
美
観
は
何
と
も
た
と
え
よ
う 

が
な
い
。

現
在
は
、
韓

国

岳•

新

燃

岳•

中
岳
に
次
ぎ
、
高
千
穂 

峰
頂
上
ま
で
、
広
大
な
美
し
い
花
の
分
布
が
み
ら
れ
る
。
 

こ
の
ツ
ッ
ジ
は
、
高
山
に
生
ず
る
常
緑
灌
木
で
、

山
頂
付
近
で 

は
、
高
さ
が
わ
ず
か
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
で
、
枝
は
繁 

密
で
あ
る
。

花
は
小
形
で
長
楕
円
形
を
な
し
て
と
が
り
、
毛
が
あ 

る
。
開
花
期
は
五
月
初
旬
か
ら
六
月
初
旬
こ
ろ
ま
で
で
あ
る
。

花 

冠
は
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
満
た
ず
、

辺
縁
は
五
裂
し
、

花
冠
面 

に
細
点
の
あ
る
も
の
も
あ
る̂

ノ
カ
イ
ド
ウ
の
自
生
地 

ノ
カ
イ
ド
ウ

は
、
明
治
四
十
二
年 

(

一
九C

九)

植

物

学

者

牧

野

富

太

郎

博

士

に

よ

っ

て

発

表

さ 

れ
、
大

正

十

二

年(

一
九
二
三)

三
月
、
農
林
省
が
天
然
記
念
物 

と
し
て.
指
定
し
た
。

原
産
は
中
国
で
、
わ
が
国
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
る
カ
イ
ド
ウ
の 

変
種
と
さ
れ
、
霧
島
火
山
群
の
え
び
の
高
原
の
渓
流
に
沿
っ
て
群 

生
し
て
い
る
。

高

さ

は

一•

五
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら 

い
の
落
葉
小
喬
木
で
、
多
数
の
小
枝
を
出
し
、
密
に
分
岐
す
る
。
 

葉
は
倒
卵
楕
円
形
で
鋭
角
、
鋭
脚
、
細
鋸
歯
縁
、

花

は

五

月

初
 

旬
、
散
形
花
序
に
二
つ
か
ら
五
つ
ぐ
ら
い
の
花
を
つ
け
、
細
い
柄

ノカイドウ
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に
白
色
微
紅
彩
の
美
し
い
花
び
ら
で
あ
る
。

果
実
は
径
ハ
ミ
リ
メ 

—
ト
ル
ぐ
ら
い
の
球
形
で
、
黄
褐
色
を
し
て
い
る
。

ノ
カ
イ
ド
ウ 

の
自
生
地
を
見
取
り
図
で
図
示
す
れ
ば
前
掲
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

そ
の
他
の
有
名
植
物 

大
幡
池
東
北
ろ
く
の
ヒ
ノ
キ
の
天
然 

林
、
白
鳥
温
泉
付
近
の
ツ
チ
ト
リ
モ
チ
の
群
落
、
新
燃
岳
の
キ
ヨ 

ス
ミ
ウ
ッ
ボ
の
群
落
な
ど
、

い
ず
れ
も
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
霧 

島
の
名
を
冠
さ
れ
た
植
物
に
は
、

ミ
ヤ

マ
キ
リ

シ

マ•

キ
リ
シ
マ 

シ

ャ

ク

ジ

ョ
ウ•

キ

リ

シ

マ

エ

ビ

ネ•

キ
リ

シ

マ

ミ

ズ

キ•

キ
リ 

シ
マ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
な
ど
が
あ
る
。

4

南
霧
島
の
植
物

南
霧
島
は
、
霧

島
•

牧
園
の
両
町
を
指
し
、

そ
の
面
積
は
約
七 

」
へ
ク
タ
ー
ル
で
、
霧
島
屋
久
国
立
公
園
、
霧
島
団
地
の
約 

三
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。

そ
の
植
物
の
概
要
は
次
の
よ
う
で 

あ
る
。

き
く
科U
 

ノ

ゲ

シ•

フ
ク
オ
ウ
ソ
ウ•

ツ
ル
ニ
ガ
ナ
・
ヤ
ク
シ 

ソ

ウ•

ノ

ア

ザ

ミ•

キ
ッ
コ
ウ

ハ
グ
マ•

テ
イ
シ
ョ
ウ

ソ
ウ•

セ 

ン

ボ
ン
ヤ
リ•

ヤ

マ

ア

ザ

ミ•

ハ
ン
カ
イ
ソ
ウ•

ツ

ワ

ブ

キ•

ヨ 

モ

ギ•

オ

ト

コ

ヨ

モ

ギ•

カ
ワ
ラ

ヨ
モ
ギ•

オ

ニ
タ

ビ
ラ

コ•

ホ 

ソ
バ
ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ•

ミ
ヤ
マ
ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ•

オ
オ
ヤ
マ
ボ
ク 

チ
•

オ

ニ

ア

ザ

ミ•

ノ

ブ

キ•

タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ•

メ

ナ

モ

ミ•

オ 

ナ

モ

ミ•

ガ

ン

ク

ビ

ソ

ウ•

サ
ジ
ガ
ン
ク
ビ
ソ
ウ•

ヒ
メ
ガ
ン
ク 

ビ

ソ

ウ•

ハ
ハ
コ
グ
サ•

ヤ
マ
ハ
ハ
コ•

ヒ
メ
ム
カ
シ
ョ
モ
ギ•

ヨ 

メ

ナ•

ヤ

マ

シ

ロ

ギ
ク•

ヒ
ナ
ギ
ク•

シ
ュ
ウ
ブ
ン
ソ
ウ•

ア
キ
ノ 

キ

リ

ン

ソ

ウ•

ヒ
ヨ
ド
リ
バ
ナ•

ヌ
マ
ダ
イ
コ
ン•

フ

ジ

バ

カ

マ• 

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン•

ベ

ニ

バ

ラ•

ボ

ロ

ギ

ク•

シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク
。 

き
き
ょ
う
科H

キ
キ
ヨ
ウ
。

う
り
科U

カ

ラ

ス

ウ

リ•

キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
。

お
み
な
え
し
科H

オ

ミ

ナ

エ

シ•

オ
ト
コ
エ
シ
。

す
い
か
ず
ら
科
リ
ハ
コ
ネ
ウ
ッ
ギ•

ス
イ
カ
ズ
ラ
，
ウ
グ
イ
ス 

カ

グ

ラ•

キ

ダ

チ

ニ
ン
ド
ウ•

キ
バ
ナ
コ
ッ
ク
バ
ネ
ウ
ッ
ギ
・
ガ
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マ
ズ
ミ•

ミ
ヤ
マ
ガ
マ
ズ
ミ•

オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ 
•

ミ
ヤ
マ
シ
グ 

レ
•

ム

シ

カ

リ•

サ

ン

ゴ

ジ

ュ•

ニ
ワ
ト
コ•

ソ
ク
ズ
。 

あ
か
ね
科=

=

ア

カ

ネ•

ハ
ク
チ
ョ
ウ
ゲ•

ク

チ

ナ

シ•

ヤ
エ
ム 

グ

ラ
•

ヨ
ツ
バ
ム
グ
ラ•

ヤ

マ

ム

グ
ラ•

ツ
ル
ア
リ
ド
オ
シ•

へ 

ク

ソ

カ

ズ

ラ•

イ
ナ

モ
リ
ソ
ウ•

シ
ロ
バ
ナ
イ
ナ
モ
リ
ソ
ウ•

サ 

ッ
マ
イ
ナ
モ
リ
ソ
ウ•

カ
ギ
カ
ズ
ラ
。

お
お
ば
こ
科
リ
オ
オ
バ
コ
。

き
つ
ね
の
ま
ご
科H

キ
ッ
ネ
ノ
マ
ゴ
。

い
わ
た
ば
こ
科U

イ
ワ
タ
バ
コ
。

は
ま
う
つ
ぼ
科H

ナ
ン
バ
ン
ギ
セ
ル
。

ご
ま
の
は
ぐ
さ
科
“

シ
オ
ガ
マ
ギ
ク•

イ

ヌ

フ

グ

リ•

ミ
ヤ
マ 

ク

ワ

ガ

タ•

ク
ワ
ガ
タ
ソ
ウ•

ア

ゼ

ナ•

ヒ
メ
ト
ラ
ノ
オ
。
 

な
す
科H

イ

ヌ

ホ
オ

ズ
キ•

ハ
ダ
カ
ホ
オ
ズ
キ•

ヤ
マ
ホ
オ
ズ 

キ
•

セ
ン
ナ
リ
ホ
オ
ズ
キ•

ク
コ
。

く
ち
び
る
ば
な
科=

=

ャ
マ
ハ
ッ
カ•

ヒ
キ
オ
コ
シ•

ヤ

マ

ジ

ソ• 

ヒ

メ

ジ
ソ

・
ア
キ
ノ
タ
ム
ラ
ソ
ウ•

シ
ソ
バ
タ
ッ
ナ
ミ•

キ
ラ
ン 

ソ
ウ
。

く
ま
つ
づ
ら
科=

=

ハ
マ
ク
サ
ギ•

ク
サ
ギ•

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
・
 

ヤ
ブ
ム
ラ
サ
キ
。

む
ら
さ
き

科
リ

ム
ラ

サ
キ•

チ
シ
ャ
ノ
キ
。

ひ
る
が
お
科U

ヒ
ル
ガ
オ
。

か
が
い
も
科H

キ
ジ
ヨ
ラ
ン
。

き
ょ
う
ち
く
と
う
科
リ
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
。

り
ん
ど
う
科H

セ
ン
ブ
リ
・
ム
ラ
サ
キ
セ
ン
ブ
リ•

ア
ケ
ボ
ノ 

ソ

ウ•

ツ

ル

リ

ン

ド
ウ•

リ

ン

ド

ウ•

フ
デ
リ
ン
ド
ウ•

ハ
ル
リ 

ン

ド
ウ•

オ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ
。

ふ
じ
う
つ
ぎ
科H

ホ
ウ
ラ
イ
カ
ズ
ラ
。

ひ
い
ら
ぎ
科H

モ

ク

セ

イ•

キ

ン

モ

ク

セ

イ•

ネ

ズ

ミ

モ

チ

，
 

ト
ネ
リ
コ
。

え
ご
の
き
科U

エ
ゴ
ノ
キ•

コ
ハ
ク
ウ
ン
ボ
ク
。 

は
い
の
き
科M

タ
ン
ナ
サ
ワ
フ
タ
ギ•

ク

ロ

バ

イ
•

ハ
イ
ノ 

キ
•

ミ

ミ

ズ

バ

イ•

ク
ロ
キ
。

か
き
の
き
科=

=

ヤ

マ

ガ

キ•

シ
ナ
ノ

ガ
キ•

ト
キ
ワ
ガ
キ
。
 

さ
く
ら
そ
う
科H

オ

カ
ト
ラ

ノ
オ•

コ
ナ
ス
ビ
。

や
ぶ
こ
う
じ
科H

ヤ

ブ
コ
ウ

ジ•

ツ

ル
コ
ウ

ジ•

マ
ン
リ

ョ 

ウ
•

カ

ラ

タ

チ

バ
ナ•

イ
ズ
セ
ン
リ
ョ
ウ
。

つ
つ
じ
科U

シ
ャ
シ
ャ
ン

ボ•

ア

シ

バ•

ア

セ

ビ•

ネ
ジ
キ
・ 

ベ

ニ

ド

ウ

ダ

ン•

ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ•

ミ

ツ

バ

ッ
ツ

ジ•

コ
バ
ノ
ミ 

ッ

バ
ツ

ツ

ジ•

ヤ

マ

ツ

ツ

ジ•

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
。

い
ち
や
く
そ
う
科H

イ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
。
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い
わ
う
め
科
打
ヒ
メ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
。

り
ょ
う
ぶ
科H

リ
ヨ
ウ
ブ̂

み
ず
き
科"

ア

オ

キ•

ハ
ナ
イ
カ
ダ•

ミ

ズ

キ
•

ヤ

マ

ボ
ウ 

シ
•

ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ
。

か
ら
か
さ
ば
な
科H
 

ノ

ダ

ケ•

ミ

ツ

バ•

ミ

ツ

バ

ゼ
リ•

ミ
シ 

マ
サ
イ
コ•

ウ
マ
ノ
ミ
ッ
バ•

チ
ド
メ
グ
サ•

オ
オ
チ
ド
メ
グ
サ
。 

う
こ
ぎ
科=

=
ウ

ド•

タ

ラ

ノ

キ•

カ
ク
レ
ミ
ノ 
•

ハ
リ
ギ
リ• 

コ
シ
ア
ブ
ラ•

タ
カ
ノ
ッ
メ 
•

ヤ

マ
ウ

コ

ギ•

ヤ
ツ
デ
。 

あ
り
の
と
う
ぐ
さ
科H

ア
リ
ノ
ト
ウ
。
 

あ
か
ば
な
科
リ
オ
オ
マ
ッ
ョ
イ
グ
サ
。

み
そ
は
ぎ
科=

サ
ル
ス
ベ
リ
。

ぐ
み
科U

ア

キ

グ

ミ•

ナ
ワ
シ
ロ
グ
ミ•

ツ
ル
グ
ミ
。
 

じ
ん
ち
ょ
う
げ
科H

ミ

ツ

マ

タ•

コ
ガ
ン
ピ•

キ

ガ

ン

ピ•

コ 

シ

ョ
ウ

ノ

キ•

ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
。

き
ぶ

し
科H

キ
ブ
シ
。

く
す
ど
い
げ
科H

イ
イ
ギ
リ
。

す
み
れ
科=
=

タ
チ
ッ
ボ
ス
ミ
レ•

ミ
ヤ

マ
ス
ミ
レ•

シ
ハ
イ
ス 

ミ

レ•

ヒ
メ
ミ
ヤ
マ
ス
ミ
レ•

ス

ミ

レ•

エ
イ
ザ
ン
ス
ミ
レ
。 

お
と
ぎ
り
そ
う
科H

オ

ト

ギ
リ

ソ
ウ•

ヒ
メ
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
・ 

ア
ゼ
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
。

つ
ば
き
科H

ヒ

サ

カ
キ•

ハ
マ
ヒ
サ
カ
キ•

サ

カ

キ•

モ
ッ
コ 

ク
•

ヒ

メ

シ
ャ
ラ•

ナ

ッ

ッ

バ
キ•

サ

ザ

ン

カ•

ヤ
ブ
ツ
バ
キ
。 

さ
る
な
し
科=

=

サ

ル

ナ

シ•

マ
タ
タ
ビ
。

あ
お
ぎ
り
科H

ア
オ
ギ
リ
。

ぶ
ど
う
科=

=

ノ

ブ

ド

ウ•

ウ

ド

カ

ズ

ラ•

ッ

タ•

エ
ビ
ザ
ル• 

サ
ン

カ
ク

ヅ

ル•

ヤ
ブ
ガ
ラ
シ
。

く
ろ
う
め
も
ど
き
科=

イ

ソ

ノ

キ•

ク

マ
ヤ

ナ

ギ•

ミ
ヤ
マ
ク 

マ
ヤ
ナ
ギ•

ネ
コ
ノ
チ
チ
。

あ
お
か
ず
ら
科
リ
ア
ワ
ブ
キ
ノ
キ•

ヤ
マ
ビ
ワ
。

か
え
で

科
ロ
ヤ
マ
モ
ミ
ジ•

ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ•

コ
ハ
ウ
チ
ワ 

カ

エ

デ•

コ
ミ
ネ
カ
エ
デ•

ウ

リ
ハ
ダ
カ
エ
デ•

エ
ン
コ
ウ
カ
エ 

デ
。み

つ
ば
う
つ
ぎ
科M

ゴ
ン
ズ
イ
。

に
し
き
ぎ
科
リ
ク
ロ
ズ
ル•

ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ•

マ
ユ
ミ•

コ 

マ
ュ
ミ•

ニ
シ
キ
ギ•

マ
サ
キ•

ツ

ル
マ
サ
キ•

ツ
リ
バ
ナ
。
 

も
ち
の
き
科=

=

モ

チ

ノ

キ•

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ•

ア

オ

ハ

ダ•

ソ 

ヨ

ゴ•

タ

ラ

ョ

ウ•

イ
ヌ
ツ
ゲ
。

は
ぜ
の
き
科U

ヤ

マ

ハ

ゼ•

ツ

タ
ウ

ル
シ•

ヌ
ル
デ
。
 

と
う
だ
い
ぐ
さ
科=

シ

ラ

キ•

ア
カ
メ
ガ
シ
ワ•

ユ
ズ
リ
ハ• 

ヒ
メ
ュ
ズ
リ
ハ•

ナ
ツ
ト
ウ

ダ
イ•

エ
ノ
キ
グ
サ•

コ
ミ
カ
ン
ソ
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ウ
。せ

ん
だ
ん
科
ロ
セ
ン
ダ
ン•

シ

ン

ジ

ュ•

ニ
ガ
キ
。
 

ま
つ
か
ぜ
そ
う
科=

=

ュ
ズ•

カ

ラ

タ

チ•

ミ
ヤ

マ
シ
キ

ミ•

キ 

ハ
ダ•

イ

ヌ

ザ

ン

シ

ョ
ウ•

カ
ラ
ス
ノ
サ
ン
シ
ョ
ウ•

フ
ュ
ザ
ン 

シ

ョ

ウ•

マ
ッ
カ
ゼ
ソ
ウ•

サ
ン
シ
ョ
ウ
。

ふ
う
ろ
そ
う
科H

ゲ
ン
ノ
シ
ヨ
ウ
コ
。

か
た
ば
み
科U

カ
タ
バ
ミ
。

ま
め
科=

=

ク

ズ•

キ

ツ

ネ
ノ

サ

サ

ゲ•

ヒ

メ

ク

ズ•

ミ
ヤ
マ
ト 

ベ

ラ

・
ヤ

マ

フ

ジ•

エ
ン
ジ
ュ•

フ

ジ

キ•

ジ
ャ
ケ
ツ
イ
バ
ラ
・ 

ハ 

ナ 
ズ
オ
ウ 
•

ネ
ム
ノ
キ 
•

メ
ド 

ハ
ギ 
•

ス
ズ 

メ
ノ 

エ
ン
ド
ウ 

・
 

ヤ

ハ

ズ

ソ

ウ•

ネ

コ

ハ

ギ•

タ
ヌ
キ
マ
メ 
•

カ
ワ
ラ
ゲ
ッ
ケ
イ
。
 

い
ば
ら
科H

ウ
メ 
•

ス

モ

モ•

ユ
ス
ラ
ウ
メ 
•

ミ

ヤ

マ

ザ

ク 

ラ
•

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ 
•

ヤ

マ

ザ

ク

ラ•

オ
オ

シ
マ

ザ
ク

ラ•

ミ
ネ 

ザ

ク

ラ•

リ

ン

ボ

ク•

ノ

イ

バ

ラ•

テ

リ

ハ
ノ

イ

バ
ラ•

モ
ミ
ジ 

イ

チ

ゴ•

ク

マ

イ

チ

ゴ•

ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ•

フ
ュ
イ
チ
ゴ•

ャ 

マ
ブ
キ•

ボ

ケ
•

ワ

レ

モ
コ
ウ•

キ

ン

ミ

ズ

ヒ

キ
•

ヘ
ビ
イ
チ 

ゴ
•

ダ

イ
コ

ン

ソ
ウ•

キ
シ
ム
シ
ロ 
•

ミ
ツ

バ
ッ
チ
グ
リ•

ク
サ 

ボ

ケ•

ウ
ラ
ジ
ロ 

ノ

キ•

ナ

ナ

カ

マ
ド•

ウ

シ

コ

ロ

シ•

コ
デ
マ 

リ0
ま
ん
さ
く
科=

マ
ン
サ
ク•

イ

ス

ノ

キ•

ト
サ
ミ
ズ
キ
。

ゆ
き
の
し
た
科H

ヤ

シ
ャ
ビ
シ
ャ
ク•

イ

ワ

カ

ガ

ミ•

ア
ジ
サ 

イ

・

ガ
ク
ウ

ッ

ギ•

ノ
リ
ウ

ッ
ギ•

マ
ル
ハ
ウ
ツ
ギ•

ウ
メ
バ
チ 

ソ

ウ•

ミ
ヤ
マ
ネ
コ
ノ
メ
ソ
ウ•

ダ

イ

モ

ン

ジ

ソ

ウ•

ジ
ン
ジ
ソ 

ウ
•

ト
リ
ア
シ
シ
ョ
ウ
マ
。

け
し
科=

=

タ

ケ

ニ

グ

サ•

ム
ラ
サ
キ
ケ
マ
ン
。

く
す
の
き
科H

シ

ロ

モ

ジ•

ク

ロ

モ

ジ•

カ

ナ

ク

ギ

ノ

キ•

コ 

ガ

ノ

キ•

バ

リ

バ

リ

ノ

キ•

シ

ロ

ダ

モ•

イ

ヌ

ガ

シ
•

タ
ブ
ノ 

キ

・
ホ
ソ

バ
タ

ブ•

ク
ス
ノ
キ
・
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ•

ア
オ
モ
ジ
。 

も
く
れ
ん
科H

マ
ッ
ブ
サ•

シ

キ

ミ•

オ

ガ

タ

マ

ノ

キ•

コ
ブ 

シ
•

モ

ク

レ

ン•

ホ

オ

ノ

キ•

オ
オ
ヤ

マ
レ
ン

ゲ•

タ
イ
サ
ン
ボ 

ク
。つ

づ
ら
ふ
じ
科H

ッ
ヅ
ラ
フ
ジ•

カ
ミ
エ
ビ
。

へ
び
の
ぼ
ら
ず
科U

ナ
ン
テ
ン•

ヒ
イ
ラ
ギ
ナ
ン
テ
ン•

メ
ギ
。
 

あ
け
び
科=

=

ム

ベ•

ア

ケ

ビ•

ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
。

き
つ
ね
の
ぼ
た
ん
科M

ボ

タ

ン

ヅ

ル•

モ
ミ
ジ
カ
ラ
マ
ツ•

オ 

キ

ナ

グ

サ•

ト

リ

カ

ブ

ト•

シ
ャ
ク
ヤ
ク•

ボ
タ
ン
。 

や
ま
ぐ
る
ま
科=

=

ャ
マ
グ
ル
マ
。

な
で
し
こ
科U

カ
ワ
ラ
ナ

デ
シ
コ•

ハ
コ
ベ
。

す
べ
り
ひ
ゆ
科H

ス
ベ
リ
ヒ
ュ
。

ひ
ゆ
科=

=
セ
ン
ニ
チ
ソ
ウ•

イ

ノ

コ

ズ

チ
•

ヒ

ュ
•

イ
ヌ
ビ
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ュ•

オ
オ
ビ
ュ
。

た
で
科=

=

ャ

ブ

タ

デ•

オ

オ

イ

ヌ
タ

デ•

ミ

ゾ

ソ

バ•

ミ
ズ
ヒ 

キ
•

イ

タ

ド

リ•

ス
イ
バ
イ
ヌ
タ
デ•

ア
キ
ノ
ウ
ナ
ギ
ッ
カ
ミ
。
 

や
ど
り
ぎ
科U

ヒ
ノ
キ
バ
ヤ
ド
リ
ギ•

ヤ

ド

リ

ギ•

オ
オ
バ
ヤ 

ド
リ
ギ
。

い
ら
く
さ
科H

ャ

ブ

マ

オ•

オ

ニ
ヤ

ブ

マ
オ•

コ
ア
カ
ソ•

イ 

ワ

ガ

ネ•

ミ

ズ

ナ•

ト
キ
ホ
コ
リ
。

く
わ
科"

イ

ヌ

ビ

ワ•

イ

チ

ジ

ク•

コ
ウ

ゾ•

ツ
ル
コ
ウ
ゾ
・ 

ク
ワ
。

に
れ
科=

エ
ノ
キ•

ケ
ヤ
キ
・
ム
ク
ノ
キ•

ハ
ル
ニ
レ•

ア
キ 

ニ
レ
。

ぶ
な
科H

マ
テ
バ
シ
イ•

シ
リ
ブ
カ
ガ
シ•

イ

タ

ジ

イ•

ッ
ブ 

ラ

ジ

イ•

ク

ロ

カ

シ•

ハ
ハ
ソ•

ア

カ

ガ

シ•

ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
・ 

イ 
チ 
イ
ガ 

シ 
•

ミ
ズ
ナ
ラ
・ 

ク

ヌ

ギ•

カ

シ

ワ•

ク

リ•

イ
ヌ
フ 

ナ
。か

ば
の
き
科
リ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ•

ヤ

シ

ャ

ブ

シ•

ヒ
メ
ヤ
シ
ヤ 

ブ

シ
•

ミ
、ス
メ 
•

イ

ヌ

シ

デ•

ア

カ

シ

デ•

ク
マ
シ
デ
。 

や
ま
も
も
科H

ャ
マ
モ
モ
。

や
な
ぎ
科H

カ

ワ

ヤ

ナ

ギ•

ヤ
マ
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
。

せ
ん
り
ょ
う
科"

セ
ン
リ
ョ
ウ
。

は
ん
げ
し
よ
う
科H

ド
ク
ダ
ミ
。

ら
ん
科H

カ

ヤ

ラ

ン•

ナ

ゴ

ラ

ン•

フ
ウ
ラ
ン•

ホ
グ
ロ 
•

カ 

ン

ラ

ン•

オ

サ

ラ

ン•

セ
キ
コ
ク•

エ
ビ
ネ•

ミ

ヤ

マ
ウ

ズ
ラ• 

ア
ケ
ボ
ノ
シ
ュ
ス
ラ
ン•

オ
オ
バ
ノ
ト
ン
ボ
ソ
ウ•

ジ

ン

バ

イ• 

ア

オ

チ

ド

リ•

ク

マ

ガ
イ
ソ
ウ•

サ
イ
ハ
イ
ラ
ン
。

た
ん
ど
く
科=

=

ハ
ナ
カ
ン
ナ
。

し
よ
う
が
科M

ミ

ョ

ウ

ガ•

ハ
ナ
ミ
ョ
ウ
ガ
。

あ
や
め
科=

=

ア
ヤ
メ 
•

カ

キ

ッ

バ
タ•

イ

チ

ハ

ツ•

キ
シ
ョ
ウ 

ブ
。ひ

が
ん
ば
な
科H

ヒ

ガ
ン
バ
ナ•

ス

イ
セ

ン•

キ

ズ

イ

セ

ン

・
 

ハ
マ
オ
モ
ト
。

や
ま
い
も
科
リ
ヤ
マ
ノ
イ
モ•

ト
コ
ロ 
•

カ
エ
デ
ド
コ
ロ
。 

ゆ
り
科H

サ
ル
ト
リ

イ
バ
ラ•

ネ

バ
リ

ノ

ギ
ラ
ン•

オ
オ
バ
ジ 

ャ
ノ
ヒ
ゲ
ヤ
ブ
ラ
ン•

ヒ
メ
ヤ
ブ
ラ
ン•

バ

ラ

ン•

オ

モ

ト•

ホ 

ウ

チ
ャ

ク

ソ
ウ•

ナ

ル
コ

ュ
リ•

マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ•

ウ

バ

ユ

リ

・
 

オ

ニ

ュ

リ•

ノ

ビ

ル•

ヤ

マ
ラ
ッ
キ
ョ
ウ•

ノ

カ
ン

ゾ
ウ•

ギ
ボ 

ウ

シ•

ヤ
マ
ジ
ノ
ホ
ト
ト
ギ
ス-

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ•

ノ
ギ 

ラ
ン
。

つ
ゆ
く
さ
科=

ッ
ュ
ク
サ
。

や
し
科
リ
シ
ュ
ロ
。
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ほ
も
の
科

：=

シ
カ
ク
ダ
ケ
・
ナ
リ
ヒ
ラ
ダ
ケ•

オ

カ

メ

ザ

サ• 

メ

ダ

ケ•

ネ

ザ

サ•

マ
ダ
ケ•

ホ

テ

イ

チ
ク•

モ
ウ
ソ
ウ

チ
ク
・
 

ハ
チ
ク•

ホ
ウ

ラ

イ
チ
ク•

ハ
ト
ム
ギ•

チ

ガ

ヤ•

ア

シ

ボ

ソ• 

ト

キ

ワ

ス

ス

キ•

コ
ブ
ナ
グ
サ•

シ

バ•

ナ

ル
コ

ヒ

エ•

カ
リ
マ 

タ

ガ

ヤ•

ス
ズ
メ
ノ
ヒ

エ•

チ

ヂ

ミ

ザ

サ•

ヌ

カ
キ

ビ•

ヌ
ヒ
シ 

バ
•

キ
ン
エ
ノ
コ
ロ 
•

チ

カ

ラ

シ

バ•

ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
・
ネ 

ズ

ミ

ノ

オ•

サ

サ

ク

サ•

ギ

ョ

ウ

ギ

シ

バ•

ヤ

マ
カ
モ
ジ
グ
サ
・
 

メ

ガ

ル

ガ

ヤ•

オ

ガ

ル

ガ

ヤ•

ス
ス
キ
。

さ
じ
お
も
だ
か
科U

ア
キ
ナ
シ
。

が

ま

科H

ガ
マ
。

ひ
の
き
科H

ハ
イ
ビ
ャ
ク
シ
ン•

ミ
ヤ
マ
ビ
ャ
ク

シ
ン•

ヒ
ノ 

キ
•

サ

ワ

ラ•

ヒ

ム

ロ•

ア
ス
ナ
ロ 
•

コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
。
 

す

ぎ

科
リ
コ
ウ

ョ
ウ

サ
ン•

ス

ギ•

エ
ン
コ
ウ
ス
ギ•

コ
ウ
ヤ 

マ
キ
。

ま
つ
科U

ア

カ

マ
ツ•

ク

ロ

マ

ツ•

ヒ
マ
ラ
ヤ

ス
ギ•

カ
ラ
マ 

ツ
•

モ

ミ•

ッ

ガ•

ト

ウ

ヒ•

ハ
リ
モ
ミ
。

い
ぬ
が
や
科
リ
イ
ヌ
ガ
ヤ•

チ

ョ

ウ

セ

ン

ガ

ヤ•

ラ
カ
ン
マ 

キ
•

イ
ヌ
マ
キ
。

い
ち
い
科=

=

カ

ヤ•

イ
チ
イ
。

う
ら
ぼ
し
科H

マ
メ
ヅ
タ•

ヒ
ト

ッ
バ•

ノ

キ

シ
ノ

ブ•

ミ
ツ

デ

ウ

ラ

ボ

シ•

ク

リ

ハ

ラ

ン•

ワ

ラ

ビ•

イ

ノ

モ

ト

ソ

ウ•

ア
マ 

ク

サ

シ

ダ•

タ

チ

シ

ノ

ブ•

シ

シ
ガ
シ
ラ•

ヒ

ノ

キ

シ

ダ•

ホ
ラ 

シ

ノ

ブ•

ジ
ュ
ウ

モ
ン

ジ

シ

ダ•

ヤ

ブ
ソ

テ

ッ•

コ
ケ
シ
ノ
ブ• 

ウ

チ

ワ

ゴ

ケ•

ウ
ラ
ジ
ロ 
•

コ
シ
ダ•

ツ

ル

シ

ノ

ブ
•

ゼ
ン
マ 

イ
•

コ
モ
チ
シ
ダ
。

い
わ
ひ
ば
科
リ
イ
ワ
ヒ
バ
。

ひ
か
げ
の
か
ず
ら
科U

ト

ウ

ゲ

シ

バ•

ヒ

カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ•

マ 

ン

ネ
ン
ス
ギ•

ス

ズ

ラ

ン•

ヒ
モ
ラ
ン
。

と
く
さ
科=

=

ス
ギ
ナ
。

こ
け
類=

=

ス

ギ

ゴ

ケ•

ム
ク
ム
ク
チ
リ
メ
ン
ゴ
ケ•

ウ
チ
ワ
チ 

ョ
ウ
チ
ン
ゴ
ケ•

ミ

ズ

ゴ

ケ•

オ
オ
シ
ッ
ポ
ゴ
ケ•

ゼ
ニ
ゴ
ケ
。 

う
め
の
き
ご
け
科
リ
ウ
メ
ノ
キ
ゴ
ケ
。

さ
る
お
が
せ
科H

サ
ル
オ
ガ
セ
。

く
ち
べ
に
た
け
科
リ
ク
チ
グ
リ
。

き
つ
ね
の
ち
や
ぶ
く
ろ
科"

ノ
ウ
タ
ケ
。

か
ご
た
け
科H

カ
ゴ
タ
ケ
。

ま
つ
た
け
科M

ベ
ニ
テ
ン

グ

ダ
ケ•

テ

ン

グ

タ

ケ
•

マ
ッ
タ 

ケ
•

モ

ミ

タ

ケ•

エ
ノ
キ
タ
ケ•

ヒ

ラ

タ

ケ•

ツ

キ

ヨ
タ

ケ•

シ 

イ

タ

ケ•

シ

メ

ジ•

ハ
ッ
タ
ケ•

ッ
チ
カ
ブ
リ
。 

さ
る
の
こ
し
か
け
科"

マ
イ
タ
ケ•

マ
ン
ネ
ン
ダ
ケ
。
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こ
う
た
け
科H

コ
ウ
タ
ケ•

ヤ

マ

ブ

シ

ダ
ケ•

ホ
ウ
キ
ダ
ケ
。
 

き

く
ら
げ

科U

キ
ク
ラ
ゲ
。

い
科U

イ
ト
イ
。

さ
と
い
も
科U

マ
ム
シ
グ
サ•

ウ

ラ

シ

マ

ソ

ウ•

ヒ
ロ
ハ
テ
ン 

ナ
ン
シ
ョ
ウ
。

二

動
 

物

こ
の
公
園
一
帯
は
、
森
林
や
湖
沼
や
暖
流
に
恵
ま
れ
て
い
る
た 

め
、
鳥
獣
や
昆
虫
な
ど
の
生
息
が
多
く
、
代
表
的
な
熱
帯
候
鳥
と 

い
わ
れ
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
や
、

八
色
鳥
も
こ
こ
で
巣
を
つ
く
る
。
 

こ
の
地
帯
が
温
帯
の
南
限
に
当
た
っ
て
い
る
た
め
、

北

方
•

南
方 

両
系
の
も
の
が
多
く
生
息
し
て
い
る
。

1

哺

乳

類

キ
ュ
ウ

シ
ュ
ウ
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ•

ノ
ウ
サ
ギ
・
ム
サ
サ
ビ
・
 

タ

ヌ

キ•

ム

ジ

ナ•

イ
タ
チ
、

そ
の
他
ご
く
少
数
で
は
あ
る
が
、
 

日
本
猿
も
生
息
す
る
。
特
に
イ
ノ
シ
シ
は
多
く
、

雨
上
が
り
の
登 

山
道
路
付
近
で
、

彼
ら
の
踏
み
荒
ら
し
た
跡
が
よ
く
み
ら
れ
る
。
 

シ

カ
は

中

岳•

新
燃
岳
か
ら
え
び
の
高
原
一
帯
に
か
け
て
多
く
、
 

え
び
の
高
原
で
は
、

日
暮
れ
時
に
宿
舎
の
窓
か
ら
シ
カ
の
姿
が
望

見
さ
れ
る
と
い
う
。
猿
も
山
ろ
く
地
帯
で
は
時
々
み
か
け
る
。

2

鳥 

類

山
ろ
く
地
帯
に
は
、

キ

ジ
•

ヤ

マ

ド

リ•

コ
ジ
ュ
ケ
イ
・
カ
ラ 

ス
•

ヒ

ヨ

ド

リ•

ッ

グ

ミ•

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
が
多
い
。
ま
た
、
 

山
中
に
は
、

コ
シ
ジ
ロ
ヤ
マ
ド
リ•

カ
ケ
ス
な
ど
留
鳥
の
ほ
か
、
 

ウ

グ

イ

ス•

カ

ッ

コ

ウ•

ト

ラ

ッ

グ

ミ♦

ア

カ

シ

ョ
ウ

ビ
ン•

ヤ 

マ
セ
ミ
な
ど
の
夏
鳥
や
、

フ
ク
ロ
ウ
・
ミ
ミ
ズ
ク•

タ
カ
な
ど
も 

い
る
。
珍
奇
な
も
の
と
し
て
、

八
色
鳥
や
、
霧

島

神

宮•

狭
野
神 

社
の
老
杉
の
空
洞
で

繁
殖
す
る
と
い
わ
れ
る
「
姿
の
仏
法
僧
」

ミ 

ャ
ガ
ラ
ス
が
い
る
。

こ
の
鳥
は
、

ギ

ャ

ア

と

か

ゲ

ッ

ゲ

ッ

と

鳴 

く
。し

か
し
、
霧
島
に
も
声
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
も
確
か
に
い
る
。

昭 

和
十
五
年
こ
ろ
の
五
月
中
旬
、
新
湯
付
近
で
、

や
や
薄
暗
く
な
っ 

た
七
時
半
こ
ろ
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
、

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
、

と
二
声
だ 

け
聞
い
た
と
い
う
。

し
か
し
、
姿
は
み
え
な
か
っ
た
。
永
い
間
、
 

声
の
正
体
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、

山

梨

県
の
野
鳥
研
究
家•

中 

村
幸
雄
が
、
フ
ク
ロ
ウ
科
の
一
種
で
、
コ
ノ
ハ
ズ
ク
と
い
う
鳥
で
あ 

る
こ
と
を
発
見
し
、
学
界
で
も
そ
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
た
。
神
秘 

の
べ
ー
ル
が
は
が
れ
、N
H
K

が
身
延
山
で
コ
ノ
ハ
ズ
ク
の
現
地 

放
送
を
し
て
、

人
気
を
呼
ん
だ
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

コ
ノ
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ハ
ズ
ク
と
ミ
ャ
ガ
ラ
ス
は
、

共
に
南
方
系
の
渡
り
鳥
と
い
わ
れ
、
 

生
息
場
所
も
同
じ
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
古
く
か
ら
混
同
さ
れ
た 

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

普
通
、

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
と
い
わ
れ
る
鳥
は
、
東
南
ア
ジ
ア
一
帯 

に
す
む
渡
り
鳥
で
、

日

本

に

は

五

月

ご

ろ

飛

来

し

、

本

州
•

四 

国
•

九
州
の
山
間
部
に
す
み
、
九
月
ご
ろ
に
な
る
と
、

ビ

ル

マ• 

フ

ィ
リ

ピ
ン•

イ
ン
ド
シ
ナ
方
面
に
帰
っ
て
い
く
。

こ
の
鳥
は
、
 

警
戒
心
が
強
く
、

一
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
木
の
幹
に
穴
を

あ 

け
、

普
通
つ
が
い
で
す
み
、

五
月
下
旬
か
ら
六
月
中
旬
に
か
け
て 

巣
を
つ
く
り
、
三
〜
四
個
の
卵
を
産
み
、

ひ
な
を
か
え
す
。

エ
サ 

は
、

ト

ン

ボ•

セ

ミ•

コ
ガ
ネ
ム
シ
な
ど
で
あ
る
。

繁

殖

期
 

に 

は
、
巣
を
つ
く
る
場
所
の
争
奪
戦
で
、
仲
間
同
士
殺
し
合
う
こ
と 

も
多
い
と
い
う
。
生
息
場
所
は
主
と
し
て
霧
島
神
宮
か
ら
狭
野
神 

社
付
近
で
あ
る
が
、

五
、

六
月
ご
ろ
に
は
、
霧
島
温
泉
付
近
ま
で 

飛
来
す
る
こ
と
も
往
々
あ
る
。

な
お
、

冬
季
静
か
な
火
口
湖
に
は
、

マ

ガ

モ•

コ

ガ

モ•

オ
シ 

ド
リ
な
ど
が
遊
泳
し
て
い
る
光
景
も
み
ら
れ
る
。

3

魚 

類

湖
沼
は
す
べ
て
火
口
湖
で
あ
っ
て
、

ほ

と

ん
ど

流

入•

流
出
す 

る
河
川
が
な
い
か
ら
、

魚
類
は
割
合
に
少
な
く
、

大
浪
池
に
は
、

昔

放

流

し

た

コ

イ•

フ
ナ
が
、
御
池
に
は
、

ア
ブ
ラ
バ
エ
と
コ
イ 

な
ど
が
生
息
し
て
い
る
。

4

昆

虫

類

南
北
両
系
の
も
の
が
混
生
し
て
い
る
た
め
に
、

興
味
深
い
も
の 

が
あ
る
。
特
に
珍
し
い
も
の
は
、

キ
リ
シ
マ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
チ
ョ 

ウ
•

サ

ッ

マ

シ

ジ

ミ
チ
ョ
ウ

・
モ
ン
キ

ア
ゲ
ハ•

ム

カ

シ

ャ

ン 

マ•

オ
オ
ダ
イ
セ
コ
ガ
ネ
な
ど
。
特
に
高
千
穂
峯
山
頂
付
近
は
、
 

気
流
の
関
係
か
ら
か
豊
富
な
昆
虫
相
を
示
し
て
い
る
。

三

気
 

象

霧

が

多

い

か

ら

霧

島

と

い
わ

れ

る

ほ

ど

霧

の

発

生

が

多

く

、
 

頂
上
に
は
ほ
と
ん
ど
霧
が
か
か
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
年
間 

の
降
雨
量
は
平
均
二
〇
〇0

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
夏
季
の
七 

月
は
、

一
か
月
の
う
ち
二
〇
日
間
は
雨
で
あ
る
。

天
気
が
よ
い
の 

は
、
春
と
秋
で
、
な
か
で
も
十
月
、
十

一

月

は

快

晴

の

日

が

続 

く
。

さ
す
が
南
国
だ
け
に
雪
は
少
な
く
、
降
雪
は
二
月
に
多
・
い
。
霧 

島
温
泉
付
近
で
は
、

一
、

二
月
に
数
冋
、

大
浪
池
付
近
で
は
十
二 

月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
月
に
一
〇
日
以
上
の
降
雪
日
を
み
る
。
 

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
大

浪

池•

韓
国
岳
付
近
は
、
水
滴
が
非
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常
に
冷
た
い
空
気
に
ふ
れ
て
冷
却
し
た
う
え
に
、
雪
片
と
混
じ
て 

樹
木
や
岩
石
に
付
着
し
、

同
時
に
空
中
の
水
蒸
気
が
昇
華
作
用
を 

起
こ
し
て
、

表
面
に
美
し
い
結
晶
を
つ
く
り
、
白
珊
瑚
の
よ
う
な 

霧
氷
の
花
園
と
な
る
。

平
均
気
温
は
、
霧
島
温
泉
付
近
で
七
、

八
月
の
ニ
ニ
度
か
ら
二 

五
度
を
最
高
と
し
、

一
、

二
月
の
〇
度
が
最
底
と
な
っ
て
い
る
。
 

年
間
に
お
け
る
最
高
気
温
は
、

三

〇

度

に

達

す

る

こ

と

は

珍

し 

く
、
夏
は
涼
し
い
か
ら
避
暑
客
で
に
ぎ
わ
う
。

四

観

光

資

源

㈠

主
要
山
岳•

高
原

1

御

鉢
(

標
高
一
四
〇
八
メ
ー
ト
ル
、
火
ロ
底
一
一
六
八
メ

—
ト
ル)

山
体
は
欠
頂
円
錐
型
の
す
り
ば
ち
型
で
、
火
口
の
様
子
が
、
飯 

び
つ
の
よ
う
な
か
っ
こ
う
を
し
て
い
る
の
で
、
御
鉢
と
い
う
よ
う 

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
火
口
の
直
径
は
約
五
〇0

メ

ー

ト 

ル
、
深
さ
は
約
二0

0

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
噴
火
口
が
あ
り
、
今 

な
お
、

か
す
か
に
白
い
ガ
ス
が
立
ち
昇
る
の
が
み
ら
れ
る
。

霧
島

火
ロ
中
最
後
ま
で
噴
火
を
続
け
た
火
山
で
、
大
正
二
年
十
一
月
か 

ら
、

翌
年
一
月
に
か
け
て
活
動
し
た
が
、
桜
島
の
大
噴
火
と
と
も 

に
衰
え
た
。

美
し
い
円
錐
状
を
な
し
、
高
千
穂
峯
の
寄
生
火
山
で 

あ
る
。

円
錐
丘
の
外
側
は
急
な
斜
面
で
、

全
山
火
山
岩
に
覆
わ
れ 

て
い
る
た
め
、

植
物
は
み
る
べ
き
も
の
が
な
か
っ
た
が
、
最
近
山 

ろ
く
か
ら
頂
上
に
向
け
て
松•

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
な
ど
の
植
生
が 

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

内
面
の
壁
は
、
整
然
と
熔
岩
の
層
を
表
し
、
成
層
火
山
で
あ
る 

こ
と
が
わ
か
る
。
昔
か
ら
新
燃
岳
と
交
互
に
活
動
す
る
傾
向
が
あ 

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

雨
の
あ
と
火
口
の
底
に
は
水
を
た
た
え
、

こ 

れ
が
太
陽
の
光
を
受
け
て
、

五
色
に
輝
く
さ
ま
は
実
に
き
れ
い
で 

あ
る
。

高
千
穂
登
山
道
は
、

北
側
火
口
壁
上
を
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
通 

過
す
る
が
、

こ
こ
は
馬
の
背
越
え
と
い
わ
れ
る
険
路
で
あ
っ
て
、
 

橘

南

渓

の

『
西
遊
記
』

に
も
書
か
れ
て
い
る
。
幅
二
、

三
メ
ー
ト 

ル
も
あ
ろ
う
か
、
右
も
左
も
際
涯
も
知
れ
ぬ
絶
壁
上
の
道
で
、

風 

の
強
い
日
な
ど
の
登
山
は
容
易
で
は
な
い
。

こ
の
御
鉢
と
、
高
千 

穂
峯
の
接
す
る
鞍
部
は
、
背
門
丘
と
呼
ば
れ
、
霧
島
神
宮
が
最
初 

に
創
建
さ
れ
た
場
所
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

2

高

千

穂

峯
(

標
高
一
五
七
四
メ
ー
ト
ル)
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霧
島
火
山
群
の
東
南
端
に
位
置
し
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
コ
ニ
ー
デ 

(

尖
頭
円
錐
型)

の
端
正
な
山
容
を
誇
っ
て
い
る
。

「
馬
の
背
越 

え
」
を
た
ど
り
終
え
、
高
千
穂
峯
へ
か
か
る
間
に
、

一
つ
の
浅
い 

谷
が
あ
る
。

「
千
里
が
谷
」
と
か
、

「
天
の
河
原
」
と
か
呼
ん
で 

い
る
が
、

正

し

く

は

「
背
門
丘
」

と

い

っ

て

、

約
一
四
〇
〇
年 

前
、
霧
島
神
宮
が
建
立
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
古 

く
は
、
瀬

多

尾

権

現

宮(

霧
島
神
宮
の
前
身)

が
あ
っ
た
と
こ
ろ 

で
あ
り
、
御
鉢
の
噴
火
の
た
め
、

ふ
も
と
の
方
に
遷
座
さ
れ
た
と 

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

瓊
々
杵
尊
が
、

こ

の

峰

に

降

臨

さ

れ

た

と

い

う

伝

説

は

著

名 

で
、

山

頂

は

「
天
の
逆
錄
峰
」
と

も

「
最
初
の
峰
」
と
も
呼
ば
れ 

る
。
東
に
二
つ
石
、

西
に
御
鉢
の
寄
生
火
山
を
持
ち
、
標
高
ニ
ニ 

〇0

メ
ー
ト
ル
以
下
は
、

三
者
合
体
し
て
広
い
す
そ
野
を
展
開
し 

て
い
て
、

そ
の
成
因
に
も
、
噴
火
口
の
南
の
半
分
が
崩
れ
落
ち
た 

残
体
で
あ
る
と
い
う
説
と
、

コ
ニ
ー
デ
の
山
体
の
上
に
、

ト
ロ
イ 

デ
状
に
熔
岩
を
盛
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
説
の
二
説
が
あ 

る
。

と
も
か
く
植
生
は
極
め
て
新
し
く
、

マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ•

イ
タ 

ド

リ•

ト
リ

ア
シ

シ

ョ
ウ

マ•

ヤ

シ

ャ

ブ

シ•

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ 

な
ど
が
生
育
す
る
ほ
か
、

火
山
礫
が
大
部
分
を
占
め
、
放
射
谷
が 

山
肌
を
刻
み
、

こ
れ
が
四
季
折
々
の
光
線
に
照
り
映
え
て
、
種
々

な
色
彩
に
染
め
ら
れ
、
霧
島
火
山
群
中
第
一
の
秀
麗
な
山
容
と
と 

も
に
、
神
秘
的
な
美
し
さ
を
誇
っ
て
い
る
。

山
頂
に
は
、
気
流
が
影
響
し
て
、

昆
虫
類
が
特
に
多
い
こ
と
も 

興
味
の
対
象
で
あ
る
。

ま
た
、
頂
上
に
は
火
口
が
な
く
、
狭
い
が 

や
や
平
坦
に
な
っ
た
場
所
が
あ
る
。

登
山
客
が
多
く
、
特
に
元
旦 

の
夜
明
け
、

こ
の
山
頂
か
ら
御
来
光
を
仰
ぐ
行
事
が
続
け
ら
れ
、
 

数
多
く
の
人
が
登
っ
て
い
る
。

ま
た
、
最
近
で
は
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ 

マ
の
開
花
時
な
ど
に
も
登
山
者
が
多
い
。

3

二
つ
石(
標
高
二
二0

0

メ
ー
ト
ル)

旧
火
口
壁
の
面
部
が
残
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

山
頂 

の
東
端
に
、

そ
の
名
の
起
源
と
な
っ
た
二
つ
の
巨
岩
が
そ
び
え
て 

い
る
。
脚
下
に
御
池
や
小
池
の
名
鏡
と
、

こ
れ
を
包
む
広
大
な
常 

緑
照
葉
樹
の
樹
海
は
特
に
み
ご
と
で
あ
る
。

4

中

岳
(

標
高
二
二
四
五
メ
ー
ト
ル)

御
鉢
の
北
西
に
位
置
し
、

ト
ロ
イ
デ
型
火
山
で
、

つ
り
が
ね
状 

を
し
て
い
る
。

山
頂
に
は
、

な
だ
ら
か
な
噴
火
口
が
あ
り
、

一
部 

は
湿
原
と
な
っ
て
い
る
。
高
千
穂
河
原
か
ら
西
へ
登
る
。

霧
島
火 

山
中
で
も
新
し
い
火
山
と
い
わ
れ
、
高
千
穂
河
原
に
面
し
た
南
部 

は
、
熔
岩
が
露
出
し
、

そ
の
上
部
に
、
標
高
一
一
ニ
〇
メ
ー
ト
ル 

の
熔
岩
が
舌
状
に
派
出
し
て
い
る
。

山
頂
か
ら
山
腹
に
か
け
て
、
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ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
群
落
が
著
し
く
、
新
燃
岳
と
と
も
に
、

山
中
第 

一
の
美
観
を
呈
す
る
。
そ
の
ほ
か
に
、

ヤ

シ

ャ

ブ

シ•

ッ
ク
バ
ネ 

ウ

ッ
ギ
・
ウ

メ

バ
チ
ソ
ウ•

ス
ス
キ•

ッ
ク
シ
ヒ
ゴ
ダ
イ
な
ど
が 

み
ら
れ
、
観
賞
地
と
し
て
最
適
で
あ
る
。

登
山
が
容
易
な
の
で
、
 

特
に
ツ
ッ
ジ
の
開
花
時
な
ど
登
山
客
で
に
ぎ
わ
う
。 

5

新

燃

岳
(

標
高
一
四
二〇

 •

八
メ
ー
ト
ル
、

湖
面
標
高
一 

二
三
九
メ
ー
ト
ル)

中
岳
の
北
西
に
位
置
し
、
欠
頂
円
錐
型
の
ホ
マ
ー
テ
型
火
山
。
 

頂
上
に
は
、

完
全
に
近
い
円
形
の
、
直
径
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
火 

口
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
、

一

八

〇
メ
ー
ト

ル
下
っ
た
火
口
底
に 

は
、
直
径
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
一 

メ

ー

ト

ル

の

火

口

湖 

が
あ
り
、
青
緑
色
の
水
を
た
た
え
て
い
る
。

ま
た
、

火
口
の
南
部 

周
壁
に
は
、

「
兎
の
耳
」
と
呼
ば
れ
る
熔
岩
突
起
が
二
つ
あ
り
、
 

遠
く
か
ら
の
眺
望
で
は
、

ち
ょ
う
ど
ラ
ク
ダ
の
背
の
こ
ぶ
の
よ
う 

に
も
み
え
る
。
中
腹
は
灌
木
に
、

山

頂

は

草

原

に

包

ま

れ

て

い 

て
、

山
頂
か
ら
山
腹
に
か
け
て
、

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
分
布
が
著 

し
く
、

山
頂
の
も
の
は
、

気
象
的
な
影
響
か
ら
盛
化
し
て
、
地
に 

敷
き
つ
め
た
よ
う
に
、

一
面
に
か
れ
ん
な
花
を
つ
け
て
、

と
て
も 

み
ご
と
で
あ
る
。

開
花
時
な
ど
、

登
山
客
の
絶
え
間
が
な
い
。

ま 

た
、

山
腹
の
南
西
側
に
は
ミ
ツ
バ
ッ
ッ
ジ
の
群
落
が
あ
り
、

こ
れ

も
開
花
時
は
、

み
ご
と
な
も
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
四
年
二
月
十
七
日
、
南
西
部
外
壁
と
内
壁
か
ら
突
如 

噴
火
を
起
こ
し
、

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
も
相
当
の
被
害
を
受
け
た
。
 

現
在
で
も
、

山
頂
外
壁
と
内
壁
か
ら
、
わ
ず
か
な
が
ら
ガ
ス
状
の 

噴
煙
の
上
が
る
の
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
火
山
も
、
中
岳
と
同
じ
く 

霧
島
火
山
群
中
、
最
も
新
し
い
火
山
で
あ
る
。

6

夷
守
岳(
標
高
二
二
四
四
メ
ー
ト
ル)

宮
崎
県
側
に
あ
り
、
霧
島
火
山
群
の
東
北
端
に
位
し
、

コ
ニ
ー 

デ
型
の
端
正
な
山
容
を
示
し
て
お
り
、

山
群
中
の
名
山
の
一
つ
と 

さ
れ
て
い
る
。

山
頂
に
は
、

ク

マ

ザ

サ•

ス
ス
キ
が
密
生
し
て
い 

る
が
、

山
腹
か
ら
山
ろ
く
に
か
け
て
放
射
谷
が
発
達
し
、

大
森
林 

に
覆
わ
れ
、
特
に
西
北
側
の
ふ
も
と
に
は
、

ク
ロ
マ
ツ
を
主
と
す 

る
珍
し
い
森
林
が
展
開
し
て
い
る
。

小
林
方
面
か
ら
み
た
濃
い
緑 

の
円
錐
形
の
姿
が
美
し
い
。

「
真
幸
の
名
山
」
と
し
て
、
古
来
評 

判
を
と
っ
た
山
で
あ
る
。

山
容
が
美
し
い
だ
け
に
、

登
る
に
は
難 

渋
な
山
と
さ
れ
て
い
る
。

『
日
本
書
紀
』

の
景
行
天
皇
の
条
に
、
 

筑
紫
の
国
を
巡
狩
せ
ら
れ
た
時
、
夷
守
に
や
っ
て
こ
ら
れ
た
と
記 

さ
れ
て
い
る
。

7

獅
子
戸
岳(
標

高

一

四

二

八•

四
メ
ー
ト
ル) 

新
燃
岳
と
韓
国
岳
の
中
間
に
位
置
し
、
熔
岩
や
火
山
砂
礫
が
露
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出
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

ま
た
の
名
を
赤
崩
れ
と
も
い
う̂

火 

口
は
既
に
破
壊
浸
食
さ
れ
、
灌
木
が
密
生
し
て
い
る
が
、

一
帯
に 

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
分
布
が
多
く
、

そ
れ
に
、

ヒ
カ
ゲ
ッ
ッ
ジ
が 

点
在
し
て
佳
景
で
あ
る
。

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
原
生
地
と
も
い
わ 

れ
て
い
る
。

こ
の
獅
子
戸
岳
と
新
燃
岳
、

そ
れ
に
大
幡
山
に
囲
ま 

れ
た
草
原
は
、
殿
様
ま
ぶ
し
と
呼
ば
れ
、
昔
島
津
氏
が
狩
猟
を
行 

っ
た
と
こ
ろ
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

8

韓

国

岳
(

標

高

一

七

〇

〇•

三
メ
ー
ト
ル
、

火
ロ
底
ニ
二 

九
八
メ
ー
ト
ル)

相
当
老
年
の
山
で
、

地
質
学
上
、

旧

霧

島

熔

岩

に

属

し

て

お 

り
、
霧
島
火
山
群
中
の
最
高
峰
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
、

え
び
の
岳 

と
白
鳥
山
と
大
浪
池
火
山
の
す
そ
野
を
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
に
当
た 

っ
て
い
る
。

西
北
部
を
除
い
て
は
、
柔
ら
か
み
の
あ
る
円
頂
の
山 

容
を
示
し
、

山
頂
に
は
、
直
径
九
〇0

メ
ー
ト
ル
、
深
さ
三
〇
二 

メ
ー
ト
ル
の
火
口
が
あ
る
。

火
口
壁
の
西
北
部
は
爆
破
さ
れ
て
、
 

今
も
凄
惨
な
景
観
を
呈
し
、
火
口
内
壁
上
部
は
絶
壁
、

そ
こ
に
も 

熔

',1-
II
や
火
山
砂
礫
の
累
層
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、

下
部
は
崩
壊
し 

て
、
緩
斜
面
と
な
っ
て
お
り
、
火

ロ

底

は

雨

期

だ

け

水

が

た

ま 

る
。こ

の
山
は
、

二
つ
の
爆
裂
火
口
を
も
っ
て
い
て
、

一
つ
は
爆
破

さ
れ
た
火
口
壁
の
北
方
に
あ
り
、

い
ま
一
つ
は
、
東
南
山
腹
の
琵 

琶
池
が
そ
れ
で
、

こ
の
池
は
形
が
楽
器
の
琵
琶
に
似
て
い
る
と
こ 

ろ
か
ら
、

こ
の
名
が
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
時
に
よ
り
、
池
の 

水
が
枯
渇
す
る
こ
と
が
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

山
頂
部
に
は
、

ミ 

ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
群
落
の
ほ
か
、

マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ•

ス

ス

キ•

ツ 

ク

シ

ヒ

ゴ

ダ

イ•

ツ

ク

シ

ゼ
リ•

ト
リ
ア
シ
シ
ョ
ウ
マ
な
ど
が
生 

育
し
、
火
口
壁
に
は
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
・
ヒ
カ
ゲ
ッ
ッ
ジ•

シ
ロ
ド
ウ 

ダ

ン
•

イ
ワ
カ
ガ
ミ
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
大
浪
池
か
ら
の 

登
山
路
に
沿
っ
た
山
腹
は
、
標

高

の

割

合

に

森

林

の

生

育

が

よ 

く
、

ハ
リ
モ
ミ
・
ブ
ナ•

ミ
ズ
ナ
ラ
・
ク
ヌ
ギ
な
ど
が
多
く
、
植 

物
の
垂
直
の
分
布
を
、

ふ
も
と
の
方
か
ら
上
に
、

段
々
と
み
る
こ 

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

下
の
方
か
ら
、
喬
木
の
森
林
帯
、
灌 

木
帯
、
草
本
帯
と
な
っ
て
い
る
。

冬
季
十
二
月
上
旬
か
ら
三
月
下
旬
に
か
け
、
霧
氷
の
美
し
さ
も 

特
筆
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
に
し
ろ
、
霧
島
の
最
高
峰
で
あ 

る
か
ら
、
山
腹
の
眺
望
は
雄
大
広
濶
で
、

火
口
や
火
口
湖
に
富
む 

霧
島
火
山
群
を
見
下
ろ
す
眺
め
や
、
桜

島

や

高

隈

山•

開
聞
岳
、
さ 

て
は
遠
く
波
か
と
ば
か
り
に
重
な
り
あ
う
中
部
九
州
の
山
々
の
展 

望
は
、
な
る
ほ
ど
韓
国
ま
で
見
通
せ
る
と
い
う
意
味
か
ら
、
山
の 

名
称
を
つ
け
た
故
人
の
機
知
も
し
の
ば
れ
る
。

よ
く
、
写
真
な
ど

723



光第8編観

に
と
っ
て
あ
る
の
は
、

こ
の
山
頂
か
ら
、
新

燃

岳

を

前

景

に

し 

て
、
御

鉢
•

高
千
穂
峯
を
み
た
光
景
で
あ
る
。
韓
国
の
見
岳
の
略 

で
、
皇
孫
が
は

る
か
に

韓

国
を

望

見

さ
れ

た
と

い
う

伝
え

が

あ 

る
。
も
ち
ろ
ん
韓
国
が
み
え
る
道
理
は
な
い
。

山
岳
熱
の
盛
ん
な 

折
か
ら
、
最
近
登
山
客
も
多
く
、

西
北
に
当
た
る
え
び
の
高
原
か 

ら
の
登
山
が
容
易
で
あ
る
。

9

大

浪
池(
標
高
一
四
一
一 
•

九
メ
ー
ト
ル
、

湖
面
二
三
一 

九
メ
ー
ト
ル)

韓
国
岳
の
南
に
位
置
し
、

そ
の
東
ふ
も
と
が
、
霧
島
町
と
牧
園 

町
の
境
を
な
す
。
頂

上

に

直

径

一

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

の

火

口

が

あ 

り
、
約
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
下
っ
た
火
ロ
底
に
、

直
径
六
三
〇
メ
ー 

ト
ル
の
火
口
湖
を
有
し
、
な
み
な
み
と
紺
青
の
水
を
た
た
え
て
い 

る
。

霧
島
林
田
温
泉
口
か
ら
登
山
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
 

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
に
、
道
路
公
団
に
よ
る
南
北
霧
島
道
路
を 

結
ぶ
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
開
通
し
、
霧
島
温
泉
と
え
び
の
高
原
を
結 

ん
で
い
る
の
で
、

現
在
は
七
合
目
付
近
ま
で
バ
ス
で
行
け
る
。

バ 

ス
停
か
ら
約
四0

分
で
火
口
壁
に
到
達
し
、
湖
面
を
望
見
す
る
こ 

と
が
で
き
る
。

な
お
、

池
に
伝
わ
る
伝
説
も
あ
る
が
、

池
に
つ
い 

て
は
、
湖
沼
の
項
で
ふ
れ
た
い
。

10
硫

黄

山(

標
高
ニ
ニ
一0

メ
ー
ト
ル)

宮
崎
県
側
え
び
の
に
あ
る
。
韓
国
岳
の
西
方
え
び
の
高
原
に
あ 

り
、
え
び
の
高
原
か
ら
は
、

登
る
と
い
う
ほ
ど
の
山
で
は
な
く
、
 

高
さ
五0

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
台
地
と
い
っ
た
方
が
よ
い
。

山
の 

半
面
が
黄
色
の
硫
黄
の
華
で
彩
ら
れ
、
硫
化
水
素
や
、

亜
硫
酸
ガ 

ス
を
盛
ん
に
噴
出
し
て
い
る
。

か
つ
て
硫
黄
を
採
取
し
、

近
く
に 

精
錬
所
も
あ
っ
た
が
、

現

在

で

は

採

取

し

て

い

な

い

。

こ
の
山 

は
、

通

称

「
賽
の
河
原
」
と
い
わ
れ
、

一
面
に
小
石
を
積
ん
で
、
 

仏

教

に

い

う

三

途

の

川

「
賽
の
河
原
」

を
し
の
ば
せ
て
い
る
。
 

11
烏

帽

子

岳
(

標

高

九

八

七•

九
メ
ー
ト
ル) 

霧
島
神
宮
か
ら
霧
島
温
泉
へ
通
ず
る
国
道
の
右
手
に
あ
り
、

こ 

の
道
路
は
そ
の
中
腹
を
走
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

一
面
森
林
に 

覆
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
山
容
は
、

こ
の
地
方
で
い
う
ヨ
ボ
シ
、

つ 

ま
り
鶏
冠
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
と 

い
わ
れ
る
。
頂
上
は
、

火
口
の
跡
も
明
ら
か
で
な
く
、

旧
態
を
失 

っ
た
古
い
火
山
で
、

そ
の
余
勢
が
湯
之
野
温
泉•

湯
之
谷
温
泉
な 

ど
に
現
れ
て
お
り
、
森
林
の
す
そ
は
一
面
の
草
原
で
、

そ
の
山
腹 

を
霧
島
神
宮
〜
霧
島
温
泉
間
の
国
道
が
走
っ
て
い
る
の
で
、
霧
島 

を
訪
れ
る
人
々
に
利
用
さ
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。
 

12
大

幡

山
(

標
高
二
一
一
五
二
・
五
メ
ー
ト
ル) 

霧
島
火
山
群
中
、
唯
一
の
複
式
火
山
で
、
直
径
約
一
〇
〇
メ
ー
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ト
ル
、

外
輪
山
は
ほ
と
ん
ど
破
壊
さ
れ
て
低
く
、
中
央
火
口
丘
も 

平
坦
に
な
っ
て
、
す
こ
ぶ
る
複
雑
な
地
形
を
示
し
て
い
る
。

旧
火 

山
口
は
湿
原
と
な
り
、

モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
や
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ•

ッ
ク 

シ
ヒ
ゴ
ダ
イ
な
ど
が
み
ら
れ
、

山
頂
一
帯
は
草
原
状
で
、

こ
の
辺 

に
も
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
群
落
の
ほ
か
、

ス

ス

キ
•

ヤ
シ
ャ
ブ 

シ
•

ッ
ク
バ
ネ
ウ
ッ
ギ
・
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
・
イ
タ
ド
リ
な
ど 

が
目
立
つ
。

13
矢

岳
(

標
高
一
ニ
ニ
一 
•

六
メ
ー
ト
ル)

•

竜
王
岳(
標 

高
一 

ー
六
〇
メ
ー
ト
ル)

新
燃
岳
の
東
方
に
そ
び
え
る
火
山
で
、

全
山
密
林
に
覆
わ
れ
、
 

竜
王
岳
の
南
ふ
も
と
の
渓
流
沿
い
に
、

立
木
炭
化
の
遺
跡
が
み
ら 

れ
る
。

こ
れ
は
、

立
木
が
熱
い
火
山
砂
礫
に
よ
っ
て
、

埋
没
さ
れ 

て
炭
化
し
た
も
の
で
、
激
し
か
っ
た
噴
火
当
時
を
想
像
す
る
の
に 

よ
い
材
料
で
あ
ろ
う
。

14
丸

岡

山(
標
高
一
三
三
〇
メ
ー
ト
ル)

大
幡
池
に
続
く
円
丘
状
の
火
山
で
、
火
口
は
浅
く
、

矮
化
し
た 

灌
木
や
草
木
に
包
ま
れ
、

ミ
ヤ

マ
キ
リ

シ
マ•

ク

マ

ザ

サ•

ス
ス 

キ
が
密
生
し
て
い
る
。

こ
こ
で
自
慢
の
ヒ
ノ
キ
天
然
林
は
丸
岡
山 

の
東
山
ろ
く
、
標
高
一
〇O
0

メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
を
中
心
に
、
 

面
積
六
へ
ク
タ
ー
ル
の
地
域
で
、

ヒ

ノ

キ•

モ

ミ•

ッ

ガ•

ア
カ

マ
ツ
な
ど
が
混
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

ヒ
ノ
キ
の
樹
齢
は 

だ
い
た
い
一
〇
〇
年
か
ら
三
〇
〇
年
と
い
わ
れ
、
直
径
ニ
〇
セ
ン 

チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
一 

メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い
る
。

南
九
州
に
こ
の 

種
の
天
然
林
が
存
す
る
こ
と
は
、
学
術
上
た
い
へ
ん
興
味
あ
る
現 

象
で
、

大

正

十

年
(

一
九
ニ
一)

十
月
、
学
術
参
考
林
に
指
定
さ 

れ
た
。

15
白
鳥
山(
標
高
一
三
六
三
メ
ー
ト
ル) 

山
頂
は
、

延
々
と
し
た
原
野
と
な
っ
て
お
り
、

山

体

は

複

雑
 

で
、
北
側
に
二
つ
の
爆
裂
火
口
が
あ
る
。

北
部
の
山
腹
は
放
射
谷 

が
発
達
し
、

モ

ミ•

ッ
ガ
を
主
要
林
と
す
る
美
林
に
覆
わ
れ
て
お 

り
、

山
頂
の
東
南
部
に
ビ
ャ
ク
シ
池
、
東
に
六
観
音
池
が
あ
る
。
 

16
甑

岳
(

標
高
一
三
〇
一 

メ
ー
ト
ル) 

欠
頂
円
錐
型
の
火
山
で
、

山
頂
に
は
、

直
径
五
〇0

メ 

ー
ト
ル 

の
浅
い
皿
状
の
火
口
が
あ
っ
て
、

水
を
た
た
え
た
湿
原
と
な
っ
て 

て
お
り
、
美
し
い
池
塘
も
あ
っ
て
、

ミ

ズ

ゴ

ケ
•

モ
ウ

セ

ン

ゴ 

ケ
•

ッ
ク
シ
ゼ
リ
な
ど
が
み
ら
れ
、

ま
た
、

山
頂
部
は
原
野
で
、
 

ミ
ヤ
マ 

キ

リ

シ

マ•

イ

ヌ

ツ

ゲ•

ヤ

シ
ャ

ブ
シ•

シ

ロ

ド

ウ

ダ
 

ン
•

ヤ

マ

ア

ザ

ミ•

マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
な
ど
が
混
生
し
て
い
る
。
 

17
え
び
の
岳(

標
高
一
二
九
三
メ
ー
ト
ル) 

火
口
の
東
北
部
が
崩
れ
て
、

え
び
の
高
原
に
向
か
っ
て
馬
蹄
型
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に
開
い
て
い
て
、

ち
ょ
う
ど
天
然
の
野
外
劇
場
の
よ
う
な
地
形
を 

示
し
て
い
る
。

山
頂
の
火
口
内
に
も
、
草
木
、
灌
木
類
が
生
い
茂 

っ
て
い
る
。

18
佐

賀

利

山
(

標

高

七

六

三•

四
メ
ー
ト
ル)

山
体
の
大
部
分
が
、
近
く
に
あ
る
え
び
の
岳
の
熔
岩
流
に
埋
め 

ら
れ
て
し
ま
っ
た
低
い
山
で
、

山
頂
部
は
、
樹
林
に
覆
わ
れ
て
い 

る
。19

栗

野

岳
(

標
高
一〇

九

四
•

ニ
メI

ト
ル)

浸
食
に
よ
っ
て
、

ほ
と
ん
ど
旧
態
を
と
ど
め
て
い
な
い
が
、
本 

公
園
の
西
北
端
に
堂
々
と
し
た
山
容
を
誇
る
。

同
じ
く
山
頂
ま
で 

ぎ
っ
し
り
と
樹
林
に
覆
わ
れ
、
北
ふ
も
と
に
は
天
然
記
念
物
ヒ
ガ 

ン
ザ
ク
ラ
の
自
生
南
限
地
が
あ
る
。

20
高
千
穂
河
原

御
鉢
の
西
、

山
腹
の
火
山
砂
礫
が
押
し
出
し
て
造
っ
た
扇
状
地 

で
、
鹿
児
島
県
が
建
設
し
た
野
営
場
や
水
道
、
茶

店

な

ど

が

あ
 

り
、
霧

島

温

泉•

高

千

穂

峯•

中

岳
•

新
燃
岳
な
ど
を
結
ぶ
要
衝 

に
当
た
る
。

ま
た
、

こ
こ
に
霧
島
神
宮
古
宮
跡
と
し
て
、
古
式
に 

の
っ
と
っ
た
祭
場
が
あ
る
。

昭
和
五
十
六
年
か
ら
国
立
公
園
の
施 

設
管
理
と
清
掃
を
担
当
す
る
美
化
管
理
財
団
高
千
穂
河
原
支
部
も 

設
け
ら
れ
て
い
る
。

21
え
び
の
高
原

韓
国
岳
の
西
ふ
も
と
、
甑

岳
•

白

鳥

山•

え
び
の
岳
な
ど
に
囲 

ま
れ
た
海
抜
ニ
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
広
濶
な
高
原
で
、

ス

ス

キ• 

ノ
リ
ウ

ツ

ギ•

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ•

ネ

ザ

サ•

ノ
ア
ザ
ミ
な
ど
が 

多
く
、

西
部
は
ア
カ
マ
ッ
林
に
覆
わ
れ
て
お
り
、

高
原 

南

部

の 

宮

崎
•

鹿
児
島
両
県
地
帯
の
細
流
に
沿
っ
て
、

天
然
記
念
物
の
ノ 

カ
イ
ド
ウ
が
自
生
し
て
い
る
。
漏
棠
の
原
種
で
、
高
さ
ニ
メ
ー
ト 

ル
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
の
小
喬
木
状
と
な
り
、

五
月
初
旬
ご
ろ
、

五 

弁
で
淡
紅
白
色
の
花
が
咲
く
。

そ

れ

か

ら

カ

サ

湯(

硫
黄
泉)

• 

川

湯
(

み
ょ
う
ば
ん
泉)

な
ど
の
野
趣
に
満
ち
た
温
泉
も
あ
り
、
 

市
営
キ
ャ
ン
プ
場
や
山
小
屋
の
施
設
、

ホ
テ
ル
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ 

ル
、

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、

駐
車
場
な
ど
が
完
備
さ
れ
、
韓
国
岳 

な
ど
の
登
山
口
で
も
あ
る
。

㈡

湖 

沼

俗
に
霧
島
四
十
八
池
と
い
っ
て
、

山
岳
に
似
合
わ
ぬ
た
く
さ
ん 

の
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
の
湖
沼
を
有
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が 

火
口
湖
で
あ
る
。

1

大

浪

池
(

標
高
一
四
一
一 
•

九
メ
ー
ト
ル
、

湖
面
二
三
一 

九
メ
ー
ト
ル)
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霧
島
火
山
群
の
う
ち
で
、

ま
た
、

火

山

国

日

本

の

う
ち 

で
さ 

え
、

こ
の
大
浪
池
ほ
ど
整
っ
た
形
の
火
口
湖
は
他
に
み
ら
れ
な
い 

と
は
、

一
度
こ
の
地
を
訪
れ
た
人
々
が
、

異
口
同
音
に
も
ら
す
観 

賞
の
言
葉
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

山
頂
の
火
口
は
直
径
ー
キ
ロ
メ 

1

ト
ル
も
あ
る
正
円
形
で
、

約
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
下
っ
た
火
ロ
底 

に
、
直
径
六
三
〇
メ
ー
ト
ル
、

水
深
一
一 
•

六
メ
ー
ト
ル
の
火
口 

湖
が
あ
り
、

紺
青
の
水
を
な
み
な
み
と
た
た
え
て
い
る
。

火
口
壁 

の
上
部
は
安
山
岩
の
絶
壁
で
、

下
部
は
崩
れ
た
岩
層
が
緩
傾
斜
を 

示
し
て
お
り
、

し
か
も
火
口
に
は
、
樹
木
が
う
っ
そ
う
と
茂
り
、
 

モ

ミ•

ッ

ガ•

ハ
リ
モ
ミ
な
ど
針
葉
樹 

の 

ほ

か

に

、

ヤ
シ
ャ
ブ 

シ
•

ミ

ズ

ナ

ラ•

オ

オ

カ
メ

ノ

キ•

ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
・
ヒ
カ
ゲ
ッ 

ッ
ジ
な
ど
が
混
生
し
て
、

い
ず
れ
も
清
澄
な
湖
面
に
影
を
映
し
、
 

ま
さ
に
神
秘
的
な
景
観
を
織
り
な
し
て
い
る
。

火
口
外
周
は
、

ミ 

ヤ

マ

キ

リ

シ

マ•

ノ
リ
ウ
ツ
ギ•

ヤ
シ
ャ
ブ
シ
な
ど
の
低
い
灌
木 

と
、

ス

ス

キ•

マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ•

ヤ

マ

ア

ザ

ミ•

リ
ン
ド
ウ
な
ど 

の
草
原
で
、

こ
こ
か
ら
霧
島
温
泉
に
下
る
登
山
路
の
両
側
は
、
そ 

の
ま
ま
植
物
生
態
の
観
察
ル
ー
ト
で
あ
り
、
特
に
標
高
一
一O

〇 

メ
ー
ト
ル
付
近
の
霧
島
特
有
の
肌
の
赤
い
ア
カ
マ
ツ
や
、

更
に
霧 

島
温
泉
に
近
い
常
緑
照
葉
樹
林
は
、

み
ご
と
で
あ
る
か
ら
見
逃
し 

て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、

大
浪
池
は
、

一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て

結
氷
し
、
氷
厚
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
の
で
、

え
び
の 

の
白
紫
池
が
、

ス
ケ
ー
ト
場
と
し
て
指
定
さ
れ
る
ま
で
は
、

日
本 

最
南
端
の
、

天
然
の
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
と
な
り
、
付
近
の
霧
氷
と 

と
も
に
、

ウ

イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

愛
好
家
の
寵
児
と
な

っ
て

い 

た
。

大
浪
池
に
登
る
に
は
、

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
大
浪
池
登
山
口
で 

バ
ス
を
降
り
、

登
山
歩
道
を
一 
•

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
登
れ
ば
、
約 

四
〇
分
か
ら
五
〇
分
で
池
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

池
に
は
、

コ 

イ
•

フ
ナ
な
ど
も
い
る
。

な
お
、
大
浪
池
に
ま
つ
わ
る
伝
説
も
あ 

る
。

2

御

池
(

標
高
三
七
五
メ
ー
ト
ル
、
湖
面
三
〇
五
メ
ー
ト
ル) 

霧
島
山
は
、
火
口
湖
の
多
い
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
が
、
御
池 

は
、
そ
の
中
の
最
大
の
も
の
で
、
直
径
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

周
囲 

三
キ
ロ 

メ
ー
ト
ル
余
り
、
水
深
一
〇
一 
•

五
メ
ー
ト
ル
、
火
口
壁 

は
比
較
的
低
く
、

周
囲
一
帯
は
、
常
緑
照
葉
樹
林
に
囲
ま
れ
る
。
 

そ
し
て
、
高
千
穂
峯
の
秀
峰
が
碧
水
に
影
を
映
し
て
い
る
の
は
、
 

ま
こ
と
に
特
異
の
景
観 

で

あ

る

。

湖
岸
に
は
、
松

の

港•

軀
瀬 

港
•

皇

子

港•

創

崎

港•

刻

茅

港•

柳

港
•

護
摩
壇
港
の
七
港
が 

あ
り
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、

ボ

ー
ト
、
釣
り
の
利
用
者
が
激
増 

す
る̂し

か
し
、

湖
棲
生
物
は
少
な
く
、

ア

ブ
ラ

バ

エ•

イ

モ

リ•

ス
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ツ
ポ
ン
の
ほ
か
、

ア

ュ•

コ

イ•

フ

ナ•

ワ

カ

サ

ギ

な

ど

が

い 

る
。
夏
は
湖
辺
に
キ
ャ
ン
プ
場
も
設
営
さ
れ
る
。

そ
の
昔
、
性
空 

上
人
が
、
護

摩
を

た

い
て

修

行

し

た

跡

と

伝

え

ら

れ

る

護

摩

壇 

は
、

こ
の
火
口
壁
の
中
腹
に
沿
っ
た
崖
の
上
に
あ
る
。
湖
中
で
フ 

ナ
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。
霧
島
東
神
社
か
ら
の
眺
望
は
格
別
美
し 

3

大

幡

池
(

標
高
二
二0

六
メ
ー
ト
ル
、
湖
面
ニ
二
二
四
メ 

1

ト
ル)

大
幡
山
の
東
北
に
続
く
単
独
の
火
山
で
、

山
頂
の
火
口
湖
は
、
 

楕
円
形
、
周
囲
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

水

深

二

二•

ハ
メ
ー
ト
ル
。 

火
口
壁
は
低
く
、

ス
ス
キ
・
ヤ
シ
ャ
ブ
シ•

ク

マ

ザ

サ•

ノ
リ
ウ 

ツ

ギ•

シ
ロ
ド
ウ
ダ
ン
な
ど
が
生
育
し
て
い
て
、

ま
こ
と
に
明
る 

い
山
の
湖
水
で
あ
る
。
魚
類
の
生
息
は
な
く
、
東
北
岸
に
排
水
口 

を
設
け
、

小

林

市

方

面

の

灌

漑

用

水

に

使

用

さ

れ

て

い

る

。

ま 

た
、

大
幡
温
泉
は
、

こ
の
池
の
東
山
腹
に
あ
っ
て
、
古
く
は
宇
都 

温
泉
と
も
呼
ば
れ
、
温
度
は
二
七
度
、

ア
ル
カ
リ
性
炭
酸
泉
で
あ 

る
。

こ
の
湖
は
、

四
季
と
も
に
水
量
は
増
減
し
な
い
と
い
わ
れ
、
 

昔
、

ふ
も
と
の
農
民
が
雨
乞
い
に
く
れ
ば
、
き
っ
と
効
果
が
あ
っ 

た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

4

六

観

音

池(

標
高
ニ
二0

五
メ
ー
ト
ル
、
湖
面
一
一
九
八

メ-

ト
ル)

え
び
の
高
原
の
北
部
に
あ
る
火
口
湖
で
、

別
名
六
観
音
御
池
と 

も
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
直
径
四
四
〇
メ
ー
ト
ル
、

水

深

一

四•

二 

メ
ー
ト
ル
、
清
澄
な
水
を
た
た
え
、
池
の
ほ
と
り
に
は
、

モ

ミ• 

ッ

ガ•

ア
カ
マ
ッ
な
ど
の
老
樹
を
配
し
、
静
寂
な
環
境
で
あ
る
。
 

北
の
ほ
と
り
の
六
観
音
堂
に
は
牛
馬
の
神
が
祭
っ
て
あ
り
、

そ
の 

参
道
の
老
杉
は
、
屋
久
杉
を
植
え
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、

六
観
音 

杉
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
昔
、
性

空

上

人

が

こ

の

池

の

ほ

と

り 

で
、
看
経
苦
行
を
続
け
て
い
た
時
、

日
本
武
尊
の
化
身
が
、
白
鳥 

と
な
っ
て
現
れ
た
と
い
う
因
縁
で
、
白
鳥
権
現
を
建
て
た
と
い
わ 

れ
る
。

冬
、
結
氷
す
る
の
で
、

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
な
っ
た
こ
と 

も
あ
る
。
現
在
で
は
、

一
部
が
え
び
の
高
原
の
飲
料
水
と
し
て
使 

用
さ
れ
て
い
る
。

5

不

動

池
(

標
高
一
ニ
五
五
メ
ー
ト
ル
、
湖
面
一
ニ
ニ
ハ
メ 

I

ト
ル)

え
び
の
高
原
、
硫
黄
山
の
北
西
、

県
道
沿
い
に
あ
る
火
口
湖
で 

直
径
ー
ニ
〇
メ
ー
ト
ル
、

水

深

九•

三
メ
ー
ト
ル
、

水
質
は
、
付 

近
の
硫
黄
山
の
影
響
を
受
け
て
、
強
い
酸
性
を
含
ん
で
い
る
。

現 

在
、
え
び
の
の
バ
ス
タ
—
ミ

ナ

ル

か

ら

小

林

市

へ

通

ず

る

県

道 

が
、
池
の
ほ
と
り
を
通
り
、
バ
ス
の
車
窓
か
ら
そ
の
美
し
い
光
景
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を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

6

白

紫

池
(

標
高
二
二
六
三
メ
ー
ト
ル
、
湖
面
ニ
一
七
ニ
メ 

1

ト
ル)

え
び
の
高
原
に
あ
り
、
白
鳥
山
直
下
の
火
口
湖
で
、

ビ
ャ
ク
シ 

池
、
又
は
白
鳥
池
と
も
い
い
、
直
径
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
。
火
口
壁 

は
崩
壊
し
て
、
草
木
、
灌
木
が
茂
り
、

水
深
は
極
め
て
浅
く
、
湿 

原
状
を
呈
し
、
深
い
所
で
約
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら一

メ 

ー 

ト
ル
で
あ
る
。

水
位
は
一
定
し
て
い
な
い
。

池
の
水
は
東
側
の
流 

出
口
か
ら
、

六
観
音
池
に
注
い
で
い
る
。

冬
季
は
、

水
深
が
浅
い 

の
で
、

容
易
に
結
氷
し
、

天
然
の
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
と
な
り
、
利 

用
者
も
多
い
。

六
観
音
池
と
同
じ
く
、
え
び
の
高
原
の
飲
料
水
と 

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

7

小

池
(

湖
面
標
高
三
九
〇
メ
ー
ト
ル)

御
池
の
西
方
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
湖
面
は 

御
池
よ
り
八
五
メ
ー
ト
ル
高
く
、

大
き
さ
は
直
径
三
七
〇
メ
ー
ト 

ル
、

水
深
ニ
一 

メ
ー
ト
ル
。
火
口
壁
が
高
く
、
常
緑
照
葉
樹
の
密 

林
に
覆
わ
れ
て
い
る
の
で
、

不
気
味
な
ほ
ど
の
静
け
さ
を
保
っ
て 

い
る
。

㈢

滝

1

千

里

が

滝

霧
島
山
中
の
飛
瀑
中
最
高
で
、
高
さ
七
五
メ
ー
ト
ル
、

昔
か
ら 

修
験
者
の
修
道
場
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。
す
ぐ
南
に
、
霧
島
第 

二
発
電
所
が
あ
る
。

2

両 

滝

新
湯
か
ら
新
燃
岳
ふ
も
と
に
通
ず
る
林
道
を
、

約

二
•

五
キ
ロ 

メ
ー
ト
ル
登
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
林
道
が
で
き
て
、

双
方
の
滝 

が
同
時
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
 

こ
こ
の
紅
葉
は
、

ほ
か
に
み
ら
れ
な
い
美
し
さ
を
持
っ
て
い
る
。
 

3

千 

滝

霧

島

神

宮

の

西

北

約-

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に
あ 

る
。
高
千
穂
河
原
か
ら
流
れ
出
る
小
川
が
、
霧
島
川
に
落
ち
る
寸 

前
、
浸
食
作
用
に
よ
る
高
さ
四
、

五
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
絶
壁
を 

流
れ
落
ち
る
。

現
在
こ
の
川
は
、

平
常
水
が
な
く
、

滝
は
、
絶
壁 

の
中
腹
辺
り
か
ら
、
地
下
水
が
絹
糸
の
よ
う
に
繊
細
な
糸
状
を
な 

し
て
、
数
十
条
も
落
ち
て
美
し
い
。

さ
な
が
ら
、
滝
の
白
糸
の
よ 

う
で
、

水
芸
を
み
る
感
じ
で
あ
る
。
雨
期
に
な
り
、

河
原
の
水
が 

多
け
れ
ば
、

川
に
沿
っ
て
こ
の
絶
壁
を
一
時
に
流
れ
落
ち
、

二
層
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手洗地区まぼろしの滝10か所 

（平成2年12月滝ウオッチ

ングで発見される）

至 
大

大韓橋

F10

W8
H10
W20 

[H3

沢の分岐

W15

手洗

至丸尾

:H14W18
W25

H =高さ
W =幅

淳通行止め

鳥の池地獄

山之城岐れ

至林田

小 
谷 
川

山之城

噴

山之城滝

硫黄谷

（「広報まきぞの」No. 368.平成3年1月号から） 
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の
滝
と
な
り
、

そ
の
壮
観
は
ひ
と
し
お
す
ば
ら
し
い
。

4

丸

尾

滝

丸
尾
温
泉
地
区
に
あ
り
、
丸
尾
三
差
路
か
ら
霧
島
神
宮
へ
通
ず 

る
国
道
ニ
ニ
三
号
線
を
約
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
行
っ
た
左
手
に
あ
っ 

て
、
豪
壮
華
麗
、
そ
の
し
ぶ
き
と
紅
葉
が
映
え
あ
っ
て
、

こ
よ
な 

く
美
し
い
滝
で
あ
る
。

夜
間
照
明
施
設
も
施
さ
れ
、

水
銀
灯
に
照 

ら
し
出
さ
れ
た
滝
の
美
観
は
、
例
え
よ
う
の
な
い
美
し
さ
を
満
喫 

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5

そ
の
他
の
滝

花

房

の

滝•

山

之

城

の

滝•

手
洗
の
滝
な
ど
も
あ
る
が
、
交
通 

不
便
の
た
め
、
あ
ま
り
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
犬
飼
の 

滝
は
、

名
所
の
項
で
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

轟
木
の
滝
は
、
寺

原

の

「
轟
木
の
鼻
」
バ
ス
停
の
三
差
路
を
約 

五
〇0

メ
ー
ト
ル
行
く
と
み
ら
れ
る
。
小
谷
川
の
中
流
の
渓
谷
か 

ら
の
瀑
布
は
す
ば
ら
し
い
景
観
で
あ
り
、
土
地
の
人
た
ち
の
手
で 

周
辺
も
整
備
さ
れ
た
。

五
霧
島
に
関
す
る
詩
歌

有
明
の
月
は
冴
え
つ
ゝ
霧
島
の

や
ま
の
渓
間
に
霧
た
ち
わ
た
る 

若
山
牧
水 

見
お
ろ
せ
ば
、
霧
島
山
の
や
ま
す
そ
の

野
辺
の
廣
き
に
な
び
く
朝
雲 

若
山
牧
水 

霧
島
の
山
の
い
で
湯
に
あ
た
た
ま
り

一
夜
を
寝
た
り
明
日
さ
へ
も
寝
む 

斉
藤
茂
吉

お湯の滝（丸尾滝）
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牧水の歌碑茂吉の歌碑

匂
え
ど
も
摘
ま
で
来
に
け
り
霧
島
は 

草
の
ひ
と
は
も
神
し
ろ
し
め
す 

霧
島
は
神
山
な
れ
ば
谷
々
に 

湧
く
雲
さ
へ
も
尊
と
か
り
け
り

潮五郎の歌碑
与
謝
野
鉄
幹

海
音
寺
潮
五
郎
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秋桜子の句碑

高
千
穂
の
霧
来
て
ひ
べ
く
鴨
の
こ
ゑ

水
原
秋
桜
子

の
ぼ
り
ゆ
く
韓
国
岳
の
霧
の
な
か 

こ
ま
ど
り
鳴
い
て
山
静
か
な
り

作
者
不
詳

夏
が
来
た
や
ら
霧
島
山
に 

御
山
つ
つ
じ
の
花
が
咲
く

野
口
雨
情

牧
園
へ
太
鼓
踊
を
見
に
来
よ
と 

使
い
来
た
り
ぬ
瓜
を
割
る
と
き

与
謝
野
晶
子

(

注)

歌
碑
に
は
「
便
り
来
り
ぬ
」
と
彫
り
込
ん
で
あ
り
、
こ
の
説
も 

あ
る
。

碑 歌 の 子 晶
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獨 の 製 御

第
三
十
五
回
全
国
植
樹
祭
会
場
跡
に
は
次
の
御
製
の
碑
が
建
っ 

て
い
る
。

御 

製

霧
島
の

麓
に
苗
を

う
ゑ
に
け
り

こ
の
丘
訪
ひ
し

む
か
し
偲
び
て
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第
二
章 

霧
島
温
泉
の
沿
革
並
び
に

現
況

一
概 

説

一
般
に
霧
島
温
泉
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、

明

ば

ん
•

硫

黄 

谷
•

栄

之

尾•

林

田
•

丸

尾
•

栗
川
な
ど
の
諸
温
泉
の
総
称
で
あ 

る
が
、
広
義

に
は
こ

の
ほ
か
湯
之
野•

新

湯
•

湯

之

谷•

塩

湯
• 

手

洗
•

山

之

城•

関

平
•

錐

投
•

太

良
•

金

湯
•

野

々

湯•

銀
湯 

な
ど
広
く
霧
島
山
中
の
諸
温
泉
も
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
 

霧
島
温
泉
地
区
沿
革
に
つ
い
て
の
正
確
な
記
述
は
困
難
で
あ
る 

が
、

こ

こ

で

は

主

と

し

て

『
鹿
児
島
県
温
泉
誌
』

の

「
霧
島
火
山 

地
域
の
温
泉 

そ
の
一
」

と
、

二
、

三
の
古
老
の
言
に
基
づ
い
て 

記
述
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
ら
の
諸
温
泉
は
、

い

ず

れ

も

霧

島

山

中

の

山

腹

に

散

在 

し
、

い
ず
れ
も
標
高
六
〇0

メ
ー
ト
ル
か
ら
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
の 

間
に
位
置
し
、

こ
れ
ら
を
相
互
に
結
ぶ
道
路
あ
る
い
は
霧
島
山
中 

の
旧
街
道
と
い
わ
れ
た
道
路
は
、
熔
岩
地
帯
や
火
山
噴
出
物
が
堆

積
し
て
、

相
当
の
難
路
で
あ
っ
た
。

現
在
で
は
、

こ
れ
ら
の
旧
道
は
人
跡
も
ま
れ
で
あ
る
。
昔
の
旅 

客
は
湯
治
を
目
的
と
し
た
自
炊
客
が
主
で
、

馬
や
駕
籠
を
主
な
乗 

り
物
と
し
て
温
泉
に
遊
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
宿
舎
、

浴
舎
な
ど
も 

極
め
て
素
朴
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

そ
の
後
、

登

山
•

参
拝
客
の
漸
増
と
、

浴
客
の
増
加
に
伴
い
、
 

次
第
に
道
路
の
一
部
も
改
修
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

大
正
三
年
、
 

牧
園
〜
霧
島
温
泉
間
の
道
路
、

昭
和
八
年
、
霧
島
神
宮
〜
丸
尾
温 

泉
間
の
道
路
の
開
通
に
よ
り
、

日
増
し
に
便
利
に
な
っ
た
。
大
正 

年
間
に
は
、
牧

園

駅
(

現
在
の
霧
島
西
口
駅)

〜

硫

黄

谷

温

泉
 

(

現
在
の
林
田
温
泉
と
霧
島
ホ
テ
ル
と
の
分
岐
点)

間
に
、
定
期 

馬
車
が
運
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

さ
て
、
霧
島
温
泉
の
今
日
を
つ
く
っ
た
功
労
者
は
、

初
代
林
田 

熊

一
(

一
八
九
〇
〜
一
九
五
九)

で
あ
る
。
氏

は

昭

和

四

年(

一
 

九
二
九)

、

新
た
に
今
の
林
田
温
泉
を
開
拓
し
、

同
時
に
、
初
め 

て
霧
島
温
泉
を
自
動
車
交
通
網
の
中
に
入
れ
、
足
の
近
代
化
を
図 

っ
た
。

以
後
三
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
、

霧
島
温
泉
の
開
発
紹
介
、
 

道
路
の
整
備
、
輸
送
力
の
強
化
な
ど
に
つ
い
て
、

氏
の
貢
献
に
は 

ま
こ
と
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

そ
の
後
、
時
代
の
推
移
に
よ
る
、
特
に
終
戦
後
の
い
わ
ゆ
る
観

735
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霧島温泉地帯

光
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
観
光
客
や
、
交
通
量
の
増 

大
は
、

必
然
的
に
旅
館
の
数
と
規
模
に
変
化
を
与
え
、

し
た
が
っ 

て
、

ま
た
温
泉
の
需
要
も
激
増
す
る
に
至
っ
た
。

す
な
わ
ち
、

国
民
の
生
活
程
度
の
一
般
的
向
上
に
つ
れ
て
、

主 

な
来
訪
客
が
、

湯
治
を
目
的
と
し
た
自
炊
客
か
ら
、

観
光
客
に
変

わ
っ
て
き
た
こ
と
、

更
に
輸
送
力
の
強
化
と
団
体
客
の
増
加
の
た 

め
、

そ
の
数
が
激
増
し
た
こ
と
な
ど
の
た
め
、
旅
館
の
増
新
築
が 

急
速
に
行
わ
れ
、

し
か
も
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
、

個
人
浴
客
の
ほ 

か
、
大
浴
場
、

温
泉
プ
ー
ル
な
ど
を
設
け
て
、

い
わ
ゆ
る
デ
ラ
ッ 

ク
ス
化
を
図
っ
て
い
る̂

二

各
 

説

㈠

丸
尾
地
区

こ
の
地
区
は
、

温
泉
地
と
し
て
は
古
く
、

こ

と

に

殿

湯
•

塩 

湯
•

栗
川
な
ど
は
、

昔
か
ら
湯
治
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

し 

か
し
、

こ
こ
二
十
数
年
来
は
、

観
光
温
泉
地
と
し
て
急
速
な
発
展 

を
遂
げ
、

小
規
模
の
旅
館
は
姿
を
消
し
、

中
規
模
以
上
の
ホ
テ
ル 

の
新
築
が
続
い
て
行
わ
れ
、

既

に

温

泉

街

の

態

を

整

え

つ

つ

あ 

る
。丸

尾
温
泉
の
発
見
は
、

文

政

二

年(

一
八
一
九)

と
い
わ
れ
、
 

明
治
二
十
七
年
、

野
島
陸
軍
少
将
が
こ
こ
に
初
め
て
別
荘
を
建
設 

以
来
、

次
々
に
名
士
の
別
荘
建
設
が
始
ま
っ
た
。
付
近
に
は
布
引 

滝
•

丸

尾

滝-

千

畳

敷•

岩
風
呂
な
ど
の
名
所
も
あ
る
。
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丸
尾
地
区
代
表
温
泉
の
沿
革

737

見 発 の 泉 温 項
日

温 泉 の 沿 革
動
機

発
見 

者
名

一
年
号

一
(

西
暦)

温
泉
名

横

尾

権

太
 

一
明
治
十
七
年
こ
ろ 

迫 

金
次
郎•

ほ
か 

一
明
治
二
十
六
年
こ
ろ 

萱

島

政

光
 

一
大
正
二
年
こ
ろ 

高

野

友

吉
 

一
大
正
六
年
以
降 

蔵

前

仁

蔵

(

丸
尾
旅
館) 

蔵

前

壮

吉
 

c

フ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル) 

•

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
へ
引 

湯

•

跡
地
に
は
、
現
在
霧
島 

国
際
ホ
テ
ル
が
建
設
さ 

れ
て
い
る
。

狩 

猟 

中

横

尾

権

大

文
政
二
年(

一
八
一
九)

丸

尾

温

泉

牧 

彦

八

一牧
家
三
代
経
営 

一
明
治
四
十
年 

山

ロ

嘉

次

郎

一愛

甲
 

某

一
昭
和
二
十
五
年
九
月 

大

庭
 

侃

(

清
流
荘)

(

備
考)

安
井
息
軒
が
度
々
入 

湯
し
た
。

-

牧 

彦 

八

天
保
六
年(

一
八
三
五)

栗

川

温

泉

一
明
治
初
期
前
後 

谷

山

久

五

郎
 

一
明
治
三
十
五
、
六
年
こ
ろ 

石

原

八

蔵
 

一
昭
和
十
三
、
四
年
こ
ろ 

松

下
 

章 

松

下

倫

子

一山

口

倫

久

- ―

塩

湯

温

泉

約
二
五
〇
年
前
、
霧
島 

神
宮
造
営
工
事
の
折
、
 

開
発
さ
れ
た
と
い
わ
れ 

る
。

一藤

井

一

郎

一林 

某

一山

崎
 

某 

森

山
 

某 

一
昭
和
三
十
三
年
こ
ろ 

折

田

辰

次
 

(

霧
島
観
光
ホ
テ
ル)

- -

宝
永•

享
保
の
こ
ろ 

(

一
七
一
〇
こ
ろ)

殿

湯

温

泉

昭
和
三
十
年
、
地
す 

べ
り
対
策
の
た
め
、
 

ボ
ー
リ
ン
グ
九
〇
本 

実
施
、

一
部
源
泉
と 

し
て
利
用

一
 

地
す
べ
り
対
策 

二
新
源
泉
掘
さ
く

一
 

鹿
児
島
県 

二

個

人

昭
和
三
十
年
以
降

そ 

の 

他
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九尾自然探勝路

丸尾自然探勝路

※環境庁、鹿児島県、林野庁

久
y

千
畳
敷

©

曲丸尾温泉•• •••

:  

匸

丸

尾

ノ

滝

至
鹿
児
島

ま
た
、

丸
尾
滝
付
近
か
ら
自
然
探
勝
の
遊
歩
道
が
、

谷
川
沿
い 

に
造
ら
れ
て
い
る
。
霧
島
温
泉
で
最
も
大
き
な
集
落
と
な
っ
て
い 

る
。

㈡
 

林

田

地

区
(

林

田
•

栄
之
尾
温
泉
を
含
む) 

林
田
温
泉
は
新
開
発
の
温
泉
で
、

昭
和
四
年
以
降
の
こ
と
で
あ 

っ
て
、

そ
の
泉
源
も
、

栄
之
尾
温
泉
の
泉
源
近
く
で
あ
り
、

お
よ 

そ
五
〇0

メ
ー
ト
ル
引
湯
し
て
利
用
し
て
い
る
。
 

栄
之
尾
温
泉
は
比
較
的
古
く
、

安
藤
仲
兵
衛
国
広
が
延
享
元
年 

(

一
七
四
四)

四
月
、

山
中
に
迷
い
入
っ
て
、
所
々
熱
湯
の
湧
出 

す
る
の
を
発
見
し
、
藩
主
の
許
可
を
得
て
、

同
四
年
五
月
、
自
費 

を
投
じ
て
こ
れ
を
開
き
、

文

久

元

年(

一
八
六
一)

、

藩
主
島
津 

忠
義
は
こ
こ
に
避
暑
地
を
設
け
た
。

明
治
十
二
年
の
地
租
改
正
と 

と
も
に
、
谷
川
を
境
と
し
て
東
地
一
帯
を
民
有
と
し
た
。

明
治
十 

三
年
、

高
野
新
太
郎
と
い
う
者
が
こ
れ
を
借
地
し
て
、

温
泉
業
を 

開
設
し
、

そ
の
後
幾
多
の
改
良
を
加
え
、

ま
た
、

管
理
人
の
異
動 

が
あ
っ
た
。

大
正
の
初
め
、

冨
田
重
治
が
直
接
経
営
す
る
こ
と
と
な
り
、

屋 

舎
、
浴
場
の
改
築
を
行
っ
て
面
目
を
一
新
し
た
。

両
者
と
も
、

現 

在
は
ホ
テ
ル
林
田
温
泉
の
経
営
下
に
あ
っ
て
、
広
大
な
施
設
を
有 

し
て
い
る
。
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林
田
地
区
温
泉
の
沿
革

温 泉 の 沿 革

温泉の発見 項/ 
目/
/温 
/泉 

/名

動
機

者発層年 

名見暦号

延
享
四
年(

一
七
四
七) 

安
藤
仲
兵
衛
国
広
自
費 

で
開
発

-

文
久
元
年

一
 

(

一
八
六
一) 

藩
主
島
津
忠
義
公
避
暑 

地
開
設

一
明
治
十
二
年

一
 

2

八
七
九) 

島
津
家
と
伊
藤
仲
兵
衛 

と
に
分
か
つ

一伊

蔵

仲

兵

衛
 

一
昭
和
十
年

一
 

(

一
九
三
五) 

初
代
林
田
熊
一

一
昭
和
三
四
年 

一
‘

(

一
九
五
九) 

二
代
林
田
熊
一 

(

ホ
テ
ル
林
田
温
泉
へ)

山
中
に
迷
い
込
み
発
見

安

藤

仲

兵

衛

国

広

延
享
元
年2

七
四
四)

栄

之

尾

温

泉

昭
和
四
年(

一
九
二
九) 

初
代
林
田
熊
一 

私
設
道
路•

三
州
館 

建
設

(

林
田
旅
館
前
身) 

二
代
目
林
田
能
二 

旅
館
業
経
営 

(

ホ
テ
ル
林
田
温
泉) 

_
林

田

正

一
 

旅
館
業
経
営 

(

ホ
テ
ル
林
田
温
泉)

近
代
的
温
泉
経
営
適
地 

と
判
断

初

代

林

田

熊

一

昭
和
四
年(

一
九
二
九)

林

田

温

泉

㈢

硫
黄
谷
地
区

こ

の

温

泉

は

正

徳

四

年(

一
七
一
四)

、

旧

踊

横

瀬

の

飯

田

喜 

八
の
発
見
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

子
孫
が
こ
れ
を
経
営
し
、
文
政 

二

年
(

一
八
一
九)

、
鹿
児
島
の
住
人
桑
原
某
が
こ
れ
を
譲
り
受 

け
、

明

治

十

年
ご
ろ

堀
切
武
右
衛
門
が
こ

の
温
泉
地
を

買
収
し 

た
。明

治
二
十
三
年
ご
ろ
、
堀
切
武
兵
衛
が
温
泉
業
を
開
始
し
、

そ 

の
後
改
善
を
加
え
て
営
業
し
て
い
た
が
、

昭
和
二
十
四
年
八
月
十 

六
日
の
台
風
時
に
お
け
る
山
崩
れ
に
よ
っ
て
被
災
し
、

そ
の
後
現 

在
地
に
移
転
改
築
し
、

更
に
増
改
築
を
加
え
て
、
大
規
模
な
宿
泊 

施
設
と
し
て
霧
島
ホ
テ
ル
が
出
来
上
が
っ
た
。

ま
た
、

昭
和
二
十 

四

年

の

被

災

時

に

「
硫
黄
谷
温
泉
よ
ろ
ず
覚
書
」
そ
の
他
貴
重
な 

記
録
は
、
す
べ
て
失
わ
れ
て
い
る
。

(

注)

硫
黄
谷
温
泉
の
少
し
上
流
に
、
明
ば
ん
温
泉
が
あ
っ
た
。
比
較 

的
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
温
泉
で
、
利
用
客
も
多
か
っ
た
が
、
数
度 

に
わ
た
る
山
崩
れ
の
た
め
、
現
在
は
施
設
も
な
く
、
堀
切
氏
の
所 

有
で
、
温
泉
源
が
あ
り
、
湧
出
す
る
温
泉
は
霧
島
ホ
テ
ル
へ
引
湯 

さ
れ
て
い
る
。
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硫
黄
谷
地
区
温
泉
の
沿
革

温 泉 の 沿 革

温泉の発見

泉
名 

項
目 

/動
機

者
名

年
号 

一
(

西
暦)

飯

田

喜

八

飯
田
氏
子
孫
が
し
ば
ら
く
経
営

文
政
二
年(

一
八
一
九) 

桑

原
 

某
明
治
十
年(

一
八
七
七) 

堀
切
武
右
衛
門
買
収 

一
 

明
治
二
十
三
年(

一
八
九
〇) 

堀

切

武

兵

衛

営

業

開

始 

一
 

昭
和
二
年(

一
九
二
七)

二
月 

堀

切

末

彦
 

一
 

昭
和
二
十
年(

一
九
四
五)

八
月 

堀

切

達

正(

霧
島
ホ
テ
ル) 

(

備
考)

昭
和
二
十
四
年
八
月
台
風
被
災
、
現
在
地 

へ
移
転(

昭
和
二
六•

六)

1

飯

田

喜

八

正
徳
四
年(

一
七
一
四)

硫 

黄 

谷 

温 

泉

㈣

横
瀬
地
区

740

横
瀬
地
区
は
、
霧
島
火
山
群
の
南
西
部
に
位
置
し
、

丸
尾
温
泉 

の
南
西
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
る"
"

中
津
川
と
山
之 

城
川
の
下
流
で
あ
る
小
谷
川
と
の
合
流
点
が
つ
く
る
小
盆
地
に
発 

達
し
た
標
高
一
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
集
落
で
あ
る
。

有

真
U 

、

横
瀬
温
泉
は
、

慶

応

元

年(

一
八
六
五)

の
発 

横

瀬
S

泉

-

見
と
い
わ
れ
る
が
、

湯
量
は
豊
富
で
交
通
至
便 

の
地
に
あ
り
な
が
ら
、

温
泉
地
と
し
て
は
発
展
せ
ず
、

集
落
民
の 

共
同
浴
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。 

I

,

横
瀬
温
泉
か
ら
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
、

轟

温

泉

小
谷
川
を
上
っ
た
右
岸
に
、

ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ 

っ
て
噴
出
し
た
温
泉
で
あ
る
。

ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
に
よ
り
約
一
キ
ロ 

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
国
道
ニ
ニ
三
号
線
の
道
路
沿
い
に
あ
る
施
設
で 

利
用
さ
れ
て
い
る
。

㈤

そ
の
他
の
地
区

1
 

,

町
営
牧
園
牧
場
の
北
西
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

関

平

温

泉

谷
間
に
、

こ

ん

こ

ん

と

わ

き

出

る

温

泉

で

あ 

る
。

昔
か
ら
切
り
傷
や
刺
を
た
て
た
時
は
、

関
平
の
湯
に
入
れ
ば
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治
る
と
い
わ
れ
、

ま
た
、

突
き
さ
さ
っ
た
刺
も
出
て
く
る
と
い
わ 

れ
て
い
た
。

明
治
末
期
か
ら
大
正
末
期
生
ま
れ
の
人
で
、

林
業
な
ど
に
経
験 

の
あ
る
人
は
、

必
ず
と
い
っ
て
よ
い
く
ら
い
体
験
し
て
い
る
は
ず 

で
あ
る
。
切
り
傷
な
ど
に
も
効
能
は
あ
る
が
、

現

在

で

は

胃

腸
 

病
、

そ
の
他
内
臓
器
官
の
障
害
に
著
し
い
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ 

て
い
る
。
関

平

温

泉

か

ら

約

一•

八

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

南

南

西

の 

広
域
農
道
沿
い
に
滅
菌
処
理
工
場
を
造
り
、

町
営
に
よ
っ
て
清
涼 

飲
料
水
、

天

下

の

名

泉

「
関
平
鉱
泉
」

と
し
て
販
売
し
て
お
り
、
 

そ
の
量
は
滅
菌
パ
ッ
ク
ニ
〇
リ
ッ
ト
ル
入
り
で
一
日
最
高
二
三
〇 

〇
本
、

年

間

約

二

九

万

本

に

達

し

よ
う
と

し
て

い

る

盛

況
で

あ 

る
。

関平鉱泉

(Sekihira Hot Spring)

関
平
温
泉
の
沿
革

天
保
三
年(

一
八
三
二)

八
月 

原

田
 

丑
太
郎
、
神
示
に
よ
り
発
見(

碑
文
に
よ
る)

明
治
二
十
五
年(

一
八
九
二)

こ
ろ 

床

次

研

助

床

次
 

牛
太
郎
、
牛
太
郎
温
泉
と
い
わ
れ
た
こ
と
あ
り

上

野

栄

吉

昭
和
二
十
二
年(

一
九
四
七)

こ
ろ 

桐

野

国

親

奥 

武

雄

昭
和
五
十
一
年(

一
九
七
六)

三
月 

牧 

園 

町

(

注)

一
、
昭
和
三
十
年(

一
九
五
五)

三
月
、
国
有
林
野
整
備
措
置 

法
に
よ
り
、
国
有
林
一
〇
六
へ
ク
タ
ー
ル
の
払
い
下
げ
を
受 

け
た
。
そ
の
中
に
泉
源
が
あ
り
牧
園
町
有
と
な
っ
た
。
 

二
、
昭
和
五
十
一
年(

一
九
七
六)

三
月
、
奥
武
雄
か
ら
、
立

741
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関平鉱泉販売所

木
、
施

設(

本
館
、
 

湯
治
小
屋
、
浴
場) 

を
含
む
一
万
〇
八
五 

八•

八
七
五
平
方
メ 

—
ト
ル
の
全
部
を
町 

で
購
入
し
、
完
全
に 

牧
園
町
有
と
な
っ 

た
。

霧

島

温

泉

群

の

中

に

あ

っ

て

珍

し

い

湯

で

あ 

新
昜
日
皿
泉

る
。
林

田

温

泉

か

ら

四

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

上

っ 

て
、

え
び
の
へ
の
分
か
れ
道
を
高
千
穂
河
原
の
方
へ
右
折
し
、

三 

〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
行
く
と
新
湯
温
泉
の
入
り
口
が
あ
る
。
舗
装
さ 

れ
た
林
道
を
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
下
れ
ば
、

湯
煙
り
と
と
も
に
、
 

宿
の
全
貌
が
現
れ
る
。

新
湯
温
泉
の
沿
革(

別
名 

砒
霜
燃
湯
又
は
コ
シ
キ
湯)

明
治
八
年(

一
八
七
五)

こ
ろ 

らい 

高
久
保 

豊 

蔵
(

四
国
の
人)

神
示
に
よ
り
発
見
、
癩

が
治
癒
し
た
と
い
う
。

皮
膚
病
に
効
く
と
い
う
こ
と
が
評
判
に
な
り
、
各
地
か
ら

入
浴
者
が
集
ま
っ
た
。

明
治
十
四
年(

一
八
八
一)

こ
ろ 

税

所
 

某
(

神
官)

?
 

年

羽
月
十
左
衛
門

?
 

年

羽

月

国

雄

昭
和
二
十
七
年(

一
九
五
二)

五
月 

岩

元

静

夫

742

県
の
許
可
を
受
け
、
湯 

治
場
開
設(

土
地
問
題 

で
紛
争
あ
り)

(

注)

昭
和
二
十
九
年
八
月
十
八
日
、
地
す
べ
り
事
故
で
壊
滅
、
そ
の 

後
、
復
旧
し
て
今
日
に
至
る
。

旅
館
部
と
自
炊
部
が
あ
り
、
浴
場
は
、
皮
膚
病
な
ど
に
よ
く
効 

く
と
い
わ
れ
る
乳
白
色
を
し
た
硫
黄
泉
で
、
噴
気
が
浴
槽
内
で
泡 

立
ち
、
気
泡
泉
の
役
目
も
し
て
い
る
。
農
閑
期
な
ど
は
大
勢
の
老 

若
男
女
が
、
硫

黄

の

強

い

に

お

い

の

中
で

入

浴

を

楽

し

ん
で

い
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る
。古

く
か
ら
硫
黄
泉
と
し
て
知
ら
れ
、
皮
膚
病
に
悩
ま
さ
れ
る
人 

び
と
の
ク
チ
コ
ミ
で
知
ら
れ
た
温
泉
で
あ
る
。

泉
質
は
、
硫
化
水 

素
泉
と
い
わ
れ
、
そ
の
効
用
と
し
て
は
、

水

虫

、

た

む

し

、

湿 

疹
、
じ
ん
ま
し
ん
、

う
る
し
ま
け
、

リ
ュ
ー
マ
チ
、
神
経
痛
、
高 

血
圧
、
ぜ
ん
息
、
冷
え
症
な
ど
に
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。
 

近
代
化
さ
れ
た
霧
島
温
泉
群
の
中
で
は
、

ひ
な
び
た
ム1

ド
を 

充
満
さ
せ
て
い
る
温
泉
場
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
新
燃
岳
へ
の
登
山 

も
で
き
る
。

ま
た
、
大
浪
池
の
ふ
も
と
で
も
あ
り
、
高
千
穂
河
原 

へ
の
定
期
バ
ス
も
あ
っ
て
、

登
山
や
観
光
に
も
好
都
合
な
所
で
あ 

る
。湯

之
谷
温
泉

昔
か
ら
狩
人
ら
が
利
用
し
て
い
た
ら
し
い
。

明 

治

十

三

年(

一
ハ
ハO
)

、
修

行

次

郎

左

衛

門

が
国
有
林
巡
視
中
発
見
し
、
浴
場
を
開
設
し
た
。

そ
の
後
、
内
門 

権
右
衛
門
、

野

村

某
(

彦
蔵
又
は
嘉
久
馬)

、

堀

切

某
(

武
兵
衛 

又
は
未
彦)

を
経
て
、

昭
和
十
五
、

六

年
(

一
九
四
〇)

こ
ろ
か 

ら
、

馬
場
重
雄
が
経
営
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

同

二

十

七

年

(

一
九
五
二)

八
月
の
台
風
災
害
で
、

こ
こ
か
ら
一
ニ
〇
〇
メ
ー

ト
ル
下
手
に
移
転
改
築
し
、

三

十

六

年(

一
九
六
一)

に
新
た
に 

三
本
の
ボ
ー
リ
ン
グ
で
、

湯
源
地
か
ら
ニ
一 
。
〇
メ
ー
ト
ル
の
湯

之
谷
山
荘
ま
で
引
湯
、

現
在
、
旅
館
部
と
自
炊
部
が
あ
る
。 

?
 

一‘

い

つ

ご

ろ

発

見

さ
れ

た
も

の

か

不

明
で

あ

る 

銀 

湯
•

が
、
高
牟
礼
操
や
井
手
上
重
友
ら
が
経
営
し
た 

ら
し
い
。

ま
た
、

銀
湯
に
は
営
林
署
の
銀
湯
事
業
所
が
あ
っ
た
た 

め
、

昔
は
一
ニ
〇
人
く
ら
い
が
住
ん
で
い
て
、
事
業
所
内
の
浴
場 

と
、

共
同
浴
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
現
在
は
す
た
れ 

て
い
る
。

<

元

文

五

年(

一
七
四
〇)

こ
ろ
発
見
さ
れ
、
大 

太

良

温

泉

正

三

年
(

一
九
一
四)

こ
ろ
は
田
代
藤
内
が
住 

ん
で
い
た
ら
し
い
。
文
献
に
よ
れ
ば
、

「
下
宿
屋
一
軒
、

別
に
人 

家
な
し
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

昭

和

十

年(

一
九
三
五)

こ
ろ
ま 

で
は
、
浴
槽
も
宿
舎
も
あ
っ
た
が
、

同
十
一
年
、

田
代
春
美
所
有 

と
な
り
、

更
に
二
十
五
年
十
月
、
十
条
製
紙㈱

所
有
と
な
っ
て
い 

る
が
、

温
泉
と
し
て
の
利
用
価
値
は
少
な
い
。 

、
 

ラ

明

治

の

初

期

か

中

期

の
こ

ろ

、

万
膳
の
金
と
い 

金 

湯
•

う
人
が
開
拓
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 

そ
の
後
、
浅
田
商
会
が
営
林
署
か
ら
土
地
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
 

昭

和

二

十

六

年(

一
九
五
一)

に
十
条
製
紙㈱

が
買
収
し
た
が
、
 

そ
の
後
、

下
堂
園
の
所
有
と
な
っ
て
お
り
、
温
泉
と
し
て
は
ほ
と 

ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
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一、

昔
か
ら
温
泉
は
あ
っ
た
。

大

正

一

年
(

九
一 

野

々
 

昜

三)

こ
ろ
浅
田
商
会
が
営
林
署
か
ら
土
地
を
払 

い
下
げ
て
も
ら
い
、

昭

和

二

十

八

年(

一
九
五
三)

こ
ろ
、

二
〇 

人
ほ
ど
で
野
々
湯
組
合
が
つ
く
ら
れ
、
浴
場
の
ほ
か
に
、
休
息
小 

屋
が
あ
っ
た
。

同

五

十

年(

一
九
七
五)

こ
ろ
奈
良
県
の
辰
己
晃 

が
買
収
、

更
に
五
十
五
年
、

大
阪
の
片
山
譲
二
が
買
収
、

施
設
整 

備
を
行
い
、

現
在
で
は
旅
館
部
と
自
炊
部
が
あ
る
。

ま
た
、

清
涼 

飲
料
水
と
し
て
、

鉱
泉
販
売
も
し
て
い
る
。

E
 

,

川

野

辰

之

助•

佐
藤
ア
サ
の
所
有
を
経
て
、

昭 

手

先

！一
一
皿
泉

, 

和

二

十

年(

一
九
四
五)

二
月
、

初
代
林
田
熊 

一
に
移
り
、

同

三

十

五

年(

一
九
六
〇)

二
月
、

二
代
林
田
熊
一 

所
有
と
な
る
。

そ
の
後
、

四
十
三
年
、

創
価
学
会
が
買
収
、
九
州 

研
修
道
場
と
し
て
施
設
整
備
す
る
。

ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
り
、
 

温
泉
は
豊
富
で
あ
る
。

F
 

V

鋒

投

湯•

錄
無
湯
と
も
呼
ば
れ
、

昔
明
ば
ん
を 

鋒

投
£

泉

、
 

； 

採
取
し
て
い
た
人
が
発
見
し
、

鹿
児
島
の
住
人 

森
永
某
が
浴
槽
を
設
け
た
と
い
う
。
島
津
義
弘
の
木
崎
原
の
戦
い 

(

一
五
七
二)

の
時
に
、
鋒
投
の
泉
源
に
関
連
の
あ
る
故
伝
が
伝 

え
ら
れ
て
い
る
。

元

禄

元

年(

一
六
ハ
ハ)

、

新
納
久
辰
が
増
築 

し
、

そ
の
後
、
浅
田
商
会
と
三
体
堂
と
の
共
有
の
時
代
も
あ
っ
た

が
、

昭

和

九

年(

一
九
三
四)

七
月
に
、
牧
園
町
有
と
な
っ
た
。
 

(

注)

か
つ
て
霧
島
養
育
院
が
置
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
温
泉
の 

北
方
約
四
キ
ロ
メ1

ト
ル
の
地
は
奥
の
院
が
あ
っ
た
所
と
い
わ
れ 

る
。
な
お
、
関
ヶ
原
の
役
の
出
軍
傷
者
が
多
数
湯
治
に
来
た
と
も 

い
わ
れ
て
い
る
。

そ

の

他

の

山

之

城

地

区

の

温

泉

源

、

冷
泉
、

鳥
地
獄
地
区 

温 

泉

の

鳥

の

池

地

獄

や

湯

之

池

な

ど

至

る

所

に

噴

気

が
あ
る
が
、

現
在 

泉
源
と
し
て
利
用 

さ
れ
て
い
る
も
の 

は
少
な
い
。

霧島最古の天然岩風呂
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第2章 霧島温泉の沿革並びに現況

牧
園
町
内
の
温
泉
の
泉
質
と
効
能

安

楽

地

区

妙

見

地

区

丸

尾

地

区

硫

黄

谷

也
X 

明

ぱ

ん

林

区

林

田

地

区

地 

区

含 

土 

類 

炭

酸

土

類

泉

含
土
類
重
曹
泉

含
土
類
重
曹
泉

含
土
類
重
曹
泉

単

純

温

泉
 

弱

食

塩

泉

単
純
硫
化
水
素
泉 

単

純

硫

黄

泉

単

純

酸

性

泉

単
純
硫
化
水
泉 

硫

化

水

素

泉

硫 

黄 

泉

泉 

質

リ
ュ
ー
マ
チ
、
神
経
痛
、
切
り
傷
、
婦
人
科
疾
患
、
そ
の
他

切
り
傷
、
火
傷
、
皮
膚
病
、
神
経
痛
、
リ
ュ
ー
マ
チ
、
そ
の
他

切
り
傷
、
火
傷
、
皮
膚
病
、
神
経
痛
、
リ
ュ
ー
マ
チ
、
そ
の
他

慢
性
関
節
リ
ュ
ー
マ
チ
、
慢
性
筋
肉
リ
ュ
ー
マ
チ
、
神
経
痛
、
神 

経
炎
、
糖
尿
病
、
皮
膚
病
、
動
脈
硬
化
症
、
そ
の
他

慢
性
関
節
リ
ュ
ー
マ
チ
、
急
性
リ
ュ
ー
マ
チ
後
遺
症
、
神
経
炎
、
 

外
傷
、
小
児
麻
痺
、
動
脈
硬
化
症
、
慢
性
皮
膚
病
、
そ
の
他

慢
性
関
節
リ
ユ
ー
マ
チ
、
慢
性
筋
肉
リ
ユ
ー
マ
チ
、
神
経
痛
、
神 

経
炎
、
糖
尿
病
、
皮
膚
病
、
動
脈
硬
化
症
、
そ
の
他

慢
性
関
節
リ
ュ
ー
マ
チ
、
慢
性
皮
膚
病

慢
性
関
節
リ
ュ
ー
マ
チ
、
慢
性
筋
肉
リ
ュ
ー
マ
チ
、
神
経
痛
、
神 

経
炎
、
糖
尿
病
、
皮
膚
病
、
動
脈
硬
化
症
、
そ
の
他

慢
性
関
節
リ
ュ
ー
マ
チ
、
慢
性
筋
肉
リ
ュ
ー
マ
チ
、
神
経
痛
、
神 

経
炎
、
糖
尿
病
、
皮
膚
病
、
動
脈
硬
化
症
、
そ
の
他

浴 

用 

適 

応 

症

慢
性
胃
炎
、
胃
か
い
よ
う
、
そ
の
他

慢
性
胃
炎
、
胃
か
い
よ
う
、
そ
の
他

慢
性
胃
炎
、
胃
か
い
よ
う
、
そ
の
他

常
習
便
秘
、
リ
ュ
ー
マ
チ
、
糖
尿
病
、
 

胆
石
病
、
そ
の
他

慢
性
胃
炎
、
ア
ト
ニ
ー

常
習
便
秘
、
リ
ュ
ー
マ
チ
、
糖
尿
病
、
 

胆
石
病
、
そ
の
他

常
習
便
秘
、
リ
ュ
ー
マ
チ
、
糖
尿
病
、
 

胆
石
病
、
そ
の
他

常
習
便
秘
、
リ
ュ
ー
マ
チ
・
、
糖
尿
病
、
 

胆
石
病
、
そ
の
他

飲

用

適

応

病
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第
三
章
新
川
渓
谷
温
泉
郷 

新

川

上

流

で

妙

見•

折

橋
•

安

楽
•

日

の

出
•

新

川
•

ラ
ム 

ネ
•

塩

浸
•

間
手
ヶ
原
と
、

そ
の
ほ
か
二
、

三
の
温
泉
と
、

馬
込 

の
甌
穴
群
を
含
む

約
六
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
に
及
ぶ

多
数
の
温
泉
群 

と
、
景
勝
と
史
跡
に
富
む
地
域
で
あ
る
。

妙

見
•

折

橋
•

安
楽
、

緑
な
す
山
々
と
、
渓
谷
に
囲
ま
れ
た
い 

で
湯
の
里
、

新
川
渓
谷
温
泉
郷
。
な
か
で
も
、

い
つ
も
に
ぎ
や
か 

な

の

が

妙

見•

折

橋
•

安
楽
温
泉
で
あ
る
。
窓
の
下
に
は
、

さ
ら 

さ
ら
と
谷
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、

カ
ジ
カ
の
澄
み
き
っ
た
声
が 

聞
こ 

え
、

心
を
和
ま
せ
る
。
特
に
晩
秋
の
紅
葉
の
こ
ろ
、

散
り
ゆ
く
木 

の
葉
を
眺
め
な
が
ら
の
入
浴
は
最
高
で
あ
る
。
近

年

こ

の

地

区
 

は
、

自
炊
設
備
も
整
い
、

県
外
か
ら
の
湯
治
客
も
多
く
、

長
期
滞 

在
者
も
あ
る
。

ま
た
、

近
く
に
犬
飼
滝
、

和
気
公
流
謫
の
際
入
浴 

さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
和
気
湯
、

そ
の
そ
ば
に
腰
掛
石
と
称
さ
れ
る 

も
の
、

更
に
一
段
上
っ
た
と
こ
ろ
に
、

和
気
神
社
な
ど
の
遺
跡
名 

勝
が
あ
る
。

湯
治
客
の
な
か
に
は
、

こ

れ

ら

名

勝•

遺
跡
を
訪
れ 

る
人
も
多
い
の
で
、
地
元
で
は
遊
歩
道
や
休
息
所
を
整
備
し
て
い

る
。

ま
た
、

遊
歩
道
の
要
所
に
は
、
犬
飼
滝
ま
で
の
距
離
を
記
し 

た
案
内
標
柱
が
、

六
か
所
建
設
さ
れ
て
い
る
。
妙

見
•

安
楽
温
泉 

か
ら
、

ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
近
距
離
に
あ
る
た
め
、
晴
れ
た 

日
の
午
後
は
、
遊
覧
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
 

安
楽
温
泉
を
過
ぎ
、

二
ニ
三
号
線
を
上
れ
ば
、
孟
宗
竹
林
に
囲 

ま
れ
た
静
か
な
新
川
温
泉
が
あ
り
、

更
に
上
れ
ば
日
の
出
温
泉
、
 

き
の
こ
の
里
が
あ
り
、

国
道
が
右
に
折
れ
、

石
坂
川
沿
い
に
上
れ 

ば
、
塩
浸
温
泉
福
祉
の
里
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
国
道
に
沿
っ
て
上 

れ
ば
、

一
 
•

五
キ
ロ 

メ -

ト
ル
ぐ
ら
い
の
右
下
側
に
、

間
手
ヶ
原 

温
泉
が
あ
る
。

一
 

新
川
渓
谷
温
泉
の
沿
革
並
び
に
現
況 

新
川
渓
谷
は
、

遠
く
え
び
の
岳
の
ふ
も
と
に
源
を
発
し
た
三
体 

川
•

手
洗
川
が
宿
窪
田
で
合
流
し
、

更
に
、

横
川
町
山
ヶ
野
金
山 

付
近
に

源
を

発
す

る

通

称

金

山

川(

新
川
上
流)

と
、

塩

浸

発
 

電
所
付
近
で
合
し
、

河
川
の
浸
食
作
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
美
し
い 

渓
谷
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
河
川
は
、

比
較
的
急
流
で
、
瀬
を
つ
く 

り
、
滝
を
つ
く
り
、

大
き
く
蛇
行
し
た
部
分
も
あ
る
。
 

こ
の
温
泉
群
を
上
流
か
ら
あ
げ
て
み
る
と
、

間

手

ヶ

原
•

塩
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新川渓谷

浸
•

日

の

出•

山

ノ

湯•

新

川
•

安

楽
•

妙

見
•

折

橋
•

和
気
な 

ど
で
、

こ
れ
ら
の
ほ
か
河
床
あ
る
い
は
河
川
沿
い
の
地
点
で
、
炭 

酸
ガ
ス
を
伴
っ
た
温
泉
が
、

未
利
用
の
ま
ま
自
然
湧
出
し
て
い
る 

箇
所
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、

医

治

効

能

を

高

く

評

価

さ

れ

て

き

た

温

泉

が

多 

く
、
施

設
•

設
備
も
、

近
年
面
目
を
改
め
、

逐
次
近
代
的
に
脱
皮 

し
つ
つ
あ
る
。

た
だ
、

折
角
風
致
的
に
優
れ
た
景
観
、

環
境
、
温 

泉
な
ど
を
荒
廃
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
べ

温泉発見年代

温泉名|発見年(西暦)

間手ヶ原温泉|明治34年(1901) 

塩浸温泉；文化3年(1806) 

ラムネ温泉'明治38年(1905) 

日の出温泉；文化8年(1811) 

山ノ湯温泉嘉永3年(1850) 

新川温泉不 詳

安楽温泉康治元年(1142) 

妙見温泉題牆(1880) 

折橋温泉宝暦2年(1752) 

和気温泉不 詳

き
で
あ
る
。

当
地
区
内
の
温
泉
発
見
の
時
期
は
、
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

こ
の
地
区
の
温
泉
の
性
質
が
、

い
ず
れ
も
重
炭
酸
泉
に
属
し
て 

お
り
、
新

川
(

天
降
川)

水
系
に
沿
っ
て
、
温
泉
の
位
置
が
上
流 

か
ら
下
流
に
な
る
に
つ
れ
て
、
重
炭
酸
土
類
泉
か
ら
含
食
塩
重
炭 

酸
土
類
泉
と
な
り
、

更
に
含
土
類
重
曹
泉
と
変
わ
っ
て
い
る
。
 

な
お
、

温
泉
は
、
自
然
湧
出
又
は
浅
い
掘
削
に
よ
っ
て
自
噴
し 

て
い
る
も
の
を
、

そ
の
ま
ま
か
、

あ

る

い

は

簡

単

な

工

事

を

行 

い
、
機
械
揚
湯
し
て
利
用
し
て
い
る
が
、

源
泉
の
場
所
が
河
川
敷 

で
あ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、

こ
の
傾
向
は
、
今
後
温
泉
量
需
要
の
伸
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び
と
と
も
に
、
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
あ
ま
り
進
む
と
、

地
区
に
よ
っ
て
は
相
互
間 

に
干
渉
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、

ま
た
、

今

日

で 

も
、
多
く
が
出
水
時
な
ど
に
た
い
へ
ん
苦
労
し
て
い
る
実
情
で
あ 

る
の
で
、
将

来
な

ん

ら

か

の

形

の

温

泉

集

中

管

理

機

構

を

つ

く 

り
、

思
い
切
っ
た
施
設
で
、

現
在
未
利
用
の
ま
ま
放
流
さ
れ
て
い 

る
河
川
敷
の
、
豊
富
な
自
然
湧
出
温
泉
を
も
利
用
す
る
こ
と
を
考 

慮
に
入
れ
て
、

集
湯
配
湯
を
行
う
と
い
っ
た
よ
う
な
構
想
を
、

考 

究
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

1

間
手
ヶ
原
温
泉

明

治

三

十

四

年(

一
九
〇
一)

の
発
見
と
い
わ
れ
る
。

国
道
二 

二
三
号
線
沿
い
の
間
手
ヶ
原
に
あ
り
、
交
通
は
便
利
で
あ
る
が
、
 

近
く
に
有
名
温
泉
が
多
い
た
め
、
浴
客
は
多
く
な
い
。

ま
た
、
噴 

出
口
が
低
所
に
あ
る
た
め
、
電
力
を
使
用
し
て
揚
泉
し
て
い
る
。
 

2

艦

の

湯

塩
浸
温
泉
の
上
流
約
一
〇0

メ
ー
ト

ル

余

の

と

こ

ろ

に

あ

っ 

た
。

明

治

四

十

二

年(

一
九
〇
九)

に
出
水
町
の
土
屋
清
人•

山 

下
朝
憲
が
共
同
し
て
岩
壁
を
砕
き
、
辛

う

じ

て

一

〇

〇

坪

余(

約 

三
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル)

の
平
地
を
開
き
、
浴
場
を
建
て
た
。

ま 

た
、

約
一
〇0

メ
ー
ト
ル
上
方
の
道
路
わ
き
に
、

二
階
建
て
の
旅

館
を
建
造
し
、
浴
客
を
引
こ
う
と
し
た
が
、

時
宜
に
適
せ
ず
、

失 

敗
に
終
わ
り
、

当
時
数
万
円
を
投
じ
た
観
光
事
業
も
、

つ
い
に
放 

棄
し
た
。

現
在
国
道
ニ
ニ
三
号
線
の
開
通
に
よ
り
、

浴
場
は
旧
形 

を
と
ど
め
て
い
な
い
が
、

お
湯
は
現
在
の
塩
浸
温
泉
場
に
引
湯
し 

て
お
り
、

利
用
客
も
多
い
。

3

塩

浸

温

泉

昔
、

鶴
が
傷
を 

い
や
し
た
と
い
う 

の
で
、

鶴
の
湯
と 

も
い
わ
れ
て
い
た 

が
、

そ
の
後
、

川 

ぶ
ち
の
岩
に
塩
蠣 

の
つ
い
て
い
る
の 

を
見
つ
け
、

塩
浸 

温
泉
と
称
す
る
よ 

う
に
な
っ
た
と
い 

う
。ま

た
、
幕
末
の 

安

政

年

間

の

こ
 

ろ
、
浴
場
を
改
築

塩浸温泉
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し
、

家
屋
を
建
て
、
浴
客
誘
致
の
宣
伝
を
し
た
が
、

幾
年
を
経
ず 

し
て
放
棄
さ
れ
た
。

慶

応

三

年
(

一
ハ
六
七)

こ
ろ
、

福
山
郷
の
岡
元
助
八
が
湯
守 

と
な
り
、
浴
場
な
ど
の
改
築
を
行
い
、
大
い
に
宣
伝
し
た
。
時
あ 

た
か
も
戊
辰
の
役
の
負
傷
者
の
治
療
に
大
い
に
効
能
が
あ
っ
た
の 

で
、

県
下
に
広
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た̂
 

こ
の
名
声
が
藩
主
の
耳
に
入
り
、

島
津
家
か
ら
の
使
者
が
派
遣 

さ
れ
、
時
の
横
目
付
永
田
与
右
衛
門
に
計
ら
い
、

山
道
を
開
き
、
 

浴
槽
並
び
に
民
家
を
建
て
て
温
泉
場
と
し
た
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
、
 

塩
浸
温
泉
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
、

そ
の
名
声
が
遠
近 

に
と
ど
ろ
き
、

鹿
児
島
は
も
と
よ
り
、
広
く
県
外
か
ら
も
浴
客
が 

集
ま
り
、

ま
す
ま
す
名
温
泉
と
な
っ
た
。

塩
浸
温
泉
場
は
、

慶

応

四

年(

一
ハ
六
ハ)

以
前
、
藩
庁
工
事 

前
は
、
温
泉
湧
出
口
の
土
砂
を
上
げ
、

わ
ず
か
に
数
人
を
入
れ
る 

ぐ
ら
い
の
湯
つ
ぼ
で
あ
っ
て
、

屋
根
は
雨
露
を
し
の
ぐ
程
度
の
構 

造
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
東
方
の
坂
道
は
危
険
で
、

一
部
分
ょ
う
や 

く
一
人
ぐ
ら
い
を
通
す
ほ
ど
の
道
で
あ
っ
た
の
で
、

時
の
踊
郷
役 

員
か
ら
の
申
請
に
よ
っ
て
、

湯

守

支

配

人
は

少

額

の
運

上

金(

地 

料)

を
藩
庁
に
納
め
て
い
た
。

こ

の

間

の

経

緯

は

「
平
山
泰
介
事 

績
」

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
あ
げ
れ
ば
、

次
の
と
お

り
で
あ
る
。

其
ノ
温
泉
効
能
八
切
創
、
梅
毒
一-

著
名
ナ
ル
ハ
広
ク
伝
ワ
ル
、
故 

一
一
藩
庁
ハ
明
治
戊
辰
役
出
軍
負
傷
者
ノ
療
養
所
ト
シ
テ
、
藩
主
御
手 

許
金
ヲ
以
テ
大
工
事
営
マ
ル
。
石
工
権
太
郎(

近
在
小
野
村
住
人) 

二
命
ゼ
ラ
レ
、
数
十
名
ノ
石
工
人
夫
入
リ
来
リ
、
河
川
堤
防
東
側
ノ 

坂
道
切
石
ヲ
以
テ
築
キ
上
ゲ(

現
存
ス
ル)

、
鹿
児
島
方
面
往
来
道
中 

ノ
内
嘉
例
川
新
道
七
曲
坂
開
サ
ク
及
ビ
家
二
軒
新
築
修
繕
十
一
軒
湯 

壺
三
ヶ
所
改
造
橋
架
設
等
其
ノ
費
用
多
額
ヲ
要
セ
ラ
レ
シ
ト
言
フ
。
 

為
二
境
内
外
共
面
目
ヲ
一
新
シ
、
従
ツ
テ
負
傷
者
及
ビ
同
行
者
多
数 

入
リ
来
リ
頓-
一
繁
栄
ス
。
依
ッ
テ
温
泉
場
ハ
旧
習
ヲ
改
ス
、
藩
庁
直 

属
ト
ナ
リ
シ
モ
、
元
来
収
入
目
的
ニ
ア
ラ
ズ
。
従
前
踊
郷
一
一
於
テ 

ハ
、
其
ノ
収
入
利
得
ハ
、
貧
民
救
済
即
チ
貧
民
者
ノ
農
馬
購
入
補
助 

費
一-

充
当
シ
、
来
リ
タ
ル
関
係
上
、
明
治
九
年
九
月
宿
窪
田
村
一
一
払 

下
以
前-
一
於
テ
モ
幸
二
踊
郷
一
一
収
入
シ
得
タ
ル
ナ
リ
。
尚
廃
藩
置
県 

後
、
収
入
全
部
ヲ
牧
園
校
経
費
一-

繰
入
レ
タ
リ
。
尚
塩
浸
温
泉
場
無 

償
払
下
願
八
次
ノ
ト
オ
リ
デ
ア
ル
。

郷
内
供
有
地
之
願
、
踊

一
、
木
屋
二
十
一
軒

内

二

軒

右
老
行
慶
応
四
辰
年
旧
藩
会
計
局
ニ
テ
新
造
立

十
一
軒

749



光第8編観

右
老
行
同
年
同
計
一-

テ
本
木
屋
修
車
取
繕

二
軒

右
靑
行
所
計
ニ
テ
造
立

六
軒

右
表
行
当
支
配
人
秋
山
嘉
一
郎
先
支
配
人
ヨ
リ
附
属
併
新
造
立 

温
泉
三
坪

但
慶
応
四
辰
年
旧
藩
会
計
局
ニ
テ
修
甫

右
者
当
郷
塩
浸
温
泉
場
ノ
儀
、
弘
化
年
間-
一
取
計
ヲ
以
開
立
本
行 

内
書
ノ
通
木
屋
造
建
仕
其
砌
ヨ
リ
諸
人
入
込-
一
モ
相
成
場
所
一
一
御
座 

候
。
〇
旧
藩
代
御
手
ヲ
被
相
付
尤
支
配
人
木
屋
木
屋
モ
御
座
候 

右
ノ
通
ニ
テ
是
迄
所
役
員
ヨ
リ
依
申
立
支
配
人
被
召
替
去
明
治
五 

年
壬
申
春
ヨ
リ
向
フ
十
ケ
年
季
ヲ
以
テ
秋
丸
嘉
一
郎
へ
支
配
人
被
仰 

付
置
年
々
金
拾
参
円
拾
五
銭
七
厘
九
毛
宛
所
方
へ
差
出
シ
来
リ
候
処 

今
般
地
租
御
改
正
被
仰
出
候
一
一
付
テ
ハ
諸
温
泉
場
ノ
儀
宅
地-
一
可
取 

調
旨
御
達
ノ
趣
承
知
仕
右
二
付
テ
ハ
塩
浸
温
泉
場
ノ
儀
右
之
通
ノ
場 

所--
御
座
候
一
一
付
キ
誰
ソ
一
人
特
ニ
可
被
仰
八
場
所
柄-

モ
有
御
座 

間
敷
吟
味
仕
依
之
郷
内
供
有
地-
一
被
仰
付
度
尤
外
温
泉
場-
一
相
替
是 

迄
郷
内
救
助
筋
二
モ
相
成
場
所
柄
ニ
テ
誰
ソ
一
人
へ
地
主
被
仰
付
候 

テ
ハ
右
式
難
有
用
途
モ
失
ヒ
、
殊
一
一
当
郷
内
学
校
保
護
ノ
見
込
別
段 

良
法
等
無
御
座
右
温
泉
ノ
儀
外
温
泉
十
有
余
箇
所
第
一
ノ
場
所
ニ
テ 

仮
令
地
租
相
掛
候
テ
モ
相
応
ノ
余
勢
八
可
有
御
座
候
一
一
付
願
ノ
通
御

聞
届
於
被
成
下
ハ
当
分
ノ
振
合
ニ
做
ヒ
厳
重
取
扱
仕
学
校
資
本
一
一
備 

置
候
得
ハ
一
統
難
有
次
第
商
議
仕
候
何
卒
郷
内
温
泉
場
右
旁
々
ノ
御 

取
訳
ヲ
以
テ
奉
願
候
通
供
有
地
御
許
可
被
仰
付
被
下
度
此
段
奉
歎
願 

候
也
。

但
鹿
図
面
相
添
差
上
申
候
。
且
ツ
願
通
リ
被
仰
付
テ
ハ
旧
藩
代
御 

造
立
木
屋
之。

軽
キ
貸
申
受
被
仰
付
度 

副
戸
長

区
戸
長 

泰
介
は
先
の
踊
郷
地
頭
の
椎
原
国
幹(

西
郷
翁
の
叔
父)

に
依 

頼
し
て
、
そ
の
尽
力
に
よ
っ
て
目
的
を
達
し
よ
う
と
し
、
時
の
大 

山
県
令
に
伝
達
方
を
頼
み
、
六
回
に
わ
た
っ
て
役
員
交
替
で
払
い 

下
げ
陳
情
し
た
。
そ
の
結
果
よ
う
や
く
明
治
九
年
九
月
払
い
下
げ 

が
確
定
し
た
。
そ
の
全
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

其
郷
塩
浸
温
泉
場
処
分
ノ
儀
向
出
趣
有
之
及
指
令
置
候
処
、
右
ハ 

取
消
更
一-

左
ノ
通
可
相
心
候
事
。

塩
浸
温
泉
之
儀
八
其
村
共
有
地
一
一
取
調
湯
壺
ノ
ミ
ヲ
大
量
求
積
可 

致
支
配
人
年
限
中
ハ
是
迄
ノ
通-
ー
テ
地
租
差
出
儀
共
相
対
可
為
熟
談 

尤
年
季
明
ノ
上
八
所
中
ヨ
リ
支
配
可
致
事
。

但
明
治
五
年
壬
申
春
ヨ
リ
巳
年
迄
拾
ケ
年
秋
山
賀
一
郎
支
配 

同
丑
年
ヨ
リ
卯
年
迄
向
拾
ヶ
年
堀
之
内
勘
五
右
ヱ
門
支
配 

旧
藩
計
算
所
計
造
立
湯
木
屋
ノ
儀
八
其
村
共
有
地
宅
地
二
取
調
支 

配
人
年
限
中
八
前
条
同
断
タ
ル
ベ
キ
事
。
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但
旧
藩
計
造
立
湯
木
屋
ノ
儀
ハ
無
代
価
払
下
申
付
候
。
 

当
支
配
人
私
有
ノ
家
屋
設
置
地
ハ
其
村
共
有
ノ
宅
地-
一
可
取
調
事
。
 

但
建
物
ハ
支
配
人
交
替
ノ
節
売
渡
候
力
又
ハ
解
毀
候
共
所
有
主 

可
勝
手
事
。

九
月
九
日 

鹿
児
島
県
参
事
田
畑
常
秋 

こ
こ
で
塩
浸
温
泉
払
い
下
げ
の
経
緯
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。 

当
時
の
踊
戸
長
平
山
泰
介
は
、
藩
所
有
の
塩
浸
温
泉
場
及
び
城
山 

の
無
償
払
い
下
げ
を
計
画
し
、

願
書
を
た
び
た
び
提
出
し
た
が
、
 

こ
の
温
泉
は
旧
藩
庁
時
代
に
多
額
の
費
用
を
か
け
て
修
理
し
た
関

係
も
あ
っ
て
、

容
易
に
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
泰
介
は
、
 

先
に
踊
地
頭
で

あ
っ
た
椎
原
国
幹
に
依
頼
す

る
こ

と
を

思
い
立 

ち
、

そ
の
事
情
を

述
べ
て

大
山
県
令
に
尽
力
方
を

頼
ん
だ
と
こ 

ろ
、
椎
原
は
い
ま
だ
か
つ
て
大
山
県
令
に
願
い
事
を
取
り
次
い
だ 

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

泰
介
の
願
い
を
快
く
引
き
受
け
、

県
と
交 

渉
し
た
。

そ
の
結
果
、

明
治
九
年(

一
八
七
六)

九
月
、

同
温
泉
の 

土
地
建
物
と
も
ど
も
、
無
償
で
時
の
鹿
児
島
県
参
事
田
畑
常
秋
の 

名
で
払
い
下
げ
を
受
け
た
。

塩
浸
温
泉
の
沿
革

明
治
五
年

慶

応

年

慶 

応 

元 

年

安

政

の

表

契
約
年
月
日

郡
奉
行

伊

集

院

周

八

賃

貸

人

鹿
児
島
西
田

秋

山

賀

一

郎

福
山
郡

岡

山

助

八

万
膳
村

園
田
麦
右
衛
門

国
分
町

丸
山
栄
右
衛
門

賃

借

人

明
治
五
年
壬
申
春
か
ら
向
こ
う
一
〇
か
年
間
、
支
配
人
を
命
ず
。
傭
賃
金
、
年 

二
二
円
一
五
銭
七
厘
九
毛
宛
、
明
治
十
二
年
四
月
ま
で
踊
郷
学
校
方
へ
年
々
税
金

賃
借
人
が
湯
守
と
な
り
、
浴
場
、家
屋
の
改
築
を
し
、大
い
に
宣
伝
に
つ
と
め
た 

と
こ
ろ
、
次
第
に
入
浴
者
が
増
加
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
戊
辰
の
役
で
多
く
の
傷
病 

兵
が
帰
還
し
た
の
で
、
藩
公
は
、
こ
の
効
能
卓
絶
し
た
温
泉
を
療
養
所
に
充
て
る 

た
め
、
御
内
帑
金
を
支
出
し
て
一
大
工
事
を
し
、
督
励
さ
れ
た
の
で
面
目
を
一
新

しおかき

し
た
。
時
の
作
業
奉
行
が
、
川
渕
の
岩
角
に
塩
蠣
が
付
着
し
て
い
る
の
を
見
つ 

け
、
塩
類
温
泉
で
あ
る
と
思
い
、
新
た
に
「
塩
浸
温
泉
」
と
改
称
し
た
。

上
の
後
を
受
け
て
営
業
を
し
た
が
、
湯
銭
は
取
ら
ず
、
茶
店
や
、
中
食
の
菜
の 

求
め
に
応
ず
る
程
度
で
、
二
年
後
に
放
棄
し
た
。

湯
守
の
許
可
を
受
け
、
浴
場
を
改
修
し
、
浴
客
を
引
く
計
画
を
し
た
が
、
幾
年 

も
た
た
な
い
う
ち
に
放
棄
し
た
。

沿

革
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752

平
成
二
年

昭
和
六
十
三
年
七
〜

九
月

平
成
元
年
一
〜
六
月

昭
和
五
十
六
年
七
月 

一
 

昭
和
六
十
三
年
五
月

昭
和
三
十
五
年
一
月

明
治
十
八
年

明
治
十
六
年
一
月

明
治
九
年
九
月

契
約
年
月
日

牧

園

町

牧

園

町

牧

園

町

直

営

鹿
児
島
県
参
事 

田

畑

常

秋

賃

貸

人

町
、
社
会
福
祉
協 

議
会

石
下
谷 

学

堀

之

内

直

治

郷

村

賃

借

人

住
民
福
祉
の
向
上
と
、
老
人
並
び
に
身
体
障
害
者 

「塩
浸
温
泉
、
福
祉
の
里
」

ら
に
対
し
、
保
養
、
休
憩
を
提
供
す
る(

町
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託)

。

町
の
工
事
の
た
め
、
自
衛
隊
員
宿
舎
と
し
て
使
用

民
間
委
託

塩
浸
温
泉
「
河
鹿
荘
」
は
、
国
道
ニ
ニ
三
号
線
の
改
良
工
事
の
た
め
、
取
り
除 

か
れ
て
い
た
が
、
町
で
は
こ
れ
を
再
建
す
る
た
め
、
川
向
か
い
に
鉄
筋
三
階
建
て 

の
施
設
を
建
設
し
、
牧
園
町
営
塩
浸
温
泉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
館
し
た
。

塩
浸
温
泉
「
河
鹿
荘
」
オ
ー
プ
ン

ていとう

ま
れ
な
暴
風
雨
が
あ
っ
た
。
大
洪
水
で
、
堤
塘
が
崩
れ
、
家
屋
は
お
お
む
ね
倒 

壊
し
、
大
損
害
を
受
け
、
回
復
の
見
込
み
が
な
い
と
し
て
、
売
却
の
儀
が
起
こ
っ 

た
が
、

一
大
奮
発
し
再
興
し
た
。
し
か
し
、
風
水
害
に
加
え
て
、

一
般
的
に
不
景 

気
の
た
め
、
浴
客
は
衰
退
し
た
。

(

勘
右
衛
門
改
名)

湯
守
と
な
る
。

秋
山
賀
一
郎
に
明
治
十
五
年
十
二
月
末
ま
で
、
翌
年
一
月
か
ら
各
二
十
五
年
十 

二
月
ま
で
、
堀
之
内
勘
右
衛
門
に
、
こ
れ
ま
で
通
り
、

一
か
年
金
一
〇
〇
円
あ 

て
、
当
牧
園
小
学
校
へ
差
し
出
し
、
学
資
金
と
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
踊
郷
に
無 

償
払
い
下
げ
の
許
可
あ
り
。

二
〇
円
宛

沿

革
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ラ
ム
ネ
温
泉

国
道
ニ
二
三
号
線
沿
い
に
あ
り
、
新
川
渓
谷
中
最
も
渓
谷
の
美 

し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

紅
葉
の
こ
ろ
は
、

カ
エ
デ
が
い
っ
そ
う
景 

色
を
引
き
立
て
る
。

近
く
に
は
、
伝
説
の
熊
襲
の
穴
も
あ
る
。
泉 

質
は
、

天
然
炭
酸
ガ
ス
を
多
分
に
含
有
し
て
い
る
た
め
、
酸
味
を 

有
し
、
飲
み
や
す
く
、

多
量
に
飲
用
で
き
る
。

胃
腸
病
に
よ
く
効 

く
ほ
か
、

じ
ん
臓
、
糖
尿
病
に
も
よ
い
、

と
い
わ
れ
て
い
る
。
宿 

泊
設
備
も
あ
り
、
自
炊
施
設
も
整
い
、

交
通
の
便
も
よ
い
。
(

現 

在
、
休
業
中)

5

日
の
出
温
泉

こ
の
温
泉
は
、
文

化

八

年(

一
ハ
一
一)

に
踊
郷
有
馬
武
太
夫 

の
発
見
し
た
も
の
で
、

同
十
四
年
か
ら
温
泉
経
営
に
着
手
し
た
。
 

切
り
傷
、
皮
膚
病
に
特
に
効
能
が
顕
著
で
あ
っ
た
た
め
、
将
来
の
有 

望
性
が
認
め
ら
れ
、

明
治
三
十
年
三
月
、
有
馬
武
太
夫
か
ら
牧
園 

村
が
買
収
し
た
。
も
と
、

平
落
温
泉
と
称
し
て
い
た
が
、

同
三
十 

七
年
か
ら
現
在
の
名
称
と
な
り
、

昭
和
二
年
湯
槽
の
改
造
を
し
、
 

続
い
て
同
四
年
に
自
炊
家
屋
の
大
改
築
を
行
い
、

更
に
新
国
道
二 

二
三
号
線
の
開
通
に
よ
り
、

面
目
を
一
新
し
て
今
日
に
及
ん
で
い 

る
。現

在
は
「
き
の
こ
の
里
」
と
し
て
農
産
物
、

林
産
物
な
ど
の
販
売

泉 温 出 の 日

（きのこの里）

も
さ
れ
て
お
り
、
盛
況
を
呈
し
て
い
る(

町
、
森
林
組
合
が
管
理)

。
 

6

安

楽

温

泉

湯
治
客
で
に
ぎ
や
か
な
安
楽
温
泉
は
、
妙
見
と
並
ぶ
に
ぎ
や
か 

さ
で
あ
る
。
安
楽
温
泉
は
、

『
三
国
名
勝
図
会
』

に
は
、

「
こ
の
地 

よ
り
温
泉
出
づ
べ
し
、

安
楽
に
居
住
し
得
ん
云
々
」
と
あ
り
、

そ 

れ
以
来
、

こ

の

里

一

帯

を

「
安
楽
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

気

753



第8編観 光

安楽温泉

候
は
温
暖
で
、

泉
質
豊
富
、
付
近
は
旅
館
を
は
じ
め
自
炊
客
業
、
 

民
宿
を
営
む
十
数
軒
が
あ
っ
て
、

多
い
時
は
四
、

五
百
人
も
の
湯 

治
客
を
数
え
る
。

平
均
の
滞
在
期
間
は
一
週
間
ぐ
ら
い
と
か
。
宿 

泊
施
設
も
多
く
、

「
人
間
回
復
」
に

は

も

っ

て

こ

い

の

温

泉

で

あ 

る
。

7

妙

見

温

泉

妙
見
温
泉
は
、

明

治

二

十

八

年(

一
八
九
五)

に
、

田
島
十
郎

次
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、

早
速
浴
槽
を
造
り
一
般
に
試
浴
さ
せ
た

と
こ
ろ
、

諸
病
に
卓
効
が
あ
る
の
に
驚
き
、

妙
見
神
社
の
旧
跡
か 

ら
湧
出
す
る
の
に
ち
な
み
、
妙
見
温
泉
と
命
名
し
た̂

同
四
十
年

(

一
九
〇
七)

来
、
 

営
業
を
開
始
し
、
今 

日
に
至
っ
た
も
の
で 

あ
る
。

妙
見
ラ
ム
ネ
温
泉 

(

今
の
雅
叙
苑)

は
、
 

大
正
七
年(

一
九
一 

ハ)

、

田

島

伴

次

郎 

が

発

見

し

た

も

の 

で
、
妙
見
温
泉
と
と 

も

に

、

リ
ュ
ー
マ 

チ
、

神
経
痛
そ
の
他 

諸
病
に
卓
効
を
み
る 

の
で
、

四
季
を
通
じ

入
浴
客
の
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。
最
近
は
旅
館
、

ホ
テ
ル
数
も
多 

く
な
り
、

各
般
の
設
備
も
充
実
し
、
着
々
と
近
代
化
へ
の
歩
み
を 

整
え
つ
つ
あ
る
。

8

折

橋

温

泉

こ
の
温
泉
は
、

宝

暦

二

年(

一
七
五
二)

に
、

折
橋
左
門
に
よ 

っ
て
発
見
さ
れ
た
。

鉄

湯
•

明
ば
ん
湯
な
ど
、

種
類
や
泉
量
に
富 妙見温泉
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む
温
泉
で
あ
る
。

明
治
十
年(

一
八
七
七)

、
薩
軍
の
傷
病
兵
が
来 

浴
し
、

そ
の
偉
効
を
宣
伝
し
て
か
ら
、

そ
の
名
が
世
に
広
ま
っ
た 

と
い
わ
れ
る
。

同
十
二
年
、

久
木
田
五
介
が
買
収
し
て
、

内
外
の 

設
備
を
整
え
、

や
や
面
目
を
改
め
た
が
、

な

お

遣

憾

な

点

が

多 

く
、

久
木
田
五
郎
の
経
営
に
移
っ
て
か
ら
施
設
も
大
い
に
進
み
、
 

今
日
の
盛
況
を
み
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
自
炊
設
備
も
整
備 

さ
れ
、

多
数
の
自
炊
客
を
収
容
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
内
湯 

施
設
も
完
備
。

な
お
、

鉄
湯
は
外
科
的
治
療
に
効
果
が
あ
る
と
い 

わ
れ
る
。

9

坂
本
龍
馬
の
ハ
ネ
ム1

ン

幕
末
の
志
士
坂
本
龍
馬
が
、
恋

女

房

の

お

龍

を

伴

い

、

こ
の 

地
に
遊
ん
だ
の
は
有
名
な
話
。

今

で

い

え

ば

ハ

ネ

ム

ー

ン

の

は 

し
り
だ
ろ
う
か
。
絹
ご
し
の
よ
う
な
さ
わ
や
か
な
空
気
、

清
ら
か 

な
せ
せ
ら
ぎ
、
美
し
い
自
然
、

そ
し
て
心
あ
た
た
ま
る
人
の
情
、
 

そ
れ
ら
す
べ
て
が
龍
馬
の
心
を
と
ら
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
姉
に
あ 

て
た
手
紙
の
一
節
に
、

「
塩

浸

に

は

、

十
日
ば
か
り
も
宿
り
て
遊 

び
、

谷
川
の
流
れ
に
て
魚
を
釣
り
、

ピ
ス
ト
ル
を
も
ち
て
鳥
を
う 

つ
な
ど
、
実
に
お
も
し
ろ
か
り
…
…(

略)

」
と
あ
り
、

龍
馬
夫
妻 

は
飛
沫
は
げ
し
い
犬
飼
の
滝
を
訪
れ
、

更
に
神
話
の
地
高
千
穂
峯 

ま
で
足
を
延
ば
し
て
、

天
の
逆
鋒
を
み
て
、

「
そ
の
形
、

た
し
か

坂本龍馬•お龍湯治の浴槽

に
天
狗
の
面
な
り
。

二
人
大
い
に
笑
い
た
り
…
…
」
と
ユ
ー
モ
ア 

の
あ
る
面
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。

こ
の
年
、
龍
馬
の
奔
走
に
よ
り
、

西

郷
•

大

久

保•

木
戸
と
会 

い
、

こ
こ
に
薩
長
同
盟
を
成
立
さ
せ
る
と
い
う
大
役
を
果
た
し
て 

い
る
。

お
龍
と
い
う
の
は
、
有

名

な

「
寺
田
屋
事
件
」

の
寺
田
屋 

の
養
女
、
寺
田
屋
は
薩
摩
藩
の
船
宿
で
あ
っ
た
。
勝
海
舟
の
使
者 

と
し
て
、

西
郷
と
会
っ
た
龍
馬
は
、

そ
の
後
薩
摩
藩
の
保
護
を
受 

け
、

西
郷
と
は
公
私
と
も
ど
も
の
交
際
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

ま
た
、
高
千
穂
峯
に
登
っ
た
時
硫
黄
谷
温
泉
に
も
泊
ま
っ
た
と
い 

う
。

(

注)

坂
本
龍
馬
夫
妻
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
の
は
、
慶
応
二
年(

一
八
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新川渓谷自炊部施設

（人）

施設名 通 称 一般収容人員 団体収容人員 施 設

鶴乃易（鶴ヶ野） つるの湯 50 50 自炊施設

大徳館（賀来） 50 50 〃

安栖武彦 30 30

安栖フヂ 30 30 〃

安栖重男 20 20 〃

さかいだ温泉 50 50 〃

安栖チェ 50 50 〃

安栖重樹 塩 湯 100 100 〃

佐藤圭二 30 30 〃

きのこの里 日の出 20 20 〃

みょうばん湯 14 14 〃

合 計1 444 444

六
六)

三
月
の
こ
と
で
、
二
人
は
大
坂
か
ら
蒸
気
船
に
乗
り
込 

み
、
長
崎
を
経
て
十
日
に
鹿
児
島
に
到
着
。

そ
れ
か
ら
、
日
当 

山•

塩
浸•

栄
之
尾
を
経
て
高
千
穂
峯
に
登
っ
て
い
る
。
文
中
の 

ピ
ス
ト
ル
は
、
寺
田
屋
で
幕
吏
と
死
闘
の
際
に
使
用
し
た
も
の
で 

あ
る
と
い
う
。

坂

本

龍

馬•

お
龍
新
婚
湯
治
の
碑

慶
応
二
年
三
月
、
寺
田
屋
事
件
で
九
死
に
一
生
を
得
た
坂
本
龍
馬 

は
、
西
郷
隆
盛
ら
の
す
す
め
で
、
妻
お
龍
と
と
も
に
当
塩
浸
温
泉
で 

傷
を
い
や
し
な
が
ら
霧
島
に
あ
そ
び
、
二
人
の
生
涯
で
最
も
楽
し
い 

生
活
を
お
く
っ
た
。
こ
れ
が
日
本
の
新
婚
旅
行
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
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て
い
る
。
龍
馬
は
翌
年
京
都
近
江
屋
に
お
い
て
暗
殺
さ
れ
た
。
時
に 

三
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
近
代
日
本
の
礎
を
築
い
た
龍
馬
ゆ
か
り
の
地 

に
町
内
外
の
浄
財
を
仰
ぎ
、
こ
の
像
を
建
て
後
世
に
伝
え
る
も
の
で 

あ
る
。

平
成
元
年
十
一
月
吉
日

建
設
坂
本
龍
馬
銅
像
建
立
委
員
会 

制
作 

日
展
委
嘱
彫
刻
家 

楠
本
香
代
子 

題
字 

牧
園
町
長 

川
畑 

義
照 

〔参
考
〕

坂

本

龍

馬•

お
龍
像
建
立
の
経
過 

昭
和
六
十
一
年
六
月
、
牧
園
町
史
談
会
が
史
跡
研
修
の
際
、
鹿 

児
島
市
の
天
保
山
公
園
で
龍
馬•

お

龍

の

像

を

見

つ

け

、

二
一 

人
が
生
涯
で
最
も
楽
し
い
生
活
を
お
く 

っ

た

牧

園

の

塩

浸

温

泉 

に
こ
そ
像
を
建
て
よ
う
」
と
意
見
が
一
致
し
た
。

そ

れ

以

来

、
 

像
の
建
立
委
員
会
を
結
成
、

メ
ン
バ
ー
ニ
ニ
人
の
平
均
年
齢
七
三 

歳
の
高
齢
だ
っ
た
が
、
毎
日
町
民
一
人
ひ
と
り
に
趣
旨
を
説
明
す 

る
一
方
、

全
国
に
寄
附
を
呼
び
か
け
る
な
ど
運
動
し
た
。

以
来
三 

年
五
か
月
、

龍
馬
の
出
身
地
で
あ
る
高
知
市
を
は
じ
め
全
国
の
龍 

馬
フ
ァ
ン
を
含
め
約
ニ
一O
O

人
か
ら
、

一
四
五
〇
万
円
の
浄
財 

が
寄
せ
ら
れ
た
。
像
は
、
高
さ
一
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
台
座

の
上
に
左
に
太
刀
を
持
っ
た
龍
馬(

高
さ
一
ハ
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト 

ル)

、

そ
れ
を
見
上
げ
る
お
龍
と
い
う
幕
末
志
士
と
そ
の
妻
を
表 

し
た
、
等
身
大
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
完
成
し
た
。

町
も
像
周
辺
の
整
備
事
業
を
実
施
し
、

県
は
像
の
横
を
流
れ
る 

天

降

川

を

「
親
水
公
園
」
と
し
て
改
修
し
た
。

平
成
元
年
十
一
月 

二
十
三
日
、

現
地
で
除
幕
式
が
、
像
制
作
者
楠
元
香
代
子
、

高
知 

市
代
表
、

町
長
、

そ
の
他
関
係
者
多
数
出
席
の
も
と
、

盛
大
に
実 

施
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
高
知
県
で
も
大
き
な-
ー
ニ
ー
ス
と
し
て 

取
り
上
げ
ら
れ
た
。

二

名
 

所

1

犬

飼

の

潼

蒼
く
そ
び
え
る
高
千
穂
峯
を
背
景
に
、
静
寂
の
空
気
を
ふ
る
わ 

せ
て
、

虹
色
の
飛
沫
を
あ
げ
る
犬
飼
の
滝
。

か
つ
て
和
気
清
麻
呂 

が
こ
こ
で
遊
び
、

明
治
維
新
の
立
役
者
坂
本
龍
馬
も
、

こ
の
滝
を 

眺
め
た
と
い
う
由
緒
あ
る
も
の
。
高
さ
三
六
メ
ー
ト
ル
、

幅
一
ハ 

メ
ー
ト
ル
の
純
白
の
帯
は
、

ま
さ
に
壮
観
。
今
で
は
滝
の
近
く
ま 

で
遊
歩
道
が
開
か
れ
、

近
く
に
は
清
麻
呂
ゆ
か
り
の
和
気
神
社
、
 

そ
し
て
、

和
気
の
湯
も
あ
る
。
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犬飼の潼

犬飼の滝自然遊歩道

2

和

気

の

湯

中
津
川
の
下
流
に
、
露
天
風
呂
で
知
ら
れ
る
和
気
の 

湯
が
あ
る
。

奈
良
時
代
、

一
僧
侶
で
あ
り
な
が
ら
、

天 

皇
と
等
し
い
実
権
を
握
ろ
う
と
し
た
野
心
家
道
鏡
と
争 

い
、

こ

の

地

に

流

さ

れ

た

和

気

清

麻

呂

ゆ

か

り

の

地 

で
、

日
ご
ろ
、

公
は
こ
の
温
泉
に
入
浴
さ
れ
、
浴
後
公 

が

腰

掛
け

ら

れ

た
と

い
う

腰

掛

石
も

現

在

残

っ
て

い 

る
。

山
峡
の
湯
煙
り
が
、

当
時
を
わ
ず
か
に
偲
ば
せ
て 

い
る
。

3

馬
込
地
区
の
甌
穴
群

牧
園
町
中
央
公
民
館
前
の
バ
ス
停
か
ら
、

県
道
牧
園 

〜
宮
之
城
線
を
霧
島
西
口
駅
の
方
へ
約
二
五
〇
メ
ー
ト 

ル
ぐ
ら
い
行
き
、

ひ
ば
り
ケ
丘
の
住
宅
が
み
え
は
じ
め 

る
と
こ
ろ
か
ら
、

山

手

の

方

へ

左

折

す

る

道

路

が

あ 

る
。

そ
の
分
岐
点
に
、

天

然

記

念

物(

名
勝)

馬
込
地 

区
甌
穴
群
入
り
口
の
道
標
が
立
っ
て
い
る
。

こ
の
甌
穴 

群
の
壮
観
な
様
は
、

他
に
例
の
な
い
名
勝
地
と
し
て
、
 

昭
和
五
十
二
年
四
月
十
五
日
、

町
文
化
財
に
指
定
さ
れ 

た
。起

点
上
流
左
岸
の
大
字
宿
窪
田
一
六
五
五
番
地(

字
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第1図甌穴群位置図

凡 例

集 落

I河川

国•県道

町村界 

甌穴群

馬
込)

か
ら
、
終
点
下
流
大
字
宿
窪
田
一
六
五
一
八
番
地(

字
馬 

込)

に
至
る
間
、

長
さ
約
四
三
四
メ 1

ト
ル
、

面
積
一
万
二
ニ
五 

七
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
対
岸
は
横
川
町
に
な
っ
て
い
る
。
 

昭
和
五
十
一
年
五
月
十
二
日
、
鹿

大

教

授

石

川

秀

夫(

理
学
博 

士)

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
塩
浸
発
電
所
の
取
水
口
下
流
に
あ
る
た

馬込の甌穴群

め
、

河
水
が
少
な
く
、

河
床
を
く
ま
な
く
観
察
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。

そ
れ
が
、

シ
ャ
ー
プ
な
姿
で
保
存
さ
れ
、

そ
の
河
床
は
、
霧 

島
山
系
に
属
す
る
溶
結
凝
灰
岩
で
、
甌
穴
の
で
き
や
す
い
岩
盤
で 

あ
る
。

長
年
月
に
わ
た
り
浸
食
さ
れ
た
た
め
、

両
岸
の
か
な
り
高 

い
辺
り
ま
で
、

甌
穴
が
存
在
し
て
い
る
。
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第2図 甌穴群所在地見取図

-
至

牧

園

麓

KK
穴

群

入

り

口

1

牧
園
町

取

例凡

群

界

 

穴

村

 

融

町

道 町

牧

園

自

動

車

学

校

ハ

路

4

て
、

溝
形
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。 

な
か
に
は
形
が
ゆ
が
ん
で
、

第3
 

図
の
よ
う
に
ス
プ
ー
ン
形
や
鎌
形 

に
な
っ
た
り
す
る
。

馬
込
地
区
に 

は
、

こ
れ
ら
の
形
が
判
然
と
し
て 

い
る
も
の
が
、

多
数
存
在
し
て
い 

る
。こ

こ
は
、
規
模
も
大
き
く
、

か 

つ
、

甌
穴
の
形
容
も
判
然
と
し
て

760
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町.

い
て
、

ま
れ
に
み
る
甌
穴
群
で
、
 

観
光
的
に
も
価
値
の
高
い
と
こ
ろ 

で
あ
る
。

し
か
し
、

甌
穴
群
観
光
は
い
つ

.=
三
、T
J

/

 
岡

で
も
よ
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か 

な
い
。
上
流
の
水
田
に
水
を
引
く

甌
穴
の
散
在
は
第2

図

のA
 
• 
B

二
点
間
が
最
も
多
く
、

長
さ 

約
四
三
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
の
広
い
と
こ
ろ
は
四
六
メ
ー
ト
ル
に
も 

及
ん
で
い
る
。
甌
穴
は
、
軟
弱
な
岩
盤
の
河
床
に
、

軽
石
や
安
山 

岩
、
礫
な
ど
が
岩
穴
を
形
成
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、
円
形
、
長 

円
形
な
ど
の
甌
穴
が
で
き
る
が
、

そ
の
穴
が
い
く
つ
か
つ
な
が
っ

時
期
の
乾
燥
期
が
最
適
で
あ
る
。
九
州
電
力
も
必
要
以
上
の
水
は 

取
水
し
な
い
の
で
、

水
量
の
多
い
時
は
み
ら
れ
な
い
。

土
地
の
人 

の
話
で
は
、

二
、

三
日
か
ら
一
週
間
ぐ
ら
い
は
み
ら
れ
な
い
こ
と 

が
、

往
々
あ
る
と
い
う
。



第3章 新川渓谷温泉郷

第3図断面図三
霧
島
温
泉
観
光
案
内
所

昭
和
三
十
九
年
に
霧
島
温
泉
の
中
心
地
、

丸
尾
に
霧
島
観
光
の 

中
核
と
し
て
建
設
さ
れ
た
霧
島
温
泉
観
光
案
内
所
は
、
年
間
八
〇 

万
〜
九
〇
万
人
の
宿
泊
客
を
迎
え
る
霧
島
温
泉
の
顔
と
し
て
、

そ 

の
観
光P
R

を
主
目
的
と
し
て
い
る
。

近
年
は
、

観
光
客
を
温
か
く
迎
え
る
た
め
に
各
種
の
イ
ベ
ン
ト 

の
実
施
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

以
下
に
記
す
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト 

を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
本
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ツ
プ
を
図
る
と
と 

も
に
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
媒
体
を
通
し
て
、

霧
島
観
光
のP
R

を
行 

っ
て
い
る
。

今
後
は
国
民
の
所
得
の
向
上
と
余
暇
時
間
の
増
大
に
伴
い
観
光

霧島温泉観光案内所

需
要
は
よ
り
増
大 

し
て
ゆ
く
も
の
と 

考
え
ら
れ
る̂

ま 

た
、

国
民
の
生
活 

意
識
の
変
化
に
よ 

り
観
光
動
向
も
今 

ま
で
の
よ
う
に
団 

体
旅
行
の
見
て
歩 

く
観
光
型
か
ら
小 

グ

ルI

プ
に
よ
る 

滞
在
型
の
観
光
に 

う
つ
り
、

量
か
ら 

質
へ
、

国
内
か
ら 

海
外
へ
な
ど
観
光

に
つ
い
て
の
個
性
化 

差
別
化
が
で
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な 

新
し
い
観
光
動
向
に
即
応
し
た
観
光
地
と
す
べ
く
、

本
町
独
特
の 

天
与
の
美
し
い
自
然
と
湯
量
豊
富
な
温
泉
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
今 

後
よ
り
魅
力
あ
ふ
れ
た
観
光
地
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
る
。

1

霧

島

競

馬

本
町
は
昔
か
ら
馬
の
産
地
で
あ
り
、

明

治

か

ら

は

種

馬

の

繁
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殖
•

育
成
を
行
っ
て
い
る
。

四

月

二

十

九

日(

み
ど
り
の
日)

に 

牧
園
牧
場
に
お
い
て
草
競
馬
を
行
う
。

走
る
馬
も
ポ
ニ
ー
種
を
は 

じ
め
ノ
ル
マ
ン
種
、

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
、

ア
ラ
ブ
種
な
ど
の
馬
で
、
 

本
県
内
は
も
と
よ
り
宮
崎
県
か
ら
の
馬
の
参
加
も
あ
り
、

当
日
は 

一
日
中
多
く
の
観
客
で
に
ぎ
わ
う
。

ま
た
、

馬
の
生
産
者
の
楽
し 

み
の
一
つ
で
も
あ
り
、

そ

の

生

産

意

欲

の

一

助

に

も

な

っ
て

い 

る
。

2

霧

島

国

際

音

楽

祭•

講
習
会

夏
、

涼
し
い
霧
島
に
お
い
て
世
界
各
国
か
ら
著
名
な
音
楽
家
を 

迎
え
、
講
習
会
を
は
じ
め
と
し
て
演
奏
会
な
ど
が
二
週
間
に
わ
た 

り
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
鹿
児
島
県
の
霧
島
国
際
芸
術
の
森
構
想
に 

よ
り
本
町
に
音
楽
ホ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
、
今 

後
は
よ
り
発
展
し
た
音
楽
祭
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

3

霧
島
高
原
太
鼓
ま
つ
り

本
町
の
郷
土
芸
能
、
神

話

「
天
孫
降
臨
」

に
ち
な
ん
だ
天
孫
降 

臨

霧

島
九
面
太
鼓
の
保
存•

振
興
を
目
的
と
し
て
、

夏
の
夜
に
和 

太
鼓
を
中
心
と
し
た
競
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。

全
国
各
地
か
ら
有
名
な
和
太
鼓
の
グ
ル
ー
プ
を
迎
え
演
奏
会
が 

行
わ
れ
る
が
、

そ
の
一
流
の
演
奏
は
観
客
に
深
い
感
動
を
与
え
て 

く
れ
る
。

ま
た
、

地
域
の
夏
祭
り
と
し
て
も
か
な
り
の
評
価
を
う

け
て
い
る
。

4

霧
島
高
原
サ
イ
ク
ル
ジ
ャ
ン
ボ
リ1
 

本
町
の
地
形
を
利
用
し
た
自
転
車
に
よ
る
競
技
で
あ
る
。
十
一 

月
の
紅
葉
の 

一
番
美
し
い
時
期
に
開
催
さ
れ
る
。
種
目
に
は
ロ
ー 

ド 

レ
ー 

ス
、
 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
 

一
輪
車
、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
な 

ど
が
あ
り
、

メ
イ
ン
種
目
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
は
標
高
差
一
〇O
O
 

メ
ー
ト
ル
の
上
り
坂
だ
け
の
コ
ー
ス
で
全
国
で
も
珍
し
い
コ
ー
ス 

で
あ
り
、
参
加
者
も
年
々
増
え
て
き
て
い
る
。

現
在
は
九
州
内
か 

ら
の
参
加
者
が
多
い
が
、

今
後
は
全
国
各
地
か
ら
の
参
加
が
予
想 

さ
れ
る
。
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第
四
章
今
後
の
観
光
開
発
計
画

一
 

基
本
方
針

観
光
は
町
の
産
業
の
主
要
な
地
位
を
占
め
、

就
業
構
造
に
お
い 

て
も
、

大
き
な
ウ
ェ
ー
ト
を
持
っ
て
発
展
し
て
き
て
お
り
、

観
光 

の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
、

個
性
化
し
て
き
て
い
る
。

人

々

の

関

心
 

は
、

物
質
面
で
の
充
実
を
背
景
に
、

モ
ノ
か
ら
精
神
的
な
豊
か
さ 

で
あ
る
安
ら
ぎ
や
ゆ
と
り
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
 

観
光
に
お
い
て
も
、

健
康
志
向
や
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、

ふ
る 

さ
と
志
向
と
い
っ
た
ー
ー
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、

観
光
地 

に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
生
活
文
化
で
あ
る
。

そ
の
土
地
で
、
社 

会
的
に
慣
習
化
さ
れ
て
き
た
生
活
パ
タ
ー
ン
そ
の
も
の
で
あ
る
。
 

「
見
る
」

か
ら
参
加
へ
、

そ

し

て

「
創
造
」

へ
と
観
光
は
移
り
動 

い
て
い
る
。

本
町
の
観
光
は
、

雄
大
な
自
然
、

豊
富
な
温
泉
、

固
有
の
伝
統 

文
化
な
ど
多
様
で
、

特
色
あ
る
も
の
を
有
し
て
お
り
、

各
地
域
で 

は
、

リ
ゾ
ー
ト
計
画
、

観
光
地
の
開
発
を
目
指
し
て
施
設
の
整
備

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
は
ま
す
ま
す
観
光
地
間
の
競
合 

が
激
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
町
と
し
て
も
、

そ

の

中

で

生

き

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な 

い
。
観
光
地
づ
く
り
に
お
け
る
最
大
の
欠
点
は
、

物
づ
く
り
を
優 

先
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
ど
ん
な
観
光
地 

に
す
る
か
」
が
、

今
、

霧
島
に
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ 

う
か
。
魅
力
あ
る
観
光
地
と
し
て
、
美
し
い
景
観
の
形
成
、
修
景
、
 

環
境
の
保
全
、
自
然
保
護
と
い
っ
た
、

人
に
や
さ
し
い
観
光
地
づ 

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
点
と
な
る
。

二
現
況
と
課
題

美
し
い
自
然
、

そ
し
て
、

豊
富
な
温
泉
と
、

ほ
か
に
な
い
も
の 

を

持

っ

て

い

る

観

光

地

「
霧
島
」

で
あ
る
。

そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
高 

め
る
た
め
、

各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、

そ
の
中
で
も
、

国 

際
音
楽
祭
は
、

霧
島
の
名
を
世
界
に
売
り
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
 

地
域
文
化
と
し
て
の
太
鼓
祭
り
も
文
化
と
観
光
が
交
わ
っ
た
も
の 

と
し
て
、

非
常
に
評
価
が
高
い
。

近
年
の
観
光
客
の
入
り
込
み
数
は
、

平
成
元
年
度
は
前
年
度
を 

上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、

そ
れ
以
前
は
毎
年
減
少
し
て
い
た
。

昭
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和
五
十
年
の
宿
泊
客
数
九
一
万
人
は
、
平
成
二
年
に
お
い
て
も
達 

成
で
き
そ
う
に
な
く
、
他
地
域
に
な
い
個
性
的
な
観
光
地
づ
く
り 

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
計
画
の
内
容

緑
あ
ふ
れ
る
農
村
風
景
は
生
産
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
美
し 

い
、
魅
力
的
な
観
光
対
象
で
あ
る
。
本
町
の
観
光
も
一
つ
の
点
で 

な
く
、
面
で
と
ら
え
る
時
期
に
き
て
いる
'
'  

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
、
 

観
光
対
象
と
な
る
こ
と
を
考
え
、
ど
ん
な
施
設
を

造
る
か 

で
な 

く
、

ど
ん
な
観
光
地
に
す
る
か
で
あ
る
。

観
光
客
の
欲
求
の
条
件
を
満
た
す
観
光
地
づ
く
り
は
、

対
象
客 

層
と

そ

の

行

動
様
式
を

設
定
す

る
こ

と

か
ら

進
め
る
べ
き
で

あ 

る
。

ま
た
、
魅
力
づ
く
り
と
し
て
は
、
「
観
光
地
霧
島
」

の

空

間 

の
演
出
で
あ
り
、
環
境
整
備
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
、

ス

ポ

ー

ツ

施 

設
、

文
化
施
設
、

ゆ
と
り
施
設
で
あ
る
。
観
光
客
に
ど
の
よ
う
に 

快
適
に
過
ご
し
て
も
ら
う
か
、
次
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
プ
ラ
ン
が
最 

優
先
す
べ
き
で
あ
る
。

⑴

観
光
資
源

ア
霧
島
地
区

O

わ
が
国
最
初
の
国
立
公
園
指
定(

昭
和
九
年U
 

一
九
三
四=

 

三
月)

O

山
、
天
然
記
念
物 

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ•

ノ
カ
イ
ド
ウ 

。
原
生
林
、
温
泉
、
国
民
保
養
温
泉
地 

。
景
観 

高
原
、
滝
、
紅
葉 

イ
新
川
渓
谷
地
区 

〇
国
民
保
養
温
泉
地
、
渓
谷
、
川
、
川
魚 

。
温
泉
療
養
地
、
和
気
公
園
、
温
泉
神
社 

〇
き
の
こ
の
里
、
坂
本
龍
馬
湯
治
の
里 

。
犬
飼
の
滝
、
モ
ミ
ジ•

ネ
ム
ノ
木 

0

温
泉
、
清
水 

ウ
イ
ベ
ン
ト 

霧
島
競
馬
、
霧
島
高
原
太
鼓
ま
つ
り
、
霧
島
高
原
サ
イ
ク
ル
ジ 

ャ
ン
ポ
リ
ー
、
霧
島
国
際
音
楽
祭
、
紅
葉
杯
ゴ
ル
フ
大
会 

⑵

霧
島
の
イ
メ
ー
ジ 

馬
、
休
養
、
景
、
大
浪
池
、
霧
、
山
、
高
原
、
花
、
緑
、
温
泉
、
 

四
季
、
空
気
、
涼
、
水
、
小
川 

観

光

地

「
霧
島
」
を
伸
ば
す
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
考
え
ら 

れ
る
が
、
「
景
観
」
「
イ
メ
ー
ジ
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
観
光
地 

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

O

健
康
づ
く
り
を
基
本
と
し
た
施
設
造
り(

温
泉
、

テ
ー
ー
ス
コ
ー
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ト
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど)

。
生
活
文
化
を
基
本
と
し
た
施
設
造
り(

文
化
村
づ
く
り
事
業) 

。
絵
に
な
る
環
境
づ
く
り(

川
、
ロI

ド
パ
ー
ク
、
花) 

O

安
心
で
き
る
施
設
造
り(

案
内
板
、
街
路
灯) 

そ
の
他
、
新
し
い
観
光
資
源
の
開
発
も
図
る
必
要
が
あ
る
。
そ 

の
一
つ
の
表
れ
が
「
牧
園
町
五
大
イ
ベ
ン
ト
」
で
あ
る
。
 

〔参
考
〕

牧
園
町
五
大
イ
ベ
ン
ト

霧
島
国
際
音
楽
祭

□

期
間
七
月
二
十
五
日S

八
月
八
日

霧
に
浮
か
ぶ
峰
々
が
神
秘
的
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
る
霧
島
で
霧
島
国 

際
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
恵
ま
れ
た
大
自
然
の
ふ
と
こ
ろ
深
く
湯
煙 

の
た
ち
の
ぼ
る
霧
島
温
泉
郷
に
内
外
第
一
級
の
芸
術
家
が
集
い
、
講
習 

会
•

野
外
コ
ン
サ
ー
ト•

演
奏
会
が
行
わ
れ
る
。
あ
な
た
も
優
雅
な
ク
ラ 

シ
ッ
ク
の
演
奏
に
酔
い
し
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

霧
島
高
原
太
鼓
ま
つ
り

□

期
日 

八
月
第
一
士
、
日

満
天
の
星
空
の
下
、
霧
島
高
原
に
五
尺
八
寸
の
大
太
鼓
が
響
け
ば
、
全 

国
有
名
太
鼓
大
競
演
の
始
ま
り
で
す
。
毎
年
日
本
全
国
か
ら
有
名
な
太
鼓 

グ
ル
ー
プ
を
迎
え
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

紅
葉
杯
ゴ
ル
フ
大
会

□

期
間 

十
一
月
一
日
〜
三
十
日

紅
葉
の
美
し
い
霧
島
高
原
で
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
霧
島
ゴ
ル 

フ
ク
ラ
ブ•

高
千
穂
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の2

会
場
で1

ヶ
月
間
の
全
ス 

コ
ア
ー
で
順
位
を
競
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
す
る
こ
と
が
で 

き
ま
す
。

霧
島
高
原
サ
イ
ク

ル
ジ
ャ
ン
ボ
リ1

□

期
日
十
一
月
中
旬

誰
に
で
も
楽
し
め
る
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
、
自
転
車
。
体
力
測
定
の
つ
も 

り
で
気
軽
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
標
高
差
一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
距
離 

二
〇
キ
ロ 

メ
ー
ト
ル
の
ロ
ド
レ
ー
ス
か
ら
、
原
野
を
走
る
マ
ウ
ン
テ
ン
バ 

イ
ク
レ
ー
ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

一
輪
車
レ
ー
ス
な
ど
誰
で 

も
楽
し
く
参
加
が
で
き
ま
す
。

霧
島
競
馬

□

期
日
四
月
二
十
九
日(

み
ど
り
の
日)

ツ
ッ
ジ
が
咲
き
乱
れ
、
山
々
が
一
斉
に
鮮
や
か
な
緑
の
若
葉
を
つ
け
る 

こ
ろ
霧
島
競
馬
の
季
節
で
す
。
ポ
ニ
ー
レ
ー
ス•

農
耕
馬
レ
ー
ス•

本
格 

的
な
競
馬
の
醍
醐
味
が
味
わ
え
る
軽
種
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
ま
す
。

霧
島
の
季
節
の
花

•

菜
の
花(

生
駒
高
原) 

三
月
中
旬
〜
四
月
上
旬 

•

桜
(

霧
島
高
原) 

三
月
下
旬
〜
四
月
上
旬 

•

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ(

霧
島
高
原) 

四
月
中
旬
〜
四
月
下
旬
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サイクルジャンボリー

•

つ
つ
じ(

霧
島
高
原) 

四
月
中
旬
〜
五
月
中
旬 

•

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー
(

生
駒
高
原)

四
月
中
旬
〜
六
月
上
旬 

• 

ノ
カ
イ
ド
ウ
天
然
記
念
物(

え
び
の
高
原)

五
月
上
旬

•

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ(

霧
島
連
山) 

五
月
中
旬
〜
六
月
上
旬 

•

ス
ス
キ(

え
び
の
高
原) 

九
月
上
旬
〜
十
月
上
旬
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霧島競馬

•

コ
ス
モ
ス(

生
駒
高
原) 

九
月
下
旬
〜
十
月
下
旬

•

紅

葉
(

霧
島
連
山) 

十
月
下
旬
〜
十
一
月
上
旬
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観光客入込状況と推移

⑴観光客の入込客数

（単位：千人）

（注）昭和48年度を100とした場合、平成元年度は101となっており、新川渓谷地 

区は72と減少している。霧島温泉地区については、106とやや伸びている。

年度別 霧島温泉地区 新川渓谷地区 計 対前年

昭和
54 1,630 161 1,791 105%

55 1,598 148 1,746 97〃

56 1,569 136 1,705 98〃

57 1,515 123 1,638 96〃

58 1,477 112 1,589 97〃

59 1,577 116 1,693 107〃

60 1,472 115 1,587 94〃

61 1,465 123 1,588 100〃

62 1,545 148 1,693 107〃

63 1,506 154 1,660 98〃
平成 
元年 1,607 154 1,761 106〃

⑵観光客入込計画（推計）

（単位：千人）

年度別 霧島温泉地区 新川渓谷地区 計

平成
2 1,613 155 1,768

3 1,619 156 1,775

4 1,625 157 1,782

5 1,632 158 1,790

6 1,638 159 1,797

7 1,644 160 1,804

8 1,650 161 1,811

9 1,656 162 1,818

10 1,662 163 1,825

11 1,668 164 1,832

（注）観光客の増加を、過去5年間の平均0.4%増と見込み、推計した。観光客 

数は延べ人員であり、県内客も含む。
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第4章 今後の観光開発計画

観光宿泊施設

1宿泊施設

（1）霧島温泉地区 ホテル•旅館など

宿泊施設数
室 数 収容人員

洋 室 和 室 一般 団 体

24 478 956 4,851 6, 372

五
宿
泊
施
設
等
の
案
内⑵新川渓谷地区旅館など

宿泊施設数
室 数 収容人員

洋 室 和 室 一 般 団 体

7 94 459 534

自炊 11 11軒 444

⑶合計

宿泊施設数
室 数 収容人員

洋 室 和 室 一 般 団 体

31 478 1,050 5, 310 6, 906

自炊 11 11棟 444

（注）政府登録6、国際観光旅館連盟加盟7、日本観光旅館連盟 

加盟 12、温泉のあるホテル•旅館など42 （自炊を含む）
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2 騎懿地区のホテル•旅館などの案内

（1）霧島温泉地区

ホテル•旅館名 洋室 和室 広間
収容人員

備 考
一 般 団体

ホテル林田温泉 226 174 4 1,300 1,500

霧島ホテル 100 7 250 400 自炊施設あり

霧島国際ホテル 33 171 10 910 1,020

きりしま山脈ホテ 25 2 100 130
ノレ

つねよし荘 17 2 60 60

公 園 荘 7 20 30

牧 水 荘 26 2 80 120

松 苑 17 1 44 44

ホテル静流荘 30 1 100 130

霧島観光ホテル 30 112 7 318 600

霧島山上ホテル 31 70 3 400 500

湯之谷山荘 15 1 40 40 自炊施設あり

霧島プリンスホテ 1 51 4 150 260
ノレ

新 燃 荘 10 2 30 40 自炊施設あり

関平温泉 11 30 30 （自炊）

松 風 荘 7 20 21 民宿と（自炊）

ホテル霧島キャッ 119 49 9 600 1,000
スノレ

夜 霧 荘 5 1 16 20

花 紫 11 50 50

霧島温泉ソサェテ 

イ
36 18 1 198 198 オーナーズホ 

テノレ

みち や荘 2 8 1 30 40 民宿

ツ ッ ジ園 12 2 25 60 民宿

野々湯温泉 10 50 50 民宿

さつま荘 8 1 30 35

スパヒルズ 20 56 3 333 333

計 498 1,020 64 5,184 6,711
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（2）新川渓谷地

旅 館 名 洋 室 和 室 広 間
収容人員

~* 般 団 体

折橋旅館 8 30 30

妙見田中会館 28 1 80 120

雅 叙 苑 6 1 25 40

せせらぎ荘 5 15 15

安 楽 荘 20 2 72 80

田島本館 6 2 13 13

華 耀 亭 17 1 216 216

塩浸温泉 12 2 40 40

計 102 9 491 554

⑶その他の宿泊施設

施 設 名 通 称 収容人員 施 設

鶴乃湯（鶴ヶ野） つるの湯 50 自炊施設

大徳館（賀来） 50 〃

安栖武彦 高塩湯 30 〃

安栖フヂ 30 〃

安栖重男 20 〃

さかいだ温泉 50 〃

安栖チェ 50 〃

安栖重樹 塩湯 100 〃

佐藤圭二 塩湯 30 〃

きのこの里 日の出 20 〃

みょうばん湯 14 〃

計 11 444 〃
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